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令和２年第１回太子町議会定例会（第484回町議会）会議録（第３日） 

令和２年３月４日 

午 前 10 時 開議 

                 議  事  日  程 

１ 一般質問 

                 本日の会議に付した事件 

１ 一般質問 

会議に出席した議員        

  １番   松 浦 崇 志         ２番   出 原 賢 治 

  ３番   森 田 哲 夫         ４番   吉 田 正 之 

  ５番   長谷川 正 信         ６番   玉 田 正 典 

  ７番   上 山 隆 弘         ８番   中 薮 清 志 

  ９番   首 藤 佳 隆        １０番   福 井 輝 昭 

 １１番   清 原 良 典        １２番   中 島 貞 次 

 １３番   井 村 淳 子        １４番   堀   卓 史 

 １５番   藤 澤 元之介 

会議に欠席した議員 

   な   し 

会議に出席した事務局職員 

 局     長  大 谷 員 代     書     記  森   文 彰 

 書     記  三 井 和 代 

説明のため出席した者の職氏名 

 町     長  服 部 千 秋     副  町  長  名 倉 嗣 朗 

 教  育  長  沖 汐 守 彦     総 務 部 長  森 田 好 紀 

 生活福祉部長  木 村 和 義     経済建設部長  八 幡 充 治 

 教 育 次 長  栄 藤 雅 雄       財 政 課 長  嶋 津 一 弥 

  ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

（開議 午前10時00分） 

○議長（藤澤元之介） 皆さんおはようございます。 

 令和２年第１回太子町議会定例会第３日目におそろいで御出席いただきありがとうございま

す。 

 ただいまの出席議員は15名です。定足数に達していますので、ただいまから令和２年第１回太

子町議会定例会を再開します。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配りましたとおりです。 

 これから日程に入ります。 

   （井村淳子議員「議長、発言を許してください。発言を求めます」の声あり） 

 では、井村淳子議員より発言を求められておりますので許可します。 

○井村淳子議員 おはようございます。 

 議長から発言の許可をいただきましたので、よろしくお願いいたします。 

 昨日の一般質問のときの関係で、町長に謝罪を求めたいという発言でございますので、よろし

くお願いいたします。 
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 昨日の私の一般質問のときのことですが、項目３の太子町の組織のあり方についての質問中、

町長に答弁を求めたところ、私の質問には答えず、何の前ぶれもなく、あろうことか議長にやじ

について質問を始めた場面がありました。質問者を無視した行為に大変失礼であり、議員軽視、

議事進行無視も甚だしい態度に憤慨をしております。しばらく議会は騒然とした後、私に、質問

は何でしたかとの町長の言葉にさらに唖然といたしました。私のそのときの気持ちを考えたこと

はありますか。私はあの後、不愉快な気持ちのまま質疑を続行しましたが、ペースを乱され、一

般質問を台なしにされたとの思いが１日たっても拭い切れません。町長が突然議長に質問したこ

とに、自分のことを最優先で自分のことを正当化したいと思えるようなその姿に、私が一般質問

をいたしました項目３に対する答えをかいま見る思いがいたしました。私の質問の権利を一時的

にせよ、侵害した前代未聞の行為は許されるものではありません。私を初め、私たち議員は太子

町を何とかよくしたい、その一心で真剣に一般質問に取り組んでおります。もっと真面目に緊張

感を持って本会議に臨むべきであると思います。 

   （「そうだ」の声あり） 

 今後、そのようなことがないよう反省を求め、今この場で誠意ある謝罪を町長に求めたいと思

います。 

   （町長服部千秋「いいですか。答えを今からやりとりするのですか」の声あり） 

○議長（藤澤元之介） そうですね、求められておりますので。 

 町長。 

○町長（服部千秋） お答えをさせていただきます。 

 また、例によりまして、突然にこのように言われて、私としてはいつもこういう状況に置かれ

ます。 

 やじがありましたときに、その場で言えばよかったのかもしれませんが、私の発言の順番にな

っていなかったので、議長がやじとも、言葉が正確には今覚えてないのですけれど、いいやじも

あるというか、というような趣旨のこともあったので、私自身が答えてるときに、先ほども井村

さんが話されたときに、そうだとどなたかおっしゃいましたけれど、常にやじられたりとか、常

にというのは訂正します、やじられたりすると、私も答えようとしているときにほかのことにな

るから精神的に動揺してしまうところがあるので、そのことを申し上げておかないと。また、き

ょうもいろいろとやりとりがあると思うのですが、答えているときにやじられると、私もペース

を乱されるものですから、その後もやりとりが恐らく厳しいものがあると想定されましたので、

余りきのうは厳しくなかったですけれど、厳しいものが想定されましたので、やじをとにかくや

めてほしいという趣旨で申し上げたということでございます。 

 井村氏が言われましたように、自分のときにペースを乱されたということを今おっしゃってま

すので、私自身はペースを乱すためにあのとき言ったのではございません。しかし、ペースを乱

したということをおっしゃっているので、その点についてはおわびしたいと思います。 

 それから、きのう申し上げましたとおり、議会の一般質問は通告制になっており、例えばセク

ハラについて聞いていて、最後にもうあえて油断させておいてかどうかは知りませんが、パワハ

ラとか、急に何かを振ったりとか、私が町長になってからこの議会においてこのやりとりを聞い

ていますと、私が議員であったころと比べて全然いきなりの事柄、というかそういうことを延々

と本町議会においてされてきました。ですので、この一般質問の場は町の、町政の、町民のほう

を向いた、どのようにしたら町の政策がよりよくなるかということのやりとりでやりたいと思っ

てますが、私のほうとしてはそういう趣旨ではなく、私を責めたいがゆえにいろいろと言われて

いるように私には受け取れてきました。そして、それがずっと続いてきていたものですから、私
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も我慢できずに申し上げた次第です。ですから、井村氏の途中での発言について、私はそのとき

に言っとかないと、その後またやじられては困ると思って言いましたけれど、でも途中でそのよ

うになってしまったことについてはおわびをしたいと思います。済みませんでした。 

 ただ、私としましては、お互いが「和をもってとうとしとなす」というこの町の精神もござい

ますので、ぜひともその方向に向かって、こんな町にしたいとか、議員さんのほうもこういうふ

うにしたらいいと思うからどうですかとかといういい提言を、町長お前どう思う、答えられへん

やろうがとか、そういうことでなくて、いい、建設的な、具体的な、そういうことを言ってくだ

さってる議員もいると私は認識しておりますが、そういうことで一般質問をお願いできないかな

という思いを強く持っておりますので、よろしく御協力といいますか、お願いといいますか、ど

ういう表現がいいのかわかりませんけれども、お願いをしたいと思います。 

○議長（藤澤元之介） 議長としても、先日の議事整理について不適切な対応となり、井村淳子

氏の一般質問時、あるいは議会そのものが空転したこと、この場をかりておわび申し上げたいと

思います。申しわけありませんでした。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１ 一般質問 

○議長（藤澤元之介） それでは、日程第１、一般質問を行います。 

 昨日に引き続き、一般質問を続行します。 

 それでは、順番に発言を許します。 

 まず、森田哲夫議員。 

○森田哲夫議員 議席番号３番の森田哲夫でございます。通告に従いまして質問をさせていただ

きたいと存じます。 

 まず、１番、新型コロナウイルス感染症における対策（危機管理体制）についてお伺いをいた

したいと思います。 

 新型コロナウイルスの感染は中国から全世界に拡大を呈し、我が国においても、現在疫学上感

染の原因が追えず、人から人への感染が拡大しており、発生早期から感染期に移行していく節目

の時期となっております。太子町においても今後感染拡大が想定される状況であり、危機管理体

制が急務と考えられます。高齢者及び基礎疾患を有する患者は免疫機能が低下しているため、新

型コロナウイルスに感染した場合、重症化した肺炎を呈することが伝えられ、死亡者も発生して

いる状況にあります。また、幼児・児童・生徒及び教諭にも感染が発生し、集団感染予防のため

の臨時休校をしている学校もあります。人が集まるイベントでの感染、企業内感染、家族内感染

も数多く報告されている状況であります。 

 2009年の新型インフルエンザの発生を教訓に2013年に新型インフルエンザ等対策特別措置法に

基づき、国、兵庫県、太子町においても新型インフルエンザ等対策行動計画が策定され、発生時

の対応が明記されております。今回の新型コロナウイルス感染症は指定感染症に指定されている

が、それらの行動計画等も参考にし、行政、医療機関、教育機関、保育施設、高齢者施設、体育

館、あすかホールを初めとする公共施設、商工業、企業者、自治会等の各種団体、町民等での取

り組み体制整備が急務であり、お互いの役割、きずな、連携のもと、対策をすることが必要と考

えられます。 

 そこで以下についてお伺いいたします。 

 (1)番、新型コロナウイルス感染症対策における現状と今後の対策及び関係機関との連携体制

（情報共有も含む）についてお伺いしたいと思います。 

 まず、１番としまして、太子町行政の町長部局としての取り組みについてお伺いいたします。 
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 まず、町民への予防対策の普及啓発について、医療機関について、自治会等の各種団体につい

て、保育施設について、高齢者施設について、マスク、アルコール消毒薬、噴霧器等の備蓄につ

いて、危機管理の立場からの取り組みも含めてお願いしたいと思います。商工業の企業に対して

の対策について、企業損失の状況も含めた景気対策への支援も含んでおります。公共施設につい

て、太子町感染症予防連絡会議の状況について、これは太子町の職員への対策も含めておりま

す。次に、要援護者としての基礎疾患等を有する患者について。 

 そして、２番目といたしまして、太子町の教育委員会での対応として、幼稚園、小学校、中学

校における児童・生徒、保護者、教諭への対応について、そしてあすかホール、体育館、図書館

等について。 

 (2)番、新型コロナウイルス感染症対策における太子町新型インフルエンザ等対策行動計画の

活用状況についてお伺いします。 

 この通告書の提出をした時点ではこの状況だったのですが、かなり状況も進んでおりまして、

現在兵庫県内でも３名の感染者が発生し、また全国の小・中学校、高等学校、特別支援学校にお

いても臨時休校を政府は３月２日から春休みまで総理大臣が要請をし、各市町においても対応は

千差万別の状況となっております。また、太子町でも感染症予防連絡会議から対策本部等の会議

が開催されているとおりでございますので、その現在の状況に合わせた形での近々の状況での御

発言が可能であればお願いしたいということを申し添えさせていただきます。よろしくお願いい

たします。 

○議長（藤澤元之介） 副町長。 

○副町長（名倉嗣朗） それでは、私のほうからは太子町の行政の対応、町長部局、(1)のほう

と、これぽつが10個ございます。それと(2)のほうの新型インフルエンザ等対策行動計画のほう

の活用状況という、このことについて順次お答えをさせていただきます。 

 それでは、まず最初に１つ目のぽつでございますけれども、町民への予防対策の普及啓発につ

いて御答弁を申し上げます。 

 先ほど議員がおっしゃられたように、新型コロナウイルス感染症につきましては連日報道され

ているとこであり、県におかれましても感染拡大防止に全力で取り組まれているところでござい

ます。１月27日に町へ、龍野健康福祉事務所より感染症対策の徹底といたしまして、手洗い、せ

きエチケット等、普及啓発協力依頼の通知の注意喚起がございまして、翌１月28日には兵庫県新

型コロナウイルス感染症警戒本部が設置され、国においても同日、厚生労働省コールセンターの

設置がなされまして、１月30日、新型コロナウイルス感染対策本部、２月１日には皆さん御承知

のとおり、指定感染症として定められたところでございます。 

 その後、２月25日に政府が重症者を減らし、社会への影響を最小限にするために対策をまとめ

られました基本方針が決定されました。町におきましても早期対応を実施いたしまして、町内公

共施設に手、指の消毒用のアルコールを設置いたしまして、情報共有を行い、相談窓口等の周知

をホームページに随時更新をしているところでございますし、後方支援の掲載も行っているとこ

ろでございます。それと同時に、太子町の感染症予防対策連絡会議を３回これまで開催している

ところであり、その内容については９つ目のぽつのところで申し上げたいと思います。そして、

先ほどもありましたように３月１日に県内で患者の発生が確認されたことに伴いまして、兵庫県

新型コロナウイルス感染症対策本部が設置されまして、この太子町、本町におきましても太子町

新型コロナウイルス感染症対策本部を設置いたしまして、第１回の本会議を一昨日、３月２日に

開催したところでございます。 

 今後、患者の行動範囲や移動経路が一定程度公表された場合は、帰国者、接触者、相談センタ
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ー、龍野健康福祉事務所とも協力、連携いたしまして、町では第一に町民の不安を軽減し、風評

被害対策などを考慮いたしまして、政府の基本方針により関連情報の収集、伝達、提供、相談体

制の強化、感染拡大の防止などに対応した行動をとるとともに、一昨日本部会議で決定いたしま

した太子町としての新型コロナウイルス感染症に係る主な対策を初め、自治会長各位に町の感染

症対策における考え方について近日中に周知するなど、実施することとしているところでござい

ます。 

 それでは次に、２つ目のぽつでございます医療機関についてでございます。 

 兵庫県からは１月７日に県医師会等３団体へ注意喚起文書が発出されていることを皮切りに、

１月24日、15団体あります生活衛生協同組合へ注意喚起文書が発出されております。１月30日に

県医師会等の団体へ指定感染症に定める通知等の発出などが早期に対応して情報提供がなされる

ところでございます。太子町といたしましても、先月、２月27日にたつの市揖保郡医師会、龍野

健康福祉事務所、たつの市、西はりま消防組合、揖龍休日夜間救急センターとの連絡会議が開催

されまして、情報共有に努め、今後とも連携を図ることを確認したところでございます。 

 それでは、３つ目のぽつでございます。自治会等への各種団体についてということでございま

す。 

 先にも述べましたとおり、町民に対しての予防対策及び普及啓発を行っているところでござい

ます。感染症対策の情報収集を行いまして、早期に提供するための対応を図り、ホームページを

随時更新する中、広報紙にも掲載し、注意喚起であります手洗い、せきエチケット等の感染症対

策の徹底及び相談窓口等の予防、蔓延防止の周知を行っているところでございます。３月１日に

県内で患者の発生が確認されたことに伴いまして、先ほども申し上げたとおり、兵庫県太子町で

も新型コロナウイルス感染症対策本部を設置したところでございます。今後、太子町はもとより

西播磨管内、近隣市町で感染者が確認されれば、帰国者接触者相談センターでもあります兵庫県

のほうの疾病対策課、健康福祉事務所の助言も仰ぎながら協力、連携いたしまして、先ほども申

し上げたとおり、町民第一で過度な不安をあおることなく、風評被害などにも対応しながら政府

の基本方針によりまして関連情報の収集、伝達、提供、相談体制の強化、感染拡大防止などに対

応した行動を行いまして、高齢者や基礎疾患がある方を含めた、一昨日本会議で決定、確認いた

しました太子町の新型コロナウイルス感染症に係る者の対策を着実に実施する中、先ほども申し

上げたように自治会長へこの考え方をお知らせいたしまして、太子町からの新型コロナウイルス

を防ぐためのお願いといたしまして、１つには日常で気をつけること、２つには地域でのイベン

ト等の開催について、こんな方は御注意ください、３つには町主催のイベント等について記載い

たしましたチラシをあすから全戸配布をすることといたしますので何とぞよろしく御協力をお願

い申し上げます。 

 それでは、４つ目のぽつ、保育施設についてでございます。 

 県こども政策課より通知されております対策情報等を町内の各保育施設に対しまして、メール

にて情報提供をしているところでございます。また、感染症予防対策連絡会議及び政府、県の要

請による教育委員会が発表いたしました新型コロナウイルスに伴います町立小学校、中学校の臨

時休校に対しましては保育施設は対象外となっておりますことから、通常どおり継続して運営を

行い、行事に対する町の方針等についてもあわせて情報提供を行っているところでございます。

今後とも、情報等を入手した時点で龍野健康福祉事務所と緊密な連携を図りまして、対策本部で

新型インフルエンザ等対策行動計画に準用した形で、社会福祉課が福祉班の一部といたしまして

保育所等への情報提供及び感染症対策、感染症調査、応急対策などを担っているところが関係機

関へこれを的確に実施していきたいと考えているところでございます。 
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 ５つ目のぽつでございますけれども、高齢者施設についてでございます。 

 社会福祉施設等における新型コロナウイルスの対応といたしましては、令和２年１月31日付

で、厚生労働省子ども家庭局家庭福祉課ほか、連盟事務連絡により新型コロナウイルスについて

の留意事項といたしまして、基本的な感染症の周知について社会福祉施設等の職員が新型コロナ

ウイルスについて正しい認識を持つとともに、基本的な感染症対策を含めました共通理解を深め

るようにと努めることを求める通知を受け取っているところでございます。また、特別老人ホー

ム、養護老人ホーム、介護老人保健施設、軽費老人ホーム、有料老人ホーム、介護療養型医療施

設、介護医療院につきましては、県の高齢政策課からそれぞれの施設に対しまして直接通知をし

ているということの連絡を受けているところでございます。その後、最新の情報や追加できない

留意事項につきましては、２月13日以降、随時対応の徹底と感染症拡大防止のための留意事項に

つきましても情報提供を受けているところでございます。さらに、先ほどから申し上げてるとお

り、先般県内で初めて新型コロナウイルス感染症の発生が３月１日に確認されたことを受けまし

て、一昨日の３月２日には重症化しやすい高齢者が入居する高齢者社会福祉施設等においては、

とりわけ感染経路の遮断が重要でございまして、高齢者や施設職員はもとより、面会者や委託業

者等も含めました感染経路遮断に取り組むような通知がなされているところでございます。町と

いたしましては、社会福祉施設等における新型コロナウイルス感染症への対応の徹底といたしま

して、引き続き県高齢政策課及び龍野健康福祉事務所と緊密連携いたしまして、老人福祉施設や

通所施設、事業所に対しまして情報提供や感染拡大防止に向けまして努めてまいりたいと考えて

おりますので、今後とも御支援、御協力のほどよろしくお願いいたします。 

 それでは、６つ目のぽつでございますけれども、備蓄関係の御答弁でございます。 

 昨日も中薮議員の関連でお答えしたので一部重複いたしますが、備蓄関係でございますけれ

ど、マスクにつきましては平時より災害時に備えまして、現在サージカルマスクにつきまして約

１万枚、アルコール消毒液については約15リッターを備蓄しているところでございます。また、

アルコール消毒につきましては、現在まだ未納ですけれども、プラス15リッターのほうを発注は

かけているところでございます。噴霧器につきましては、肩かけ式が３台ございます。備蓄関係

の御答弁は以上でございます。 

 次に、商工関係の対策についてでございます。７つ目でございます。 

 商工対策でございますけれども、新聞記事にもありますように旅行業や旅館業の損失状況は、

国の自粛要請、個人の判断により、２月から３月にかけまして観光ツアーまた法人などのキャン

セルが相次いでおり、飲食業も大きな影響を受けているところでございます。国はとりわけ中小

企業対策といたしまして、政府系金融機関等の窓口に経営相談窓口を設置いたしまして、事業者

への資金繰り支援策としてセーフティーネット補償や貸し付けのほか、生産性革命推進事業等を

活用いたしましたサプライ・チェーン、これは一連のそれぞれの調達とか、管理とか、物流、販

売、一連のシステムのこのサプライ・チェーンの毀損等にも対応するというようなことを考えて

るようでございまして、また雇用調整助成金の要件も緩和され、整備されているところでござい

ます。それらの情報につきましては、商工会においても会員への情報提供を発信していただいて

いるところでございまして、町のホームページでも情報を周知させていただくとこでございま

す。本日の神戸新聞でも、兵庫神戸相談センターのほう、県などの窓口にもそれぞれ資金繰り等

の相談利用が非常に増えていると、急増しているというような見出しもあったところでございま

す。今後、新たな新施策が創設された場合には、商工会とも連携いたしまして、迅速に情報伝達

や相談など、支援への対応をしてまいりたいと考えておりますので、何とぞ御支援、御協力のほ

どをよろしくお願いいたします。 
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 それでは、８番目のぽつでございますけれども、公共施設についてでございます。 

 現在、役場を初め、地域交流館、あすかホール、図書館、歴史資料館、各地区公民館、南総合

センター、福祉会館、児童館、のびすくといった公共施設におきましては出入り口に消毒液を設

置し、来訪者の皆様に手の消毒を呼びかけているところでございます。また、役場庁舎やあすか

ホール、福祉会館においては、清掃時に通常これまで水拭きをしていたものを消毒液を用いたも

のに変更いたしまして、手すり、ドアノブ、スイッチ等の不特定多数の方がさわられるとこにつ

きましては特に念入りに雑巾がけをさせていただいているところでございます。ほかの施設にお

きましても、消毒液を用いて清掃していくことと考えています。なお、１月31日付で厚生労働省

子ども家庭局家庭福祉課ほか連盟事務連絡により、留意事項等基本的な感染症対策の注意といた

しまして、職員が正しい知識と認識を持つとともに、基本的な感染症対策を含めた共通理解を深

めることに努めなさいということで、求める通知を受けておりますので、それに基づいて適正に

対応しているところでございます。 

 ９つ目のぽつでございます。感染症予防連絡会の状況等ということでございます。 

 先に述べました町及び太子町の感染症予防連絡会議におきまして早期対応を実施いたしまし

て、町内公共施設に手、指の消毒用アルコールを設置いたしまして、情報収集を行い、相談窓口

等の周知ということでホームページを随時更新、広報紙の掲載も実施させていただいているとこ

ろでございます。私が会長を務めさせていただいております感染症予防対策連絡会議を２月３日

に立ち上げまして、これまでに２月４日、２月21日、28日と３回開催いたしまして、１つには情

報共有とイベント等の把握を行い、ホームページ等で周知、中止、延期を行うものの聞き取り調

査を実施いたしました。２つには厚生労働省の相談や受診をするタイミングなどを示した目安、

３つには文部科学省から教育委員会への対応方針の通知ほか、感染症マニュアルガイドラインを

各関係機関に随時発信を行いながら、全庁に対しまして情報共有、予防、蔓延防止対策について

のせきエチケット、手、指の消毒の徹底、イベント等へのアルコール消毒液の貸し出しなどの注

意喚起及び職員への健康管理の徹底をお願いしてきたところでございます。先ほども申し上げた

とおり、２月27日に行われました医師会と龍野健康福祉事務所などの関係機関との連絡会議にお

いても、内容も情報共有を図ったところでございます。 

 ３月１日に県内で感染症の発生が確認されたことに伴いまして、兵庫県のほうが先ほども申し

上げたように対策本部が設置され、本町も町長を本部長といたします太子町新型コロナウイルス

感染症対策本部を３月１日に設置いたしまして、第１回の本部会議を一昨日、３月２日にこれを

開催させていただいたところでございます。３つ目のぽつのところでも申し上げ、繰り返しにな

りますけれども、今後太子町はもとより西播磨管内、近隣市町で感染者が確認されれば、健康福

祉事務所の助言も仰ぎながら協力、連携しまして、町民第一で過度の不安をあおることなく、風

評被害対策なども考慮いたしまして、政府の基本方針より関連情報の収集、伝達、情報提供、相

談体制の強化、感染拡大の防止などに対応して行動してまいりたいと考えております。また、繰

り返しになりますけれども、対策本部で決定いたしました新型コロナウイルス感染症に係る主な

対策を着実に実施していきますので、よろしく御支援のほどお願いいたします。 

 ぽつの最後、10個目でございます。 

 要援護者についてでございますけれども、県障害福祉課からは県が所管いたします入所施設、

通所施設に対しまして直接情報提供が行われ、注意喚起とその対応について周知が行われている

ところでございます。要援護者と言われる障害者、基礎疾患患者等の個人または入所施設、通所

施設に対しての対応は、情報等を入手した時点で龍野健康福祉事務所と緊密な連携を図り、新型

インフルエンザ等対策行動計画に準用した形で関係各課の役割を的確に対策本部で決定いたしま
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した主な対策を確実に実施していくこととしておりますので、あす全戸配布させていただきます

チラシをごらんいただきまして、日常においてお一人お一人が蔓延防止に向け心がけていただき

たいと存じますので、今後とも何とぞ御理解、御協力のほどをお願いしたいと存じます。 

 最後に(2)のほうを私のほうが先に教育長の前に御答弁をさせていただきたいと思います。 

 (2)の新型インフルエンザにおきましての対策行動計画の活用状況ということでございますけ

れども、平時におきましては、この計画に基づきまして県と県内の市町の情報伝達訓練を保健衛

生部局、さわやか健康課と危機管理部局の企画政策課において実施することにより、日ごろから

情報共有及び有事の際の連携体制の確認を実施しているところでございます。私自身も県におり

ましたときに11年前の新型インフルエンザの関係にもかかわらせていただきまして、第三者委員

会のほうの対応をさせていただきましたけれども、現在発生段階の状況、それぞれのフェーズで

６段階ございますけれども、海外発生期、県内未発生期、県内発生期でも地域未発生期と地域発

生早期、県内感染兆候期ということで、それぞれの発生段階ごとに体制とか対策を行うというこ

とでございます。北海道におきましては緊急事態宣言がなされておりますけれども、国において

は昨日も安倍首相のほうが緊急事態宣言のほうはまだ発表されていないようでございます。今

後、そういうような緊急事態宣言の場合、県におきましても、どういうような知事からのメッセ

ージとか、いろんなことが出てくると思いますけれども、町においても既に対策本部を設置した

ところでございますので、今後も町民の生命と財産、また生活を守るための対策に万全を持って

当たるために関係機関と情報共有を努めるとともに、感染予防に係る情報発信を引き続き図って

いきたいと考えておりますのでよろしくお願いします。 

 以上でございます。 

○議長（藤澤元之介） 教育長。 

○教育長（沖汐守彦） 私のほうからは、小・中学校における対応について御説明を申し上げま

す。 

 令和２年１月28日付で新型コロナウイルス感染症を指定感染症として定める政令が出まして以

降、文部科学省あるいは兵庫県教育委員会を通じまして毎日のように各幼稚園、小・中学校に対

してさまざまな通知が来ております。量でいいましたら、正式文書だけでこれぐらいの量がもう

来ております。きょうも来ております。本当に今状況が動いておりますので、いろんな通知が来

ております。その通知に基づきまして基本的には対応しておると。とりわけ、園児・児童・生

徒、保護者、教職員への対応につきましては、臨時の教育委員会あるいは臨時の校長会を適宜開

催しまして、今後の対応についての共通理解を図るとともに、保護者向けへの文書を発出してお

ります。 

 具体的には、感染症予防の基本であります手洗いあるいはうがい、せきエチケット、マスクの

着用など、園児・児童・生徒へ徹底させるとともに、保護者への協力依頼などを行っておりま

す。特に３月３日から15日まで、きのうからですけれども、国や県の要請に基づきまして小・中

学校を臨時休校するとともに、３月10日に予定されておりました中学校の卒業式の延期を初め、

各行事の延期、中止の検討を行っております。 

 卒業式につきましては、現在のところ中学校３月17日、幼稚園３月19日、小学校３月23日で、

卒業生を中心として保護者、そして教職員、この三者で卒業式は何とかしてあげたいということ

で今計画はしております。 

 それから、学童保育につきましても、朝から晩まで今はされておりますけれども、その支援員

の不足ということもあり、学校に配置しておりますスクールアシスタントを応援で出すととも

に、学校施設や体育館もきょうから開放して、そういう密度が非常に高いということで分散をし
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て、体育館でもそういう子供たちの活動を保障して心のケアにも努めているという状況でありま

す。現時点では、県内では西宮校区で感染者が発生している状況でありますが、今後、国、県教

育委員会あるいは町の感染対策の本部の方針などを踏まえながら、幼児・児童・生徒の安全、健

康維持に全力を尽くしてまいりたいと考えております。 

 なお、１月末の新型コロナウイルス感染症が発生して以降、森田議員から専門的な視点からい

ろいろと御指導、御支援いただいておりますことをこの場をおかりして改めてお礼を申し上げま

す。 

 続いて、公共施設につきましては、先ほど副町長のほうから説明がありましたので重複する部

分は避けて御報告をさせていただきます。 

 まず、町民体育館は耐震大規模工事の関係で現在使用していませんので、特別な対応はしてお

りません。それから、文化会館、図書館、歴史資料館、公民館等につきましては、町主催の会議

あるいはイベント、不特定多数の者が参加する行事については、今のところ３月末まで中止とし

ております。また、貸し館事業につきましては、感染症の予防対策を十分にとりながら主催者の

判断に委ねております。なお、既に予約されている分で、この今回の新型ウイルス感染症を原因

としてキャンセルする場合、使用料については全額免除、返還ということで対応をしておりま

す。また、３月３日から15日について、県内の小・中・高等学校、特別支援学校が臨時の休校に

入っております関係で、児童・生徒の施設への立ち入りを全て禁止しております。また、児童・

生徒が参加する事業につきましても全て中止としております。 

 今後、他市町の社会教育関係施設の情報を収集しますとともに、国や県教育委員会あるいは町

の感染症対策本部の方針に基づいて適切に対応していきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（藤澤元之介） 森田哲夫議員。 

○森田哲夫議員 詳細にわたる御答弁を頂戴いたしました。 

 １点、少し確認をさせていただきたいと思います。 

 まず、町民への予防対策の普及ということで、これが一番大事なことではないかと思っており

ますが、いろんなチラシを通して配ったり、自治会を通したり、いろんな形でしていただいてお

るわけでございますけれども、太子町の中での相談件数というのですか、電話での問い合わせの

件数というものはどれぐらいあるのでございましょうか。 

○議長（藤澤元之介） 副町長。 

○副町長（名倉嗣朗） ここ二、三日の関係はわからないのですけれども、１月29日から２月

23日まででしたら、県の疾病対策課が1,161件で、健康福祉事務所全体が1,529件、全部で

2,690件と県のほうから聞いております。３月１日以降、発生後は相談件数が非常に多くなって

いるところでございます。管内の龍野健康福祉事務所については延べ131件、人にいたしまして

は実106件ということでお伺いしております。その内訳として、町民、県民の方、市民の方から

が39件、医療機関から24件、私どもの市町から18件、教育機関から３件、福祉施設から３件、消

防から５件、企業から７件、その他７件ということで、この太子町におきましては発熱、受診の

仕方ということで１件かかってきたのがそれまでの状況なのですけれど、３月１日から県内に出

ましたので、関係課を見てますと相談というか、電話でどこに聞いたらいいですかというような

ところで大丈夫なんでしょうかというようなお電話は、ひっきりなしじゃないですけれども、ち

らほらかかってるような状況でございます。 

○議長（藤澤元之介） 森田哲夫議員。 

○森田哲夫議員 町民は非常に不安になっていると思いますので、その予防対策の普及啓発と同
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時に相談体制の確立ということが安心を持っていただくことではないかと思っております。兵庫

県庁で24時間体制で行っておると思いますし、所管の龍野健康福祉事務所でも相談センターをし

てると思いますが、今後感染拡大が進むにつきまして、町内においても相談件数が増加してきた

場合について、相談センターの設置というものが今後必要になってくるというふうに考えており

ます。この新型インフルエンザの行動計画を拝聴しますと、太子町では企画のほうとさわやか健

康課のほうに相談センター等の設置するということで書いていらっしゃいますけれども、今後増

えてきた場合にはこれに基づいた形で、２本のラインで相談をするということでよろしいです

か。今のお考えがもしございましたら、お教えいただきたいと思います。 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） 太子町の新型インフルエンザ等対策行動計画に基づきまして、今対策

本部のほうを設置しているところでございますが、その中で今後の動向等を見まして、必要な状

況になれば、相談窓口等の設置も検討していきたいというふうに思っております。 

○議長（藤澤元之介） 森田哲夫議員。 

○森田哲夫議員 しっかりと行政のところが窓口になっていただいて、町民への普及啓発、予防

対策というところについてさらなる研さんをお願いしたいと思います。 

 次に、医療体制でございますけれども、医療機関の連絡会議を２月27日のほうにもされたとい

うことで今お聞きいたしましたけれども、熱があったりする場合は患者の出入り口を別にすると

か、それとか診療する時間帯をあけるとかというようなことで、来院者の院内での感染を防ぐと

いうことが基本になってこようかと思っております。どんどんそういうことが進めば、それぞれ

の駐車場で仮設テントを立てての診察ということもこの想定の中には入っていると思いますけれ

ども、今後医療機関との連携とか協力体制、地元の太子町の医療機関の先生方との連携というこ

とについての今の現状と、また今後のことについて対応というものはできるのかどうか。どうい

うコネクションを持ちながら、このコロナウイルスに対しての医療の体制の確保のためにされて

いるかということがもし今おありでしたらお伺いしたいと思います。 

○議長（藤澤元之介） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木村和義） 医療機関につきましては医師会、その辺で十分今後協議されると

いうふうに思っております。当然、その中には行政も一緒に入って各会議を行いますので、適宜

アドバイス、業務共有もしながら、その医師会の中で決まったこと、それについて町ができるこ

とを行いながら住民周知にも努めていきたいというふうに考えております。 

○議長（藤澤元之介） 森田哲夫議員。 

○森田哲夫議員 医師会の各先生方におかれましては平時の診療もありますので、やはりその防

護のつい立てとか、何か中を改装しなければいけないとかということ等もあろうかと思います。

2009年のときには国とか県の補助の中で入ってる、そういうところもありますけれども、今後そ

れぞれの各医療機関の先生方にお願いをするにおきまして、行政側としてそういうある程度の資

金、資機材の提供も含めた形で院内での感染の蔓延を防ぐために、１カ所しか入り口がないとい

った場合に、ほかに入ってもらえる動線の確保のために何らかの形で行政として資金的な援助を

求められることもあろうかとは思いますので、その辺のところは地元の医師会というより地元の

先生との信頼関係の中で連携を深めていただきたいと思うのですが、いかがでございますか。 

○議長（藤澤元之介） 副町長。 

○副町長（名倉嗣朗） ２月27日に関係機関等が集まって、先ほど申し上げたとおり、医師会も

含めて医療体制の確認をしたところでございます。西播磨の地域内の新型インフルエンザ感染、

よく議員も御承知だと思いますけれども、まず県内でしたら２医療機関のほうに患者のほうを搬
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送したりとかいろいろございます。ですから、一般の医療機関におきましては、疑いの定義に該

当しない場合は診療するということになります。今は大分そういうようなパンデミック状態と

か、そういうような、手術の関係も出てくると思うのですけれど、そういうことになれば議員御

指摘のような形で対応していく必要がありますけれども、この疑いの例に該当する場合でしたら

保健所のほうにというか、この地域でしたら龍野になりますけれども、そこで相談をかけるとい

うか、該当するということで帰国者接触相談センター等というか、そちらに引き継ぐというよう

なことになってくると思います。あと、その場合での外来、そちらのほうで診ていただくと。そ

れで、ＰＣＲのほうをかけるとかということになってくるのではないかと思っております。です

から、本当に蔓延期になりまして、今御指摘のような形でそれぞれの一般の診療機関で対応して

いかないといけない、国全体が緊急事態宣言が出されて、そういうようなところに一定のそれぞ

れ対応する機関というか、入院する場所がございますけれども、それでは追いつかないというこ

とになれば、それなどもどんどん、先ほどの行動計画におきましてもそのように国、県、町と医

療機関の役割というのはございますので、それを踏まえて準用した形で、私どもも助言いただき

ながら進めてまいりたいと考えておりますので、今後ともよろしく御指導のほどお願いいたしま

す。 

○議長（藤澤元之介） 森田哲夫議員。 

○森田哲夫議員 今はまだ発生早期でありますので、保健所等県が主体になりまして、症状があ

れば、感染症指定医療機関へ運んで、そして患者が出れば届け出があって、入院勧告及び就業制

限をするという法に基づいた対応を県が中心になってすると思いますが、今後どんどん感染の原

因がわからない蔓延期になった場合について、そのときには全ての医療機関で受け入れるという

ことの話になっておりますので、そのようなことを想定した形で、その場合にはやはり自分たち

の住んでる太子町の中の医療機関の先生との連携の中で受け入れなきゃいけない町民の皆さん方

を診ていただいて、そして重症化したところはもう病院に行かないといけないのですが、そうい

った軽症の場合については地元の先生の協力がないといけないので、今後そういうことも想定し

た形で体制整備のほうにつきまして進めていただきたいということをお願いしたいと思います。 

 次に、自治会等関係団体への啓発ということで、日常のあり方であろうとか、イベントとか、

いろんな対策をとっていただいておりますが、自治会のみならず、老人クラブとか、ＰＴＡの

方々であろうとか、青少協とか子供会とか、いろんなそれぞれの役割を持った団体の民間の方が

あろうかと思います。それぞれの役目のある、それぞれの団体の方々が自分たちの知恵を生かし

た中で、そういう感染拡大の防止に御協力願えるような取り組みというものについて、何か取り

組んでいらっしゃることがございましたらお教え願いたいということが１点。 

 それから、２点目としてボランティアとしての民の立場の中で、何かこういうときには一緒に

やろうと、協力してやろうという人たちの、阪神大震災ではないですけれども、災害が起こった

ときに何かみんなで知恵を出し合っていこうというふうな、そういったようなボランティアを含

む民の力をおかりした体制整備ということも必要ではないかと思いますが、その２点につきまし

てお伺いしたいと思います。 

○議長（藤澤元之介） 副町長。 

○副町長（名倉嗣朗） 防災の際の災害と健康のこういうような災害というのは若干フェーズと

いうか、その辺が違うと感じております、経験上でございますけれども。疫学上、やはりなかな

かそういうような民で知ってる方、そういうような民での専門的な知識のある方にはおすがりす

るというか、御協力いただくことが必要だとは思いますけれど、なかなか一般の方では一緒にな

ってということは、今回の場合はそんなに致死率が高くないというようなこともあるのかもしれ
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ないですけれども、これがＮ７Ｈ９ぐらいが致死率80％とか、そういうようなことになりました

ら、なかなかそういうような一般的な民の方というのはないのかな。専門的な疫学上のそういう

感染症をよく、なかなかそれでもＤＭＡＴとかその辺いろいろあるのですけれども、そういう近

くで専門的な方がある程度、数がいらっしゃれば御協力も仰ぎたいし、日ごろから協定とかを結

んでする必要もあろうかと思いますけれど、なかなか小さい１つの町ではここは難しいのではな

いかなと。それはやはり地域連携じゃないですけれども、西播磨管内とか、そういうようなとこ

ろでの御協力を仰ぎたいと。また、姫路市とか大きいところが隣にありますので、そういうとこ

ろでどういうふうにやられているかというのを今後とも研究させていただきたいと思っていると

ころでございます。 

○議長（藤澤元之介） 教育長。 

○教育長（沖汐守彦） 教育委員会におきましても、感染症予防ということで適宜保護者の皆様

に通知等を出させていただいております。また、今回臨時休校を行う中で臨時休業中の生活指導

等々、または電話相談等も兵庫県のほうで24時間ホットラインがあります。あるいは、ＳＮＳ等

での相談窓口もありますので、そういうのを全て文書化してお知らせをする中で周知徹底を図っ

ております。 

 また、先ほども申し上げましたように、学校現場は本当に今総動員というのですか、スクール

アシスタントの方が学童保育のほうにも応援に入っていただいておりますし、学校を今使ってい

る学童保育については、学校長のほうとも連携をとりながら柔軟に、子供中心に対応しておると

ころでございます。 

○議長（藤澤元之介） 森田哲夫議員。 

○森田哲夫議員 次に、保育施設についてお聞きしたいと思います。 

 共働きであろうとか、シングルマザー等の家庭におきましては働きながら子育てができるよう

な保育施設の役割というのは非常に大きくなっておりますが、太子町におきましても学童保育等

の利用ということで、ホームページを拝見いたしましたけれども、それぞれ４園とも軽減すると

いうことで出ておりました。しかし、そういう児童が集団で集まるということになってしまう

と、すし詰め状態になるということから、そこが感染拡大の温床になるのではないかということ

が今問われておる状況ではないかと思っております。先ほど教育長のほうから、そういうことも

除外するという意味での体育館で子供を預かる活用ということをおっしゃっていただいておりま

したけれども、県では学校の教室を開放して、そこで学童保育を見るとか、すし詰めにならな

い、そこで感染を起こさない対策ということが学童保育等も含めてされているというふうに思っ

ておりますが、その辺、学童保育及び子育て学習センター及び児童館等においても受け入れをす

ると、小・中・高は入館禁止であるけれども、未就学児は保護者同伴では受け入れるということ

のようですので、その辺の感染拡大防止に向けた対策についてお伺いいたします。 

○議長（藤澤元之介） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木村和義） 学童保育についてでございます。 

 一応、今は学童保育、教育長がおっしゃられた校舎を使っておるのは龍田小学校、後の３小学

校につきましてはそれぞれの学童用のプレハブ教室で運用をされております。きのうから始まっ

た状況につきまして、こちらで全部施設を見回りまして状況を把握してきましたが、通常来られ

ている学童の方が全員ではなく、いつもよりも利用者が少ない状況であったということでござい

ます。学校によって多少のばらつきはありますが、やはり高学年の子供たちは学童へ来るよりも

自宅待機で過ごされている方もいらっしゃるというところで、いわゆる満杯状態というのも我々

は心配しておったわけですが、そこには多少の余裕ができているというところでございます。 
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 それと、他市町では通常以外の新規に学童を受け入れるというところもあるようでございます

が、太子町ではとりあえず今まで利用された児童のみという形にしております。それで、新規に

預けたいんだけれどという電話相談は、それも確認しましたら、今のところ１件もそういう電話

は入っておりませんというところでございます。 

 あと、のびすく及び児童館につきましては、小・中・高校生につきましては、もちろん今は利

用できない状態でございますので、いわゆるちっちゃな就学前の子供たちに限定をしておるわけ

でございますが、市町によって多少ばらつきがございます。もう既に閉館しているところもござ

いますので、その辺は今の状況を見ながら、そうしたほうがいいという判断をしたときには利用

者にも連絡するなりして、どこかで閉館するということも視野には入れた運用を今やっていると

ころでございます。 

○議長（藤澤元之介） 教育長。 

○教育長（沖汐守彦） 先ほども申し上げましたように、町の感染症対策本部が開かれておりま

す。そこでお互いの各課の調整、連絡が行われておりますので、今後私ども学校現場でできるこ

と等々をもし今後いろんな動きの中で考えることがありましたら、やはり児童・生徒、子供を中

心とした対応ということが生命線だろうと思いますので、その方向で柔軟な対応、そして連携の

強化をさせていただけたらと思っております。 

○議長（藤澤元之介） 森田哲夫議員。 

○森田哲夫議員 図書館につきましては、小・中・高校生の方々が使用の制限をされていらっし

ゃると思いますが、そういったときに小・中・高の方々の居場所というのはなかなか、全ての公

共のところはもう行けないと。家が困る場合は学童に行くと、後はもう家で見るということにな

ろうかと思うのですが、そういったメンタルのケアとか、そして生徒への平時の日常の生活指導

であろうとか、そういったようなレスポンスというのは学校側の教諭から何か保護者、家庭に対

しての連携はあるのでしょうか。 

○議長（藤澤元之介） 教育長。 

○教育長（沖汐守彦） この臨時休校を行うに当たりまして、全児童・生徒、それぞれ学年ある

いは全校集会の中で今回の臨時休校の趣旨の徹底も行っております。同時に保護者向けの文書

で、そういう何かあれば連絡をくださいとか、それから子供たちの健康観察を十分にしていただ

いて、もし体調が悪い場合などはすぐに学校へ連絡をいただいたり、あるいは24時間ホットライ

ンの相談体制の連絡をしたりということで、いろんな面で十分な配慮ができるように対応はして

おります。今のところ、きのう１日だけですけれども、特に保護者のほうから連絡、困ったこ

と、要望等は入っていないようにきょう聞いております。 

 以上です。 

○議長（藤澤元之介） 森田哲夫議員。 

○森田哲夫議員 今、こういう時期に私は家庭内における感染教育体制ということをしっかりと

理解していただけるような機会にしてはどうかということを提案したいと思うのです。親御さん

も、そして子供さんも含めて感染対策というものの徹底を自分とこの家でする、家族内の感染も

防ぐという意味での教育的な視野に立った感染教育ということの重要性を思うのですけれども、

その辺いかがでございますか。 

○議長（藤澤元之介） 教育長。 

○教育長（沖汐守彦） これは家庭だけじゃなくて、今回こういう感染症が出た中で、学校教育

においてもそうですけれども、まず手洗い、あるいはうがい、あるいはせきエチケット等々をき

ちんと指導することは自分の命は自分で守るということにつながりますので、学校だけでなく家
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庭においてもそういうような指導もしておりますし、保護者への依頼文書にもそのような内容で

通知もさせていただいております。本当にこれから自分の命は自分で守る、一生の問題ですの

で、その辺の視点については大変重要だろうと考えております。 

○議長（藤澤元之介） 森田哲夫議員。 

○森田哲夫議員 引き続きまして、感染教育も含めて、家族、地域が一丸となった体制の確立と

いうところで推進していただきたいと思います。 

 次に、高齢者施設でありますけれども、特別養護老人ホームも含め、いろんなところがたくさ

んございます。県のほうからの通知文書がそれぞれのところに行ってるとは思いますけれども、

やはり基礎疾患を有する方も多くて、非常に集団感染のリスクが高い施設ではないかと私は思っ

ております。そういう面で、例えば町独自の中で、そういった高齢者施設からの感染拡大の中

で、また死亡者を出さないという観点から、アルコール液であろうと、マスクをそこで使ってい

ただくような形の支援をするとか、何か高齢者施設の対策についての具体的な取り組みのことが

ございましたら教えていただきたいと思います。 

○議長（藤澤元之介） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木村和義） 施設につきましては、最初の答弁でもお答えしましたように、今

のところ県からの直接の文書がそれぞれの施設へ行っているところでございます。何か施設が町

に対して御要望等があれば、それはまた言っていただければできる範囲で検討はするというよう

なことはまた考えていきたいなというふうに思っております。ただ、今のところについては特に

そういう施設からの要望等も聞いてはおりませんので、またその辺はこちらかも一遍投げかけと

いうような形はとって、連絡等をまた密にしたいと思っております。 

○議長（藤澤元之介） 森田哲夫議員。 

○森田哲夫議員 それぞれ所管されてる部局だと思いますので、ぜひ高齢者の方々に感染を起こ

さない体制ということの中で、施設に対する予防体制の強化というところでの施策を推奨願えれ

ば幸いでございます。 

 次に、マスク、アルコールの消毒液とか、噴霧器についてお聞きしましたが、危機管理の立場

から新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づいて町が備蓄するということになってると思う

のです。そのときの備蓄のことが今副町長が御答弁いただいた枚数だと思うのですけれども、あ

る市町におきましてはそれぞれ各町民へマスクを配布したりするようなことの中でしてるところ

もあろうかと思います。備蓄用のマスクを市民に配布するとか、アルコール消毒液なんかも含め

て、例えば公共施設に置くということだけじゃなくして、朝、昼、晩、２時間に１回ぐらい全て

拭くと、例えば机も拭いたり、ドアノブとかもしてるとおっしゃっていただきましたが、トイレ

の便座も含めて、ここの庁舎も含めて来場者用に置いておくだけじゃなくして、接触感染ですか

ら、やはりその防止のために時間を決めて、きちっと２時間に１回でも拭いたり、そして窓を換

気してあけると、窓を２時間に１回はあけるとか、そういったような公共施設においてのルール

をつくってはどうかというふうに思うのですが、いかがでございますか。 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） まず、マスク、アルコール消毒液等を住民に配布するということにつ

きましては、まだ時期としてはそこまで感染期に至っているわけでございませんので、今の数と

いうものを町としても保持しておきたいというところでございます。また、数につきましてもそ

こまで数があるわけではございませんので、それについて状況に合わせて対策本部会議のほうで

検討した上で、その使用等を考えさせていただけたらと思います。公共施設につきましては、先

ほども副町長のほうから話がありましたように、消毒液等で住民が特に不特定多数の方がよくさ
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わられる場所等については消毒もさせていただいた対応をさせていただいております。今後につ

きましても、状況等に合わせて対応も変わってくるかと思いますので、それに合わせて対応した

いというふうに思っております。 

○議長（藤澤元之介） ここで質問を含めて、回答もですけれども、答弁も含めて、先日も申し

上げましたけれども、簡潔明瞭に対応していただきたいなと、ぜひとも。効率ばっかりを求める

わけではないですけれども、この議会運営に御協力いただければなと思います。 

 それでは、森田哲夫議員。 

○森田哲夫議員 そういう意味で今回の予算につきましても、私は新型コロナウイルス感染症対

策としての、これだけ大きな問題になってるわけですので、予算の計上も含めた、本気になって

そのウイルスと闘っていく体制をつくる意味で、その資機材の整備ということも含めまして、今

はなかなか買おうと思っても買えないみたいですけれども、また数日すればそれは入ってくるよ

うなことにもなろうかと思うので、予算化をある程度した形で体制を強化していくということも

必要ではないかというふうに思うのですけれども。このコロナに対しての事業とか予算とかとい

うことは、特に考えてはいらっしゃらないでしょうか。 

○議長（藤澤元之介） 副町長。 

○副町長（名倉嗣朗） 国のほうでも予算が予備費の2,700億円で対応すると、現時点では言わ

れております。新年度予算も国のほうはどうなるか、これに応じてまた特に。新年度に関しまし

ては、やっぱり国の動向も見つつ考えていかないといけないと思っておりますし、現時点では先

ほど申し上げました備蓄の関係というか、消毒液等々、緊急に必要なものにつきましては予備費

の中で今も購入して対応させていただいております。これが小康期になるのがいつになるかとい

う、なかなか難しい時期ではございますけれど、これがずっと蔓延期になってもうパンデミック

になって、対応しなければそれなりの対応を、予算というか、置くというよりは緊急的な話なの

で、平常時から今回の新型コロナウイルスに関してということであれば、またきちっと計上しな

きゃいけないとは思うのですけれども、そういう緊急性の場合はやはり予備費がございますの

で、その中で対処的にというか、緊急性を持って機能的に予備費の中で対応していくのが予算と

してもありがたいかなということです。その際は、またいろいろ議会等との報告も必要なのかも

しれませんけれども、何か頭からこのためにというのは、先ほども若干申し上げましたけれど

も、教育としてする部分だったらいいのですけれど、やはり町民に対して余り過度な不安を与え

てはならないと私は、申しわけないですけれども、個人的な考えですけれども、11年前の経験か

らそう思ってますので、ほかの市町は今回でも感染症予防会議じゃなしにいきなり対策本部と

か、出したところの市町では、あっ、そんな何かやばい状態になってるのということで、デマと

かそういうところの話になって、どこどこの市から何か感染者が出たんじゃないかなというよう

な連絡とか電話とかも結構入ってきたのが事実でございます。そういう観点からしてみれば、過

度に住民には不安を与えない必要があると思いますし、やはりきちっと対応もしていかなきゃい

けないと思います。備蓄の関係も、今そしたら町民に幾ら、マスクでしたら１人当たり40個ぐら

い、北海道みたいになれば別でございますけれども、そういうのをしますよね。もう太子町、北

海道と同じですかという話にどうしてもなってくるわけでございまして、このあたりも踏まえて

臨機応変に機能性を高く対応させていただければありがたいと思います。 

○議長（藤澤元之介） 森田哲夫議員。 

○森田哲夫議員 コロナウイルスの性状というか、性格というか、人間でもいろんな性格がある

のと同じように、どういう、えたいの知れない相手なのかということを知った上で対策を立てな

いといけないと思っております。新型ですから、誰しも免疫は持ってない。誰しもが未知なとこ
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ろのウイルスでありますので、それが体に入ったときにそれを異物として捉えた自分の体が抵抗

をして、そしてそれが免疫暴走するというサイトカインストームということがよく言われており

まして、ウイルスによることじゃなくして、それに防御をしようとして自分自身の中で正常な組

織までダメージを受けてしまうということもよく言われております。いろんな中で今研究がなさ

れて、潜伏期も12.5とか２週間とか、また、いや、そうじゃない、20日ぐらいあるのじゃないか

とかという形で、いろんな形で言われてる現状ではないかと思うのです。相手が、ウイルスが、

敵がどういう立場で、そしてどういうえたいの知れない新型なのかというところをしっかりと見

きわめた上で対策を立てていくことが必要ではないかと思います。この新型インフルエンザの特

別措置法についてはＨ５Ｎ１を含めた強毒性能、４人に１人が感染を起こすという大きな想定の

中での対策であろうかと思うのですが、今回のコロナに対して、今の状況の中で、このえたいの

知れない新型に対して未知なウイルスだと私は思うのです。 

 そして、その感染症というのは災害であると私は思っております。自然界における災害であっ

て、そしてそういった未知のわからない感染症であっても、瞬時に対応ができる危機管理体制と

いうものを行政は持っておかなければいけないのじゃないかと。そして、そういう意味でいろん

な専門家の、専門家でもいろんな意見がございます。いろんな考え方があって、臨時休業なんか

する必要ないという人もいれば、やはり必要だという人、いろんな意見がございます。同じ専門

家でもいろいろ千差万別でありますけれども、そういったいろんな情報をまず入手した上で、じ

ゃあ、町として町のトップが、行政のトップが政治家として、そういう未知な感染症が今起こっ

たこのときにどういう判断をしてその対策をするかということが私は求められていることであろ

うかと思います。それは学校の休業措置にしても、するところがあれば、休業措置もしないとい

うところもある、太子町は15日までの休校というところもありゃあ、春休みまでするというとこ

ろとか、いろんな千差万別の判断というものを各自治体がしているわけでありますけれども、そ

れこそまさしく自然災害の危機管理の中における政治的な判断というものが求められてくると思

いますが、町長のほうに今現在のこの新型コロナに対しての政治家としてこの感染症とどのよう

に向き合って、どういう対応をしていくのかと、ほかの市町ではない何かそういったような決意

がございましたら御発言をお願いしたいと思います。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） お答えをいたします。 

 先ほど来からお話ししてるとおりなのですが、私は政府、そして県の動向を見ながら、また近

隣との協調を図りながら進めていくべきだと思っておりまして、本町が本町独自というよりも、

周りの様子を協調しながら一緒になって収束に向けてやっていくべきだと思っております。 

 また、予算のことも国の動きもありますが、本町の現状としましては先ほど副町長が答えまし

たように予備費というものがございますので、その中で対応したいと思っております。ただ、国

の状況がいろいろと変われば、それはそのときによってということで、今私が答えましたような

方針で本町はやるべきだと私は考えております。 

○議長（藤澤元之介） 再度申し上げます。 

 質問については、ぜひ簡潔明瞭にお願いしたいと思います。 

 森田哲夫議員。 

○森田哲夫議員 それでは、もう時間の関係もありますので、最後、(2)のほうのところの質問

に移らせていただきます。 

 新型インフルエンザ等対策特別措置法が本日ですか、政府のほうも新型コロナを入れようとい

うふうな動き等がございます。これは今回学校の休業等の要請ということを総理がされましたけ
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れども、指示はできないと、法の裏付けの根拠はないということから、この特措法に基づいた指

示をしていけるような体制に移った中で、このときにつくった行動計画をもとにした取り組みを

進めていこうという政府の考えではないかというふうに私は考えております。そういう観点か

ら、この太子町においてもこの特別措置法に基づいての行動計画がございまして、保健班とか環

境班、福祉班とか、我々は議会班でしたか、の中に議会にもその班がありまして、議会班の中で

それぞれの役割分担を持った動きがあろうかというふうに考えております。私は、今回はその４

人に１人が感染するような強力性ではないけれども、それが起こる前兆の対応というふうに、起

こり得る、そういった今よりもっと強毒なものが発生する前兆であるというふうに考えておりま

す。したがって、それらの行動計画をもう一度再度よく熟知した上で、そういう大変になる状況

が、次、強毒性のものが来たときでもきちっとしたガイドラインなり、行動計画があるわけです

から、それに沿った形で瞬時に動いていけるような、そういう意味でそういったものを今回取り

入れながら、もう一度見直しながら、そういったものに備えていくということが必要ではないか

というふうに考えております。そのためには、行政のみならず、やっぱり町民の皆さんがいろん

な各組織との協力がなければできないというふうに思っておりますので、その辺、この行動計画

というものが太子町内だけの行政だけじゃなくして、やはりこれを機会にしていろんな人たち

が、太子町の中とかいろんな組織の人たちにも共有ができるようなところにも進めていただきた

いと思うのですけれども、いかがでございますか、そういう点で質問をさせていただいたのです

けれども。 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） 今回の新型インフルエンザの対策行動計画のほうでございますけれ

ど、これにつきましては太子町の体制としましても町長、副町長と教育長、また各部次長、また

各担当課長、全ての課長を含めて体制を整えております。それにつきまして、特に危機意識を持

った即座の対応ということを念頭に実施しております。また、住民の方々にも今回の状況につい

ても情報提供をさせていただいて、住民の方みずから対応を考えていただくということもさせて

いただいておるところでございます。できるだけ、こういうことを災害の１つとして対応できる

ように常日ごろから住民への啓発等も実施していきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（藤澤元之介） 森田哲夫議員。 

○森田哲夫議員 最後に、この感染症というものは自然災害でありますので、そういう未知への

感染症対策に瞬時に対応できる危機管理体制を整えていただきながら、自治体の裁量で地域でし

かできない体制というものをお互いが知恵を出し合いながら、この時期にこそ、その感染症予防

対策というものを地域で底上げを図っていきながら各関係機関が連携を保って、それぞれの役割

を果たしていける体制を組めるところに行政としてかじ取りをしていただきたいということを期

待いたしまして一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（藤澤元之介） 以上で森田哲夫議員の一般質問は終わりました。 

 次、吉田正之議員。 

○吉田正之議員 ４番吉田正之、通告に従いまして質問をさせていただきます。 

 町長の施政方針演説について主に質問ですけれど、昨日の一般質問等を聞いてましたら、関連

はするのですけれども、もう少し突っ込んで聞きたいとことか、関連はするけれど、ここはもう

回答はいただいたからもういいというようなことになるので、若干つけ加えとかをやることをお

許しいただきたいと思います。 

 まず、町長の所信表明演説を聞いていると、いろいろやりますとか、いろいろやりたいとか言
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われていますが、何のためにこの町をどのような町にしたいのかがよくわかりません。また、具

体的な施策がわからないからイメージができません。そのために質問が多岐にわたりますが、御

了承願います。その回答によって、私は町長がどのような町にしたいかということをイメージし

ていきたいと、かように思いますのでよろしくお願いします。 

 まず、農業政策ですけれども、総合計画のプラン１にいきいきと輝くまちで農業の問題が取り

上げられていますが、私は太子町では専業農家が成り立つのか常々疑問に思っています。太子町

には耕作可能面積は幾らあり、反当たり収入は幾らで、最大収入は幾らまで可能なのでしょう

か。兼業農家といえども、１戸当たり200万円から300万円ぐらいの農業収入が必要と考えます

が、そうすると農家戸数は幾らまで可能になるか、そのあたりのことを明確に捉えての農業政策

でないと、未来の明るさがないと思います。農業政策において、数字を上げて具体的なプランを

示し、基本的にはもうかる農業が必要と考えます。そうしないと、持続可能性はないというふう

に質問してましたけれども、やっぱり農家のほうがいうような、きのうの回答がありまして、そ

のとおりやと思います。ところが、農家のほうから言わせたら、情報がないとかというような質

問がありますので、結局はこの辺は農業委員会とか、そういう人が指導する、そういうことを今

後やっていかないと、これはできないのやないかなというふうに思いますが、その辺も含めて御

回答をいただきたいなというふうに思います。農業委員のほうも名誉だけで農業委員ということ

じゃなくして、やっぱり農業に情熱を持って太子町の農業をよくしたいというような人にやって

もらわないといけないのやないか、今の人がそうだとは申し上げませんけれども、というふうに

思います。 

 次、２つ目、商工業の活性化。 

 太子町を持続的発展させるためには、人口の増加とまでは行かなくても、少なくとも人口の維

持が必要です。また、交流人口の増加も必要です。これらは１つの施策のみで達成できるもので

はなく、総合的な政策が必要です。お母様方は子供の育成しやすい環境を求めます。これは当然

のことだと思います。子育てに関しては別の人に譲るというふうに思うてましたけれど、実はき

のうの質問のやりとりで、子育て支援拠点ということについてある議員が質問をされてましたけ

れど、子育て支援拠点とは一体どういうことなのですかということに対する明確な回答がなかっ

たので、済みません、そこだけまたお願いいたします。 

 まちおこしやふるさと創生などと国は言ってますが、学び成長をする町、子育て、教育の環境

をつくるためにも町内の産業育成が不可欠です。ところが、いきいきと輝く町、活力、魅力の事

業を見て商工業に直結しそうなものは、町マスコットキャラクター「ぼうじぃ君」活用イベント

開催事業51万円のみです。施政方針で述べている経営改善や利子補給事業、創業塾も過去から行

っている事業です。創業塾の成果かどうか、予算書の比較では法人数は15社増加し、税収では均

等割だけで93万円の増加になっています。その原因は何にあると分析してますか。このあたりの

分析ができれば、企業数の増加対策の打ち手がわかるのではないでしょうか。創業塾も大事と考

えますが、それよりも既存の誠実でやる気があり、きらりと光る経営者が経営している企業を支

援する政策のほうがはるかに効果的だと考えます。このような政策は打てないのでしょうか。太

子町の長所を生かした企業誘致をする政策が打てないでしょうか。 

 ３番目、特産品。 

 特産品でもしかりです。現在、特産品と言えば、みそ、タケノコ、イチジク、その次にサンシ

ョウと言われていますが、それぞれの年間総出荷量は幾らなのでしょうか。そして、少なくとも

５年後にはそれぞれ幾らぐらいに持っていくように考えているのでしょうか。具体的な数字を上

げられるのでしたら、数字を上げて目標となる指標を示してほしい。特産品として成長させてい
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くなら、各品目最低年間5,000万円以上の売り上げが必要と考えますが、このあたりのガイドラ

インはあるのでしょうか。 

 次に、マスタープランとしまして見直しについて。 

 私にも太子町に事業所を開設したいと問い合わせがあります。しかし、全部無理と言っていま

す。なぜならば、まずは工場が建てられない、企業が要求する土地が確保できない等規制による

ものが大部分です。都市計画マスタープランの見直しがあるようですが、これらの企業の要望に

応えられるのでしょうか。直接私が企業を紹介すると倫理条例に抵触するかもしれませんので紹

介はいたしませんが、今後企業等を誘致するのであれば、都市計画の見直しは必要と考えます

が、どのように見直すのでしょうか、できるだけ具体的にお答えください。 

 ５番目、若者サポートセンター。 

 町長の施政方針の中に目新しいものは全くありません。あえて拾えば、ひめじ若者サポートス

テーションの出張相談による就労支援を実施しますとあります。確かに就労人口の増加は産業活

性化において必要なことです。例えば、ひきこもり者を就労させようとすると、その人に対して

就労の意義を優しく説き、時間をかけて教育して成果を上げている企業があるように、根本的な

解決策が必要と考えます。障害者に対する就労も同様です。町が本気で取り組む必要を考えてい

るのなら、そのような具体策はあるのでしょうか、お示しください。 

 ６つ目、防災。 

 災害発生時に１次避難所になるのは、各自治会の公民館などです。ほとんどの自治会は会館を

持っていますが、その会館が老朽化しているものもあります。会館を建設、建てかえするのは多

額の費用が要ります。現在、町がこの建物に対して補助をするのは最大で500万円ですが、これ

は昭和48年に500万円になったようです。それから変わっていません。本当に防災・減災を考え

るならば、このような身近なところから考える必要があるでしょう。国土強靱化でこういうもの

に対しても補助金をつけるというようなことはないのでしょうか。その辺もあわせてお願いしま

す。 

 その他。 

 質問していたら切りがないのでこの辺でやめますが、町長が本年の選挙に打って出る気がある

のであれば、もっと挑戦的に打ち出すのかと期待いたしましたが、全くの期待外れでした。これ

では、次回の選挙では町長がみずから言っているように危ないかもしれません。今からでも、も

っと職員の英知を結集して、挑戦的なものに変えるつもりはありませんか。 

 以上で終わります。 

○議長（藤澤元之介） 経済建設部長。 

○経済建設部長（八幡充治） それでは、私のほうからは１番から５番までの答弁をさせていた

だきたいと思います。 

 まず、１つ目の農業政策でございます。 

 農業政策の中の質問といたしまして、200万円から300万円の農業収入が、逆に考えると農家戸

数が幾らぐらいまで可能かという御質問でございますが、本町には昨日もお話しさせていただき

ましたが、農業振興地域面積が約675ヘクタールございまして、耕作保全管理面積、今現在つく

られている面積が約460ヘクタールございます。仮に10アール当たり10俵から12俵ぐらいとれる

と換算して、10アール当たり約12万8,000円ぐらいの収入があると仮定しますと、年収で例えば

300万円を確保しようとしますと、2.34ヘクタールぐらいを耕作しないと収入が出ないという形

になってきます。そして、それを逆算すると、農家全世帯では3,386世帯あるのですけれども、

約10分の１以下の288世帯ぐらいの農家戸数であれば300万円ぐらいが確保できるというのが今の
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農業の現状でございます。我々が今認定農業者を育てていくという話をさせていただきました

が、その認定農業者の１人当たり大体1,800時間働いていただくとして、年間400万円ぐらいの所

得目標で今設定をして進めていっております。 

 ２つ目のプランについてでございますが、現在農業を専門に行っている経営体というのは７経

営体ございます。現在の農業を取り巻く環境は、今説明したように非常に厳しい状況ではござい

ますが、どのようにしたら持続可能な農業になるのかということを考えていかないといけない。

そういう意味での施策といたしましては、まず３つあると思っておりまして、１つ目にはやはり

地域資源を生かして特色を生かした農業経営の育成、これは１つは集落営農組織を構成して、集

落での体制づくりをする。先ほども言いましたように、人・農地プラン等を作成して、まずそう

いう体制をつくっていく。そのためには、地域集落での話し合いであるとか、そういったものを

やっていって、人・農地プランへの実質化を図っていくということでございます。 

 ２つ目には、法人化を含めた経営基盤をしっかりつくっていくと。やはり地域の労働力を確保

しながら、国が進めています農地中間管理機構等を活用した各集落営農組織であるとか、認定農

業者への集積を図っていって、高付加価値のある農作物の生産を行うことによって農業を守って

いく。そして、積極的にあわせて基盤整備を進めていくということでございます。 

 ３つ目には、一番問題になります若い担い手が将来希望を持ちながら農業が行えるような体制

づくりをまずつくると。それについては、やはり農業所得を上げていかないとだめなわけで、認

定農業者の育成、それについては今やっている農業塾もそうですが、ＪＡ兵庫西、また町、それ

から農業経営に関する研修会等を開催して、それを積極的に農業普及員等も含めてやっていく

と。 

 それから、農業委員会の方々につきましても、この間の改正がありましてから大きくさま変わ

りしまして、農業の推進委員というものと農業委員というものの２つに分かれました。農業推進

委員というのは、いろんな許可権の議決権はないのですけれども、基本的には農地の活用を推進

していくと。例えば、人・農地プランなんかを積極的に地域に入っていって、きちっと話し合い

をしながらまとめていくリーダー役としての役割を持っていただいております。そういう意味

で、農業委員会には全委員に参加していただいて、各地域での相談会、説明会等を行って、今非

常に活発な運営がされているというふうに私は認識をしております。 

 次、引き続きまして２番目の商工業の活性化についてでございます。 

 税収で93万円の増額になっている、15社ほどが増加しているということでございます。これに

ついては、いろいろ調べていきますと、企業にとって一番大事なことは企業経営として企業運営

がこの地域で見通せるかということでございます。それについては、やはり交通アクセスであっ

たり、豊富な水があるとか、一番大きなことは労働力が確保できるのかということが大きく見通

せるかという課題になってくるわけです。そういった意味で、本町に関してはそれがうまくまと

まっていると、それが利点であると。そういったことから、微増ではありますけれども、税増収

につながっているのではないかなという分析をいたしております。 

 本町の立地特性のニーズに合った住宅供給、区画整理事業であったりとか、ミニ開発とかが進

んでおりますけれども、それに伴う町の活性化、またにぎわいのある町というものにつながって

いって、サービス業であったり小売業関係の維持発展ができてるのではないかなというふうに思

っております。また、中小企業の多くでは、やはり一番問題は事業継承問題、それから従業員の

高齢化等が、いろんな問題を抱えております。これについては、太子町商工会と連携をしながら

事業継承セミナーであったり、事業が維持できるような施策を支援していきたいというふうに思

っております。また、工業立地とかについては、調整区域の非常に厳しい規制の中で、また市街
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化区域の工業地しかできないという立地の中で、工業立地が適正に行えるような、企業誘致が進

むような施策として流通業務施設の区域などの拡充であるとか見直しを行いながら、財政とのバ

ランスを考慮ししつつ安定に企業が根づけるような施策を進めて人口維持が図れたらというふう

に思っております。今回の都市計画マスタープランでも、そういった点は非常に積極的に設定を

しているというふうに私は思っております。 

 続きまして、３つ目の特産品でございます。 

 特産品につきましては、最低売り上げ年間5,000万円以上が必要と考えるというお考えをお聞

きいたしておりますが、本町において大きくみそ、それからタケノコ、それからイチジク、サン

ショウという、こういった特産品に力を入れてるわけでございますが、みそにつきましては令和

元年度で年間売り上げが1,100万円ほどの売り上げになっております。５年先の目標といたしま

しては、年間約16トンぐらいを売り上げて1,250万円ぐらいを目標設定にいたしております。社

員数は将来10名にまで伸ばすと、今現在８名でやっております。タケノコにつきましては、年間

で年間で加工販売を入れまして約600万円ぐらいになっております。収穫が約5.5トンぐらいの収

穫量になっております。５年先については、販売が現在430万円ほどですが、それを470万円ぐら

いまで上げていこうという目標を持っておられます。それから、イチジクにつきましては、今現

在年間7.9トンぐらいの出荷量でございまして、約650万円ぐらいの売り上げを上げております。

これも５年後には面積を増やしまして、収穫量を年間10トンぐらいまでは上げて800万円ぐらい

の売り上げを目標にしていこうということでございます。 

 次に、サンショウでございますが、サンショウに関しては普及センターとあわせてこの西はり

ま山椒というので、西播磨地域の連携したブランドづくりというものに今力を入れてまして、各

地区では例えばユズをやったりとか、各地区でそういう特産品をある程度絞り込んで、それぞれ

が勝手にやるんじゃなくて、地域ブランドにしていこうという動きを今強めています。その中

で、サンショウは令和元年度で年間300キログラム、42万円ほどの売り上げでございます。これ

を５年先には９トンまで上げて、1,200万円ぐらいの売り上げに持っていきたい。これには非常

に県も力を入れてますし、６次産業化もできないかなということが非常に大きな課題であり目標

となっております。 

 今後におきましても、地域資源の付加価値を高めるために当町の特産品のＰＲを行いながら、

遊休農地の活用であったり、農家所得の向上においても重要な役割を担っているものが特産品で

あるというふうに考えております。地域資源を活用した６次産業化や農商工連携した加工品など

の新たなブランドづくり、商品開発とか販路拡大に努めていきたいというふうに思います。 

 次に、４番目の都市計画マスタープランの見直しについてでございます。 

 これについては、先ほども申し上げたように、本町の市街化区域内の工業地域というのは特定

の事業所の敷地に限定されておりまして、このたびの都市計画マスタープランの見直しの中で企

業誘致のために市街化区域に編入して工業系の用途地域の設定を検討することを記述させていた

だいております。また、農業振興整備計画との整合を図りながら、住環境とのバランスのとれた

土地基盤整備の方針を検討してまいりたいというふうに考えております。現在、市街化調整区域

内に現在ある既存の工場が集積する地域におきましては、特別指定区域などの活用を進めながら

工場等が適正に立地できるような施策を進めてまいりたいというふうに思います。これにつきま

しては、やはり一番は地域住民や県との協議というのも必要になってまいります。そういったこ

とを積極的に進めながら、企業立地に向けた取り組みに邁進したいというふうに思います。 

 これとあわせまして、特に都市計画法の施行前から既存の工業敷地に社屋や企業誘致の受け皿

として活用できるような体制というものが非常に必要だろうというふうに思ってまして、特に既
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存不適格であるような用途の工場を適正化していくと、それが工業系の事業所の活性化につなが

っていくのではないかなというふうに考えております。 

 それから、最後に若者サポートのことでございますが、若者サポートについてはひきこもりの

若い方々を何とか社会復帰させて働いていくような環境づくりをしていこうということで進めて

いるものでございますが、おおむね15歳から39歳未満の方に対して、今現在はＮＰＯの方にお願

いをして相談をさせていただいております。令和元年度で相談件数が約７件ございまして、相談

月に関しては年６回、太子町役場のほうでさせていただいております。太子町では、ひきこもり

や若年の無業者などの自立できない若年者への支援を推進するために、平成26年度から若者サポ

ートステーションの事業を行っております。このサポートステーションにおいては、毎年、少人

数ではございますが、本人や保護者の方より相談を受けておりまして、そのうち実際に就職とか

進学に結びついた方もいらっしゃいます。 

 無業者というのは、一般的に怠け者のような取り扱いをされるケースがございますが、そうで

はなくて、大きく３つに分かれると思ってまして、まずは求職型といいまして就職を希望してい

て実際に活動している人、それから実際には失業者の方でハローワーク等で求人活動をしてる人

です。それから次に、非求職者、この方は就職は希望してるけれども活動を全くを行っていない

人。それから、一番問題なのは非希望者、就職を希望していない人、この３つに分類がされま

す。本人の原因ではなくて、社会が若者の無業を生むような社会に変化してきたのもその要因の

１つであるというふうに思われます。非求職者とか非希望者の中には知識や能力に自信がないと

か、それから仕事をする自信がないとか、そういった若者が多く見られております。そうしたこ

とから、今後につきましては近隣市町の先行事例を参考にしながら、サポートステーションでの

事業の中でグループワーク等を導入しながら、同じ悩みを持つ方々を同世代の交流を通じて就職

活動につなげられるような検討をＮＰＯと一緒に我々全力で頑張りたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） 私のほうからは６番の自治会公民館の補助金について答弁させていた

だきます。 

 自治会公民館は自治会におけるコミュニティー活動の重要な拠点であり、その施設整備に当た

り、町も引き続き支援をしてまいりたいと考えております。災害時における避難について、自主

防災組織によりましては町が指定しております避難所に直接避難する前に、まず自治会公民館へ

一時的に避難するように取り組まれているところであります。町としましては、まず町の指定避

難所におけるトイレ改修やバリアフリー対策等の環境整備について重点的に取り組んでいく必要

があると考えております。補助金につきましては、ほかの補助事業も含めまして近隣市町の動向

や社会趨勢を見きわめながら、その妥当性を適時見直していくこととしております。 

 以上です。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） (7)についてですが、今年度策定しました第６次の太子町総合計画は職員

の英知を結集して作成したものでございます。このたびの施政方針は、これに基づき作成をして

おります。第６次総合計画が目指す将来像を実現するため、この施政方針のもと、職員と一丸と

なって着実に推進してまいりますので、議員の皆様の御協力をよろしくお願いします。 

○議長（藤澤元之介） 暫時休憩をいたします。 

（休憩 午前11時51分） 

（再開 午後１時00分） 
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○議長（藤澤元之介） それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 吉田正之議員。 

○吉田正之議員 それじゃあ、質問をさせていただきます。 

 農業政策のところで回答いただきました農業をやってる戸数が3,386あって、288世帯ぐらいの

ところになるのではないかというような数字をいただきましたけれど、そうすると、これは割合

でいうたら９割以上の農家というのは基本的には成り立たないというか、言い方が悪いかもしれ

んけれど、趣味の域でやっていただくのはええけれど、事業としてはちょっと成り立たないとい

うようなことになるのやないかと思いますが、この辺のところをどういうふうにして集約をして

いくかというのが今後の大きな課題になるのではないかなというふうに思います。そうなると、

特に農業委員会の委員の皆様にこれをしっかりその辺の指導をやってもらわないといけないと思

いますが、町としてはそのあたりはどのようにお考えなのでしょうか。 

○議長（藤澤元之介） 経済建設部長。 

○経済建設部長（八幡充治） 今御質問のとおり、農業を取り巻く環境は非常に厳しくて、逆算

をしていきますと288戸ぐらいで、要は10分の１以下ぐらいの数字じゃないと300万円の年収確保

はできないという形になります。そういうことからも、やはり集落営農組織であったりとか、認

定農業者による集約化を図って、要は高効率化を図りながら集団化した営農へ持っていかないと

経営が成り立ってこないというのが読み取れると思います。そのことは十分に地域でも話し合い

をさせていただいてますし、農業委員の皆様も認識をされています。そういう中で、今回国のほ

うも改正を行いまして人・農地プランというものをつくって、そしてみんなで将来の農業をどう

していくのかというのを地域で話し合ってプランをつくりましょうと、そういうふうなことの取

り組みを始めて、推進委員という位置づけができましたので、我々も推進委員と一緒に今農地相

談会も各公民館でやって、将来高齢化された方が農地をどうしたらいいのだという相談にも応じ

ております、農業委員も一緒にです。そういったことをより進めながら農業の健全化と、また農

業振興に努めてまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

   （吉田正之議員「ありがとうございました」の声あり） 

○議長（藤澤元之介） 吉田正之議員。 

○吉田正之議員 じゃあ、もう農業はそれぐらいにしておきまして、そういう方向で進めていっ

て、ぜひうまく集約していただきたいと思いますが。 

 商工業の活性化のところについての追加質問ですけれど、このときに子育て支援拠点というの

はどういうことですかということを聞いたのですけれど、通告にないからお答えがないのかわか

りませんけれど、もしあるようやったらそれを教えていただきたい。というのは、商工業の活性

化ということは基本的には人口を増やしていく施策にも大きく関連しているわけで、私が委員会

のほうに提出しました資料でも、子ども・子育てというものが基本的になって、子供の教育とい

うものはそういう環境をつくっていくということが太子町の商工業に大きく影響するということ

がそこに書いてあります。そういう観点から、質問を続けさせていただきますけれど、まず15社

増えてるということは認識してくれてますけれど、どういった業種が増えて、また本店がここへ

来てるのか、あるいは営業所がとか、そういった分析はされておるでしょうか、もしわかるよう

でしたら。もし、わからないようでしたら、また予算委員会の席で答えていただいたらと思いま

すけれども、どうですか。 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） 今、資料のほうを持ち合わせておりませんので、予算委員会のほうで
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またお答えさせていただきたいと思います。 

   （吉田正之議員「資料のほうはないということですが、そうすると企業を増やしていこう

とかなんとか言うたときには」の声あり） 

○議長（藤澤元之介） 済みません。吉田議員、指名してからお願いをいたします。 

 吉田正之議員。 

○吉田正之議員 増やしていこうということになったら、太子町の特性を生かしたということに

なると、どういう業種が増えてきてるか、どういうのが増やしやすいかということが当然必要に

なってくるわけですよね。だから、その辺のところもしっかり見きわめて情報として出していた

だかないと、企業を増やしていこうというそういう施策は、それこそ闇夜に鉄砲のような格好に

なってしまいますので、ぜひその辺は分析してやっていただきたいわけですけれども。 

 創業塾の効果もあると思いますけれども、ほとんどが多分15社というのは既存のところが来て

るのがほとんどやないかなというふうに私は勝手に推察してるわけですけれども、これがなぜこ

こへ来るかということがもっとわかれば、いろんな手も打ちやすいわけですけれども。そこで、

太子町の特性というものについて、もうこれははっきり申し上げておきますけれども、私のほう

はこうじゃないかというふうに思いますが、まず１つは事業所税が太子町はない。ところが、姫

路市は事業所税がある。ここに大きな違いがありますね。事業所税を嫌って、太子町へ来てると

いうのも事実でございます。それから、部長が答えたように労働力、それから水というのが非常

に豊富であるということも、これもあると思います。そうすると、こういったものがどういう業

種を呼んでいって増やしていくかということを、これ考えていかないかんわけですけれども、基

本的にはやっぱりサービス業が主力になるのじゃないかなと。数を呼びやすいのはサービス業。

面積の広いところはほとんどもう土地がないわけで、その土地がないので、これ土地をつくって

くれれば別ですけれど土地がないということになりますので、そういったことに対する対策と

か、そういうのは今後何か打つつもりはあります。 

○議長（藤澤元之介） 経済建設部長。 

○経済建設部長（八幡充治） 先ほどから言われてる今現在太子町の強みというか、そういう魅

力でございますけれども、やはり今分析してる中では流通業務の物流系が非常に今は人手不足で

需要が高いということで、物流系の進出希望が非常に多いと、特にそれが顕著でございます。ア

クセスのよさであったりとか、それから逆に南側へ行き過ぎますと道路のアクセスが非常に悪い

ので、山陽自動車道とか姫路バイパスの周辺付近での物流拠点を皆さん求められているというこ

とが非常に大きいかなと。我々もそれに都市計画法も含めて、できるだけ早くスピード感を持っ

て対応していこうということで、太子北インター周辺では今回４月より県決定を受けて見直しを

行いました。商業系の施設も配置できるような見直しをスピード感を持ってやったということ。

それとあわせて今思っていますのは、今空き家対策計画が４月からスタートします。創業塾で、

創業者というのはなかなか増えてはいないのですけれども、太子町内でサービス業を運営されて

いる方が太子町から逃げないように、また継続性があるようなことをやってもらいたいという思

いから、やはり空き家対策計画とその商業系の発展であったり、継続であったり、出店であった

り、そういったものとをうまく横つなぎにして横断的に取り組んで、中心市街地の活性化と町の

ブランディング化になるようなものに持っていきたいというのが思いとしてはあります。それを

具体的に空き家対策計画の策定が終わった段階から横断的な取り組みを始めたいというふうに思

っております。 

 以上でございます。 

○議長（藤澤元之介） 吉田正之議員。 
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○吉田正之議員 物流系は今太子北インターの周りにたくさんできてますよね。そこで雇用を増

やしていこうとすれば、確かに物流のそういう倉庫とか、駐車場とかというのはもちろんつくっ

ていくわけですけれど、ところが中小の物流会社がそこに本社を持っていくと、倉庫にそんな広

い面積は要らんのやということで規制をかけられたというふうなことを聞いてますけれど、これ

は我々からいうたら逆に、むしろそういう企業に来ていただいて、それで雇用を増やしていただ

くという、そういうようなことのほうがほんまは必要やないかと思うのですけれど、そういう話

は聞いておりませんか。 

○議長（藤澤元之介） 経済建設部長。 

○経済建設部長（八幡充治） 言われるとおり、物流というのは広い面積を要して、通常倉庫業

であったりとか、運送業でトラックターミナルになるという形で、雇用の面では余り望めないも

のがあって、逆に工場とか、そういうものであれば、そこで雇用がかなり生まれてくるというこ

とで、工場立地なんかも含めて要望はあるのですけれども、工場となるとやはり都市計画法上も

それがまた非常にハードルが高くなって、既存にある工場をどうやって守っていくかということ

は安易にやりやすいのですけれども、新たな工場誘致となると、都市計画法上の施策からやって

いって時間がかかっています。ただし、我々もそういうふうに言ってばかりはおられませんの

で、今回は都市計画マスタープランにおいては新たな工場を立地誘導できる区域をゾーニングと

して定めて、また既存にある工場の区域もその適正化に努める区域としてゾーニングで定めて、

前向きに企業誘致も含めて取り組んでいきたいと。また、インター周辺の土地誘導に関しては、

やはり物流系のものを主体に、かつ商業施設も配置できるように今用途の見直しを行ってスター

トしたところでございます。だから、太子北インター周辺は今後物流系以外にも建築可能になっ

てきますので、そういう町の発展に期待をしているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（藤澤元之介） 吉田正之議員。 

○吉田正之議員 もう一度確認させていただきますけれど、その物流系の企業がそこへ倉庫と

か、そういうのを持ってきたいときに、もう本社も一緒にそこへ持ってきたいと言うたときに事

務所をそこへしたいと言うたら、いや、そんな広い事務所は要らないということで県から規制が

かかったというのを聞いとるのですけれども、そういうことは聞いておりません。 

○議長（藤澤元之介） 経済建設部長。 

○経済建設部長（八幡充治） おっしゃってるのは恐らく流通業務として物流のものであると、

主体が。だから、あくまでも倉庫とか、そういったものが主体になってくるので、それに最低限

必要な事務所は認めるけれども、過大な、事務所が主にあるようなものは認めないという趣旨の

恐らく指導だったのかもわかりませんけれども、今現在のところ、今回４月から新しくスタート

している見直しの区域においては本社機能を持ってきても行けるようになってるというふうには

認識をしております。 

○議長（藤澤元之介） 吉田正之議員。 

○吉田正之議員 ありがとうございます。 

 それともう１つ、事業を承継というものの御回答もいただいたわけですけれど、事業承継とい

うのは非常に難しいわけですよね。我々も指導しておりましても、なかなか。私自身もどういう

ふうにして事業承継を進めていくかということについていろいろ悩みしておりますけれども、太

子町内において事業承継特例税制を利用して、それで事業承継が非常にうまくいってるという、

いくような事例、それで今後その事業承継をうまくしていくようなモデルケースとか、そういう

のがあったら、それを広く皆さんに知らせるというような、こういうふうにしてうまくいってま
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すよというようなこともできるんやないかと思うのです。これは既存の事業を続けていかなけれ

ば、せっかくある企業がなくなっていくと、雇用の問題等も含めて大変なことになるのですけれ

ど、そういったケースとか、そういうなんはもしありましたら教えていただきたいと思うのです

けれども。 

○議長（藤澤元之介） 経済建設部長。 

○経済建設部長（八幡充治） 事業継承に関しては、やはり資産継承であったりとか、それから

相続の問題とか、非常に複雑な問題を抱えております。そういう意味で、今商工会と連携して事

業承継セミナーをしていただいたり、いろいろしているわけでございまして、特例税制等につい

ても本町での取り組みというか、そういうものは特に今のところございませんが、商工会と連携

しながら今制度運用に関しては今後検討してまいりたいと思います。また、今既存であるものは

十分に周知またはお知らせをするような機会を事業者にお伝えをして、少しでも事業継承がうま

くいくような、特にセミナー等に力を入れてまいりたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（藤澤元之介） 吉田正之議員。 

○吉田正之議員 今、太子町でもこの事業承継セミナーとか、そんなん今やっていただいとるの

ですけれど、結局は事業承継の際になって、やってることはいよいよもう事業承継しなけりゃい

けないから特例税制使うてやりましょうというような大体内容なんですよね。そうじゃなくし

て、これからふだんから企業の経営はうまくいくというようなことでの企業経営というものを、

そういうことを研修していくことによって、その企業の経営体質を強化していくというような指

導もこれからは必要やないかなと思います。それで、今商工会がやられているのは創業塾と経営

革新塾と事業承継塾とこの３つがされてるわけですけれども、経営革新塾というのは何か新しい

ものをやりましょうということなので、そこまで行かなくても企業経営としてはこんなことを経

営者として認識をしとかなあかんとか、あるいは経営においてはこういうことを知識としては少

なくとも持っておかなきゃいけないというような、そういったことをふだんから経営者を教育す

る、そういうのをもう１つそこに加えていただければ、もっと事業が長続きするのやないかな

と、あるいは発展していくのやないかなと思うのですけれども、その辺はいかがでしょうかね。 

○議長（藤澤元之介） 経済建設部長。 

○経済建設部長（八幡充治） 特に起業というのは、例えば製造業から販売業から多種多様にわ

たるわけでございますけれども、やはり経営の継続性という意味からは新たな顧客をつくってい

くとか、マーケットを新たに開いていくとか、いろんな営業展開があると思うのです。そういう

意味で、我々行政として考えていかないといけないのは、もっと１個１個の企業がつながってい

くような、そして何かブランディングできていったり、新しいものが生まれてくるような、そう

いう何かネットワークづくりみたいなものが非常に大事なんではないかなというふうに思ってま

して。自分とこのよさというのは周りから褒められて初めてわかる、評価されてわかるというこ

とが結構あるので、そういった第三者的なアドバイザーなり、何か販売のそういうチャンネルを

持ったブランディングをしてくれるようなアドバイザーのセミナー等を受けてもらって、経営者

が常にマーケティングとか、そういう物づくりとか、そういうマーケットの状態をいつも見てる

と、要はただ単に一生懸命つくって経営が悪いというのじゃなくて、そういうふうなセミナー等

を商工会とは一緒にやっていきたいということは前から言ってまして、それをまた今後も考えて

いきたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（藤澤元之介） 吉田正之議員。 
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○吉田正之議員 それから、次の特産品について、もうちょっと売り上げが大きいのかなという

ふうに思いました、案外小さいな。こういう小さいのをこれからどういうふうに、１つはブラン

ディングの問題もあるとは思うのですけれども、今後、５年後という数字もいただきましたけれ

ども、例えばイチジクは7.9トンから10トンぐらいということで、売り上げが800万円ということ

で。そうすると、これは市場のシェアとか、そんなことから見ると非常に小さなものになると思

いますが、こういった中でどういうふうにして特産品としてブランディングしていくというか、

知らせていけるように考えられておりますか。 

○議長（藤澤元之介） 経済建設部長。 

○経済建設部長（八幡充治） 先ほど申し上げた特産品については、あくまでも生産したものを

加工しているのはみそぐらいで、タケノコも缶詰の加工ではありますけれども、ほとんどが製品

なわけでございます。やはり季節的なものが限られて、例えば一時的な収入しかないと。だか

ら、継続的なものにつないでいこうと思うと、やはり２次加工して、そしてひいては６次産業化

までできたら理想ですけれども、まずは２次加工で販路拡大であったり、商品の開発をもっとや

っていくという取り組みを今もやってるのですけれども、特にサンショウあたりに関しては単に

とれたものを買い取ってもらうという行為ではなくて、やはり新しい商品開発というものが今後

も望まれると。そういう意味からは、どの企業もブランディングに金を使ってるように、やっぱ

り第三者に入って、特に山陽街道にある岡山の矢掛町なんかでいくと、おばさんたちがつくった

野菜をピクルスにしてブランディングに成功してやってますけれども、そういうふうな付加価値

をつけて生産性を上げていくというか、販売額を上げていくということを今後やっていく必要が

あると。そういう意味では、やはりプロのアドバイザー等を入れてやっていかないといけない

と。それも、また単に１個１個の特産品にブランディング化するんじゃなくて、横断的な、太子

町全体としての特産品のブランド化を図っていかないとだめなんで、トータルのデザインが要る

というふうに思っています。そういうふうなことから、１個１個の売り上げに関しては高齢化を

迎えたり生産能力が限界であるとか、ある程度の行き詰まり感は多少否めないと思います。今後

は、やっぱり２次加工をいかにやっていって商品開発をしていくかというとこが今担当課でも力

を入れているところでございまして、今後もそういう方向で進めてまいりたいというふうに思い

ます。 

 以上でございます。 

○議長（藤澤元之介） 吉田正之議員。 

○吉田正之議員 そうすると、これ誰かしっかりした情熱を持って、これをブランディングして

いくというようなプロの人が、有力なリーダーが要るということになると思いますけれども、結

局はそういう人をどれだけこの太子町内で育てられるかということになってくると思いますが、

最終的にはやっぱり人の問題に行き着くのかなというふうに思いますけれど、そういう私の理解

でよろしゅうございますか。 

○議長（藤澤元之介） 経済建設部長。 

○経済建設部長（八幡充治） １つは、なかなか内部の職員であったり、販売店の個人がそうい

うことをやれるだけの余力があるかというと、ないものですから、やはり他市町がやってるよう

な、例えばですけれども、株式会社電通とか、そういうふうなメディアにたけたところが入って

きて、１つのブランディングデザインをして、それにみんな企業が乗っていく、アドバイスを受

けて商品をつくる、パッケージデザインを利用する、そんなことが必要になるかもわからない

と。そういうことをやって成功してる例は多々あって、そういうことをそろそろ仕掛けていかな

いといけない時期であるということは、我々職員のほうも認識をして業務に取り組んでいるとい
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うふうに私は思っております。 

 以上でございます。 

   （吉田正之議員「ありがとうございます」の声あり） 

○議長（藤澤元之介） 吉田正之議員。 

○吉田正之議員 このマスタープランの見直しについては、もう具体的な地図を見てからまたい

ろいろ聞きたいと思いますので、今回はやめときます。 

 それから、若者サポートセンターも私も余り得意じゃないので、やめときます。 

 それから、防災についてですけれど、先ほど他市町の動向を見てという回答をいただきました

けれど、最近ではいつ見直ししましたか。 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） 補助金の金額につきましてですが、平成４年以前は400万円が上限で

ございました。平成６年から500万円となったものでございます。 

○議長（藤澤元之介） 吉田正之議員。 

○吉田正之議員 ほいで、平成６年ということは、今25年たっとるのですけれど、それでこの

25年間は全く見直しとか、そんなのはしてないわけですよね。最初に部長のほうからお答えがあ

ったのが、他市町の動向を見て、これは考えてますということですけれど、その他市町の動向は

最近ではいつ見ましたか。 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） このたび、他市町の部分につきましても調べさせていただきまして、

たつの市につきましては太子町と同額で、補助率につきましても同率でございました。上郡町は

補助というものがございません。赤穂市につきましては、率につきましては20％、補助限度額に

ついては400万円でございます。佐用町にしましては、額は太子町と同じですけれど、50％の補

助というような形で、各市町ばらばらでございます。また、中には世帯の数によりまして補助を

変えているという部分もございました。そのようなところを今後町としましても検討しながら考

えていきたいというふうなところでございます。 

○議長（藤澤元之介） 吉田正之議員。 

○吉田正之議員 国のほうが国土強靱化法ということで、そういう避難所とか、そういうものに

対して補助というのがあると思うのですけれど、こういうのと絡めてするとか、そういうような

ことはできないのですかね。 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） 国土強靱化につきましては、強くしなやかな国民生活の実現を図るた

めの防災・減災等に資する事業について交付税等の補助があるというところでございますけれ

ど、今回公民館につきましては避難所に行くまでの一時的に避難する場所というところでござい

ますので、国土強靱化計画に伴う補助金等の助成は難しいものと考えております。 

○議長（藤澤元之介） 吉田正之議員。 

○吉田正之議員 それと最後に、町長がこれは総合計画をもとにしてこの施政方針演説をつくっ

たと言われておりましたけれども、総合計画というのは町長が最終的に決裁してつくったものや

と思うのです。また、この施政方針については、これ町長がつくったものやないのですか。私ど

もはそや思うて、町長、太子町の将来はどういうふうにお考えなのですかということで聞いてき

たわけですけれども、その辺のところをまず確認させていただきます。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） そのとおりでございます。 
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○議長（藤澤元之介） 吉田正之議員。 

○吉田正之議員 そうすると、私は今回ちょっと期待外れやったというのが、前回の町長選にお

いては町長が最後に子供の医療費の無償化というのを方針で言われて、かなり票が動いたという

ようなうわさを聞いておりましたので、結局そのぐらいのことが私は出てくるのやないかなとい

うふうに思ったのですけれども。それで私は期待外れやということを申し上げたわけですけれど

も、施政方針の中でこれが目玉なのですよというような、何かあったら最後に聞かせていただき

たいのですけれど。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） 目玉につきましては、神戸新聞の記事にも載っておりましたように給食セ

ンターなどでございます。それから、記者会見のときにお配りしたものを議員の皆様にもお届け

しており、吉田議員からは最初に新しいものがないというような言い方でしたが、私たちとしま

しては新しいものもわかりやすく議員の皆様にも御提示しているところでございます。ですの

で、こういった新規事業に、新たにこのことについても注力をしていきたいという考えでおりま

す。 

○議長（藤澤元之介） 吉田正之議員。 

○吉田正之議員 給食センターのは何も今に始まったことやなしに、もうずっと10年来から言う

とったのがやっと今形になったというようなことやないかと思いますけれども、私自身の理解が

十分能力がないのか、十分ではありませんので、こういう新しい施策というのをもしあれば、こ

こで改めて言っていただいたら、町民の皆様にも、そこへ届くと思いますので、こういうことを

今年度はやるのですよというようなことを表明していただけないものですかね。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） 施策につきましては、例えば従来からの、今年はこれを新しくということ

でなく、例えば太子東中学校の改築ですとか、それから雨水１．４号幹線のことですとか、防災

力のことをきちっと進めていくということは書かせていただいておるところでございます。 

 今、選挙のことを言われてるのですが、選挙は私は出るとも出ないとも言っておりませんけれ

ども、それはまたそのときに、もし出馬するということであれば、そのことをこういうふうに考

えていますということは御提示する考えでおります。そして、町内の買い物とか公共交通のこと

は本当に考えなければならないことで、本当はこの春にも提示したかったのですが、なかなか業

務が多忙なもので、多忙というのは私だけでなく町職員全体が多忙な状況にありまして、本当は

スピード感をもっと持ってさせていただければいいのですが、なかなか御提示できてないという

ことを、そちらは御不満かもしれませんけれども御理解をいただきたいと思います。 

○議長（藤澤元之介） 吉田正之議員。 

○吉田正之議員 おっしゃるとおり、不満です。というのは、最後というか、このときのやから

何か前の選挙のときのように出てくるやろうという私が期待をしたから、そういうふうになった

のやないかというふうに理解してもらったら結構ですけれど、最後にもう一度、何回か聞いてる

のですけれど、答えていただけないのですけれど、子育ての支援拠点にするということが、ＪＡ

竜田支店の跡ですか、言われてるのですけれど、その子育ての拠点ということは、拠点というの

は実際どういうような役割を担ったことにするのですかということを何回でも聞いてるのですけ

れど、一向に答えてくれてないのでお願いいたします。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） お答えをいたします。 

 ここの文面に書いています子育て拠点というのは、従来からののびすくの役割とか、従来もそ
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こが拠点でございましたので、いろんな拠点がいろんな場所でありますけれども、そういう文脈

で使っております。ところが、急に全体的なといいますか、町全体の子育ての拠点の考えを示せ

と言われたので私も戸惑ったわけでございますけれども、この子育て施設の考え方につきまして

は保護者の御相談に乗ったり、情報を提供したりする子育て支援の機能を持ち、子育て世代の方

同士の交流の場があり、かつ子供たち同士で楽しく遊び、社会性などを培える場が子育て拠点の

施設だと捉えております。 

 以上です。 

○議長（藤澤元之介） 吉田正之議員。 

○吉田正之議員 そうすると、そういったことを１カ所にもう全部集中してしまうという理解で

いいわけですね。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） 龍田のところにつきましては、原の農村交流センターの分とひまわり館の

分を統一したいと考えております。しかしながら、子育てというのはその年代の子供さんたちだ

けではございません。ですので、私は正確に言おうとする性格があるのでいつもこうなるのです

が、今役場庁舎の跡地の活用の問題、そして保健福祉会館が今後デイサービスをしなくなったと

きにどのようにあいてる空間を使うかといった問題、そして龍田のところについて、長くなって

恐縮ですが、いろいろトイレの問題とか、いろいろ言われていた議員もおられますけれども、私

の立場としましてはトータルでそういうことも含めながら、なおかつ予算的なことも含めながら

考えていかなければならない立場でございますので、その辺を御理解いただきたいと思っていま

す。 

 今、お尋ねの龍田のところにつきましては、今ある２つの施設についてまとめてやっていく

と。意見が違うかもしれませんが、私は今までよりもよりよいものがそこの場所でできるという

ふうに考えております。そしてまた、いただいている御意見については、トイレのこととか出て

おりますので考えさせていただきますが、ただ今回の予算で提示しております金額において、議

員の一部の方が言われていましたが、そういったことを全部含めてしていくと、恐らく予算が足

りなくなると、あくまで想定ですけれど、想定されます。ですので、その件につきましてはこれ

から詰めていく中で、新年度において補正予算をお願いしないと難しいものが生じてくると思っ

ております。しかし、私はあの場所が従来からそういう自前のところが欲しいのだという御意見

がございましたので、あそこが現状において、理想を追求すれば幾らでもいろんな、ここがい

い、あそこがいいとなるのですが、いろんな現状を考えてトータルで現状から判断して可能なこ

とで判断すれば、私はあそこがいいと考えております。 

○議長（藤澤元之介） 吉田正之議員。 

○吉田正之議員 町長、誤解されてるのか。私は町長が正確に我々に伝えようとするから、私ど

もも正確に聞かないかんから聞き直したりしているわけでございまして、また私の聞いてないこ

ともたくさん今答えていただきました。拠点とはこういうことだということもわかりましたけれ

ども、その拠点としていいか、悪いかは私一人ではちょっと判断できません。あとの同僚議員が

いろいろ聞いてくれるやろ思いますので、予算がどうのこうのとか、私は一切聞いてないのです

けれど、聞いてない答えをしてるのも、これ議長、別にええわけですよね。ということでござい

ますので、通告のないやつはしたらいかんと、こう言われとんで、聞いてないことを言うたらい

かんのかなとも思うたのですけれど、それは大丈夫ですね。 

○議長（藤澤元之介） 答弁はいいです。 

 暫時休憩いたします。 
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（休憩 午後１時40分） 

（再開 午後１時40分） 

○議長（藤澤元之介） じゃ、再開をいたします。 

   （吉田正之議員「いや、これでもう終わります。ありがとうございました」の声あり） 

 以上で吉田正之議員の一般質問は終わりました。 

 申し添えます。 

 昨日の質問等で人事管理などについて重複している質問あるいは答弁につきましては、省略ま

たは簡易的な答弁、質問をよろしくお願いして、議会の進行上、御協力をよろしくお願いしたい

と思います。あくまでも重複しているという部分のみですので、御理解をお願いします。 

 それでは、次、出原賢治議員。 

○出原賢治議員 議員番号２番の出原賢治でございます。よろしくお願いいたします。 

 私が本日質問する２つの項目についてですが、公共施設の新設と更新の計画について、これに

ついては主にのびすくの問題に関して、昨日の玉田議員の質問とかぶるところがあるかと思いま

すので、同じ内容でしたら昨日お答えしたとおりですとお答えください。それから、２番目の行

政組織の強化に向けた課題について、これも昨日人事の件、問題については同僚の井村議員から

質問がございましたので、同じような質問は避けてやっていきたいと思っております。 

 それでは、１番の公共施設の新設・更新の計画についてというところから始めたいと思いま

す。 

 去る令和元年第６回太子町議会定例会、12月の分ですけれど、このときに令和元年度太子町一

般会計の補正予算が提出されまして、その中で先ほどまで話になっておりました児童福祉施設用

地等購入費ということでこれが含まれておりました。このときの説明といたしましては、子育て

学習センターののびすく、それから児童館を移転する計画であるという説明でございました。今

回の定例会におきましても、議案第14号に財産の取得についてということで、同跡地を子育て支

援施設として取得するという旨で提案がされてます。それで、12月の議会において、ＪＡ竜田支

店の跡地の購入につきましては急遽持ち上がった話だと、昨年10月に持ち上がった話であるとい

う答弁がなされています。しかし、子ども・子育て支援施設というのは非常に町にとっても重要

な施設であると私は考えているのですが、そういう意味からいうと、どうも拙速な感じが非常に

いたしました。12月の議会でも、同跡地については立地の点で非常に町として活用、価値がある

といった答弁でありますとか、駐車場とか倉庫とかを現在町としても使用しているという旨の話

とか、ＡＴＭを残したいといったような話とか、そういった話がありまして、これは昨日も答弁

がありましたけれども、購入するという考えがまず先にあって、それで何に使おうかといった流

れだったように感じます。先ほど述べました12月のときの答弁を聞きまして、あの跡地を購入す

るということに関しては私は同意するものでありますけれども、子育て支援施設として活用する

ということの計画性と実効性、それから将来構想についてはどうなのかなと思いますので、以下

の点について質問したいと思います。 

 まず第１に、太子町が保有する公共施設全体、のびすくとかに限らず、そういう建物の計画性

とか実効性、老朽化とか合目的性を鑑みた施設の更新とか新設とかの計画は策定されているかど

うか。 

 第２点目としまして、子育て学習センター、児童館、これの子育て支援事業における位置づけ

をどのように考えているか。 

 ３番としまして、子育て学習センター及び児童館の新設、更新の計画というのは、もともと作

成されていたのかどうか。 
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 そして、４番目として、今回の兵庫西農協竜田支店跡地を活用した場合、どのような将来像を

描いているのかということについて質問させていただきます。よろしくお願いします。 

○議長（藤澤元之介） 財政課長。 

○財政課長（嶋津一弥） 私のほうからは(1)番、公共施設全般について御答弁させていただき

ます。 

 平成29年３月に策定いたしました太子町公共施設等総合管理計画に基づきまして、令和２年度

に個別施設ごとの管理更新計画を策定いたします。現在の財政計画は総合計画に基づく10カ年計

画がベースにありまして、そのうちの直近３カ年の計画を議員の皆様にお示ししている状況でご

ざいます。ただ、この10カ年計画のうち投資的事業につきましては所管課の要求ベースでござい

まして、それを全て予算化することはできない内容でございます。ここが本町が反省すべき点で

ございまして、毎年査定で要求ベースで上がってくるのですけれども、できるかできないかも含

めまして査定の場で審査をしている状況でございます。そういった意味で、その基軸となる個別

管理計画をもとにした財政計画が必要でございまして、国も地方公共団体に対しましてその策定

を求めている期限、それが令和２年度でございます。 

 新設、更新の計画は策定しているのかとの御質問でございますけれども、財政課といたしまし

ては同一機能あるいは近い機能を持ったものの施設の統合、あるいは複数の公共施設機能を１つ

にまとめるような形での新設といったことは想定しているのですけれども、全く新たな機能を持

つ建物の新設ということは現在考えておりません。本町が所有する公共施設の長寿命化改修を行

いまして、用途を変更したり、住民ニーズが高まった機能を持たせたり、そういったことで対応

していきたいと思っております。それもひとえに今後進展します少子・高齢化をにらみまして、

急速な町財政の悪化を防ぐためにも既存の施設の有効活用、これを基軸に考えていきたいと思っ

ております。計画策定までもう少しお待ちいただくことになるのですけれども、策定した計画自

体はそれで完成したというものではなくて、国の制度あるいは町の財政状況もにらみながら常に

内容を精査して修正を加えていくもの、そういったものにしたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（藤澤元之介） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木村和義） 先ほど議長のほうから重複する説明を控えるようにということで

したが、中にはそれがあるかもしれませんけれど、御了承願いたいと思います。 

 まず最初に、子育て学習センターの成り立ちについて御説明したいと思います。 

 子育て学習センターは平成４年に旧中央公民館の１室を使いまして、両親教育インストラクタ

ーによる子育てに関する悩みの電話相談業務が事業のスタートとなっております。平成19年11月

には幼稚園の統廃合後の旧太田東幼稚園園舎を活用いたしまして、育児不安等についての相談指

導、子育てサークルの支援、子育てに関する情報発信の場として子育て世代が気軽に集える拠点

づくりを目指して事業を進めてまいりました。さらに、旧太田東幼稚園跡に認定こども園の建設

が計画されたことに伴いまして、平成27年11月からは太田東地区農村交流センターに移転し、間

借りをした形で子育て支援活動を現在継続しているところでございます。なお、この太田東地区

農村交流センターへ移転する際にですが、平成26年ごろに町はいろいろ移転先の候補地を模索し

ておりました。その１つに先日副町長もお答えしましたが、旧兵庫西農協に龍田農協を貸してほ

しいという打診もそのときにしておりましたが、結果的には契約には至りませんでした。そのよ

うな経緯もあり、今回役場に兵庫西農協は声をかけていただいたというところでございます。た

だ、この話は先般の仮契約の前に私たちも話を聞いたものですから、ここにいる幹部もそういっ

た話があったということは、そのときは知らなかったということでございます。 
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 子育て学習センターの位置づけについてでございますが、先ほど説明したとおり、主たる事業

は育児に悩む両親教育を実施するところでありまして、ただ当然保育中の子供もその相談なんか

にも一緒についてこられますので、親子で行うような行事も取り入れまして子育て支援を実施し

ているというところでございます。 

 次に、児童館につきましては、児童福祉法第40条の規定する施設でございまして、昭和42年に

児童に健全な遊び場を与えて、その健康を増進し、または情操を豊かにするなどを目的とする児

童厚生施設といたしまして事業を開始しております。この施設の対象年齢はゼロ歳から18歳まで

ですが、いわゆる主たる対象者は小・中学生でございます。日常的には、放課後または休日など

に自分の居心地のよい場所というようなところで児童館を利用していただいているところでござ

います。 

 いずれにしましても、住民にとってはどちらも必要な施設であることは当然町も認識しており

ますので、今できる範囲で最大限努力して内容を考えていきたいというふうに思っております。 

 次に、(3)の新設、更新の計画を策定されていたかどうかについてでございますが、これもき

のうの説明でもいたしましたように、子育て学習センターはこれまで専用施設というものは有し

ておりませんでした。ということで、新たにその施設を建設するという想定はありませんでし

た。ただ、この令和２年度に行います公共施設マネジメント検討委員会におきましては、公共施

設を集約していくという考えの中に、当然児童館と統合を踏まえて適地に、まだ場所はどこかと

いうのは未定ではあるのですが、建設するか既存の施設改修の中にそれらの機能を集約する方向

で検討を行うという予定になっていたところでございます。 

 最後、４番でございますが、これも玉田議員の答弁でお答えをしたように、町の子育て支援拠

点としまして現在の子育て学習センター事業を継続するとともに、隣接する総合公園とのつなが

りを持たせた活動を視野に入れて、多様なニーズや子育て環境に対応した事業に取り組みたいと

いうふうに思っております。龍田での開設時期については、今年10月からを一応考えておりま

す。そして、令和３年４月からは児童館もこちらに統合して事業を実施したいというふうに今は

考えております。既にそこに今在職する職員につきましては、そういう旨の説明もしており、統

合後の事業展開を視野に入れた令和２年度の事業を実施するような指示も私のほうが既にしてい

るところでございます。限られた施設で形態の違う事業を統合するわけでございますから、ただ

このような流れは他の市町でも起こっております。そういったことで課題はありますが、それら

を整理しながら利用者にできるだけ不満のないよう努力をしていきたいと。いずれにしまして

も、今、原の交流センターでやっているよりも、今も町長がお答えになりましたように、今度の

場所に移すほうが今の時点はよりよい事業になるのではないかなというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（藤澤元之介） 出原賢治議員。 

○出原賢治議員 まず、公共施設全体についての計画、私が言ってる計画のイメージですけれど

も、今現在持っているさまざまな施設があって、それがそれぞれ今どんな状況にあって、いつに

どういうことをしないといけないのかといったような、そういうロードマップをイメージしてる

のですけれども、私も太子町公共施設等総合管理計画、平成29年３月に策定されたものは見まし

て、40年ぐらいのスケールで、いつごろどんな投資が要るかといったような書き方はされていま

すが、私が先ほど述べたような個別具体的な、そういったものがないように思っております。そ

れが、先ほどお答えになられた令和２年度にこれからつくるという、そういうものということで

しょうか。 

○議長（藤澤元之介） 財政課長。 
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○財政課長（嶋津一弥） 令和２年度当初予算で財政課のほうからお願いしておりますそのアド

バイザリー委託をお願いしているのですけれども、施設のそれぞれの管理者につきましても、そ

の設備につきましては全くの素人でございまして、点検業者が入ってきて点検してもらったとき

の言葉を信じるしかないような状況があります。そういったことで、今度はアドバイスを専門家

から受けるに当たりまして、もう計画の準備段階からアドバイスをいただきまして、座学、座っ

ての机上での１日の講習とか実地の講習、現場へ行って実際の施設、設備の点検とか、そういっ

た内容での実地講習、それから点検作業でどこが重要なのかということで施設の点検シート、標

準的なシートを提供いただきまして、どういったものかという学習をしていただきます。それか

ら、今現在太子町では施設ごとに施設カルテをつくってるのですけれども、この中には設備点

検、設備の情報が入っておりませんので、その辺のアドバイスを受けると、それから点検報告書

の取りまとめに関するアドバイス、また施設内での優先順位、どこどこが悪いのですけれども、

全体は直せないときにはどういう優先順位で直していくべきなのか、それから対策内容と実施時

期に関する支援、いつぐらいに施設を入れかえたら何年後に次は入れかえなだめなんだというよ

うな知識を学ぶと、それから実施時期が決まりましたら幾らぐらいの費用がかかるんだというマ

ニュアルの作成、あと個別管理計画策定に関する計画の更新をしていかなければなりませんので

その更新方法。一番最後にはアドバイザーなしで職員みずから計画を更新していけるように、マ

ニュアルも含めまして更新できるようにという支援まで、最初から最後まで支援いただきまして

かっちりとした計画をつくっていきたいと考えております。 

○議長（藤澤元之介） 出原賢治議員。 

○出原賢治議員 詳細な説明をありがとうございました。 

 もちろん、非常に細かいところまでしっかり配慮してやらないといけないと思いますので、計

画を立てること自体も非常に大変だろうということは理解いたします。今、お話があったように

１つの課で管理してるからといって、その施設の建設のことまで含めて全部わからないという、

そういう状況も非常に理解いたしますので、そういった意味で努力されてるのだなというのはわ

かりましたけれども、今後やっていくということで申し上げますけれども、こういったことは例

えば子育て支援なら子育て支援の事業のビジョンなりイメージなりというのがあって、それに対

してどういった施設が必要であって、どういった機能が必要であってということが問題になるか

と思います。ですから、各課の方が、これからもちろん勉強されて、アドバイザーもつけながら

勉強されて、そこから提案していって、今後の今持っている施設をしっかり保っていくというこ

とだけでも非常に大変だと思いますので、そういったことを計画的にやっていただきたいと、そ

のように思います。 

 それで、本来ですと、今回のＪＡのところに関しても、あらかじめもう計画があって、児童館

にしろ、のびすくにしろ、どういった対応をするかという計画に従って土地の取得なり何なりと

いうのがあるべき形だろうと思うのですが、そういった意味では今回のやり方というのは非常に

拙速じゃないかなというふうには思います。 

 それで、今回の物件が非常に安くてお買い得だということは、私もそれはわかりますけれど

も、それを買った上で実際にのびすくとして運用していくのであれば、それなりの投資ももちろ

ん必要なわけです。買うお金もかかりますし、それに対する改修の費用もかかります。そうやっ

て同じお金を使うのであれば、有効な投資をしていただきたいと思うから、やはりこういったこ

とはきっちり計画を持って、ビジョンを明確にしてやっていただきたいと、そのように思いま

す。今後やっていくということですけれども、何か御意見がございましたら。 

○議長（藤澤元之介） 生活福祉部長。 
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○生活福祉部長（木村和義） のびすくにしろ、児童館にしろ、今議員がおっしゃられたように

明確な位置づけというのはこれまではなかったわけです。最低、実施計画、10カ年計画というの

をつくっておるわけですから、遠い将来であっても、どこかにそういうものはこの時期ぐらいに

はやろうという目標が掲げられておれば一番よかったというのは今反省するところではございま

す。ただ、こういうことは今申し上げても仕方がないことでございますから、それは反省として

今後には生かしていきたいと思います。 

○議長（藤澤元之介） 出原賢治議員。 

○出原賢治議員 では、それはよろしくお願いいたします。 

 それで、じゃあ子育て支援事業について、もうちょっと詳しい話に入ってまいりますけれど

も、今回第２期の太子町子ども・子育て支援事業計画案が、今パブコメを集めてる状態だと思い

ますけれども、私もこれを全部読ませていただきましたが、その中の推計児童数というのが書い

てございます。そうしますと、太子町の今後の児童数がある程度減少していくことを前提にした

計画になってるのですよね、それは間違いないですか。 

○議長（藤澤元之介） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木村和義） それは、グラフに出ているとおりでございます。 

○議長（藤澤元之介） 出原賢治議員。 

○出原賢治議員 少子・高齢化というのが全国的な傾向であってということは私ももちろん理解

しておりますが、ただこれが子ども・子育て支援事業の計画案だということから考えると、私は

ちょっと不思議に思うのです。というのは、子ども・子育て支援事業というのは子育てをしやす

い町をつくっていくということですよね。そうしますと、そういった町を本当につくっていくこ

とによってもっと児童数を増やそうという、そういった積極的な発想が私は欲しいというふうに

思っております。というのは、先ほど吉田議員の質問の中にもございましたが、子育てというの

はまず町の発展の好循環をつくる上での第一歩というふうに思われます。先ほど吉田議員のほう

は農業とか産業の発展とかという話になりましたが、そういうことと一緒になって、まずここで

子育てをして、たくさんの子供が育つ、その人たちがまた太子町に戻ってきて仕事につく、そし

てその人たちがまた子供を産むという、こういう好循環を将来的につくっていきたいと私は思っ

ております。そういう意味では、今回の第２期太子町子ども・子育て支援事業計画、人口が減少

していくということを前提に今のやり方を踏襲するというのではなくて、もっと子育てというこ

とに力点を置いてやっていくという方向は目指せないかなと、そのように思うのですがいかがで

すか。 

○議長（藤澤元之介） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木村和義） 言われることはわかるのですが、子供の数を増やす、もちろんそ

の魅力的なものが太子町にいっぱいあって子供が増えるというのも、いわゆる子供だけではなし

に世帯の人口そのものが増えてこなければ、子供だけが増えるわけではございません。そういっ

た意味では、当然この子ども・子育て支援計画だけではなく、太子町全体で都市マスとか、もう

全部を含めて計画しなければならないものではないかなというふうに思います。当然、それらは

この子ども・子育て支援計画をつくるに当たりましても、上位の国、県や当然太子町の総合計

画、そういったものも一応踏まえては考えておるのですが、その中で人口動態も見ながら、そう

いう位置づけはとりあえずされております。ただ、そうだから魅力的なものを今後考えないとい

うことではありません。だから、それが全部の今の子育て計画に書き込めてないかもしれません

けれども、それは逐一事業の中でそういうことも含めて展開していけばいいのではないかなとい

うふうに思っております。 
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○議長（藤澤元之介） 出原賢治議員。 

○出原賢治議員 これは私は持ってますけれども、これの56ページに児童数の推計というのが、

令和２年度がほぼ現在なのでしょうけれど3,760人で、令和６年度には3,426人ということで減少

傾向にあると。国とか県のそういった人口の推移とかをもとに推計すれば、こういう表になると

いうのはわかるのですけれども、ただ太子町というのはやはりほかの市町に比べても非常に若い

世代がまだたくさんいますし、以前もここで話しましたが、駅が便利であるとか、道路が便利で

あるとか、そういったポテンシャルが非常にあると私は思ってるのですよ。だから、子育ての世

代をこれからもっと太子町に住んでいただくといったような考え方も私はできると、そういった

野心的な計画を考えていただきたい、それが私がここで申し上げたいことです。 

 というのは、今度はもうちょっと細かく今回の児童館とのびすくの話をいたしますが、そこの

野心的な意図を持っているかどうかで、この新しくここで拠点をつくっていきましょうと言った

ときに、どれだけそれを力を入れてやっていくかというところにやっぱり違いが出てくるのじゃ

ないかと、そのように思うわけです。ですから、もちろん今の人口推計に基づいてこうだという

のはあるのですが、子育て世代をもっとこれから増やしていくのだといった、そういった思いは

どうですか、お持ちにならないですか。 

○議長（藤澤元之介） 副町長。 

○副町長（名倉嗣朗） 前回というか、12月議会で総合計画の御意見をいただきまして、今回は

議論がなかったわけでございますけれども、その際に全体にやはり大もとになる総合計画がござ

いますので、そこでそれぞれ５年後の姿というのもＫＰＩ的に出させていただいた部分もござい

ます。ですから、そこと整合を図りながら今回も子ども・子育て支援計画というのがございま

す。そこだけ何か思いを非常に強くして、数字が頑張っていきたいというのも出すんであれば、

もともとのところもある程度数字を入れていかなければならないというのが、本来の計画性の整

合性だと考えております。 

 やはり子ども・子育て支援に関しましては、目指すというよりは、ある程度どれだけ今現在、

今後の人口推計踏まえましてですけれども、量のニーズとか、そういうようなところをきちっと

把握した上で過度にならないように、しかし足らなくなればまた困りますので、ですから実際は

今待機児童の問題とか、いろいろ増えているわけでございます。ですから、そういうことになれ

ば、そしたら当初の総合計画がどうだったんだと、非常に乖離してるじゃないかと、それは臨機

応変に対応していくべきことであって、１つの例を出して非常に恐縮なのですけれども、これは

別に太子町だけではございませんけれども、これだけ人口を増やしていきたい、だから水が必要

だということで県水道を自分とこへ引いてくると、こんだけの供給量が必要だと、でも実際今そ

れだけ人口も増えていない、一生懸命皆さんとこの自治体も市町経営を努力されて頑張ってても

やはりパイの奪い合いになってしまってて、いかんせんどうしてもいかない。そういうとこに過

度な投資をしてしまったというところで、結局はこれだけの県水道をお願いします、これだけ人

口が増えるから水をくださいということで水量を申し込んだと。その申し込んだのがずっと負担

になって料金にはね返ってきているということがありますので、全体を先ほども申し上げており

ますけれども、公共施設の総合計画を今つくってるのですけれども、若干反省すべきところは令

和２年までにやればつくればいいということで個別計画につきましては、今現在、来年度アドバ

イザーを入れながら、きちっとそれぞれの計画の施設の長寿命化もそうでございますし、統廃

合。ただ、この太子町はなかなか私も来させていただいたと思いますけれど、先ほど議員がおっ

しゃったように人口もそんなに減っておりません。ですから、ほかの市町でしたら人口が非常に

減ってるんで、統廃合ということでダウンサイジングができてるのですけれども、やはりなかな
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か今そういうダウンサイジングができる状況にない中で、いかに個別のそれぞれの施設を来年度

におきまして長寿命化していくかという観点もありますし、項目的な話で統合する必要があるの

かとか、そういうところをきちっと各職員も踏まえて一丸となって対応していきたいと考えてお

りますので、御理解賜りたいと存じます。 

○議長（藤澤元之介） 出原賢治議員。 

○出原賢治議員 これまで出した計画との整合性ということもわからんではないですが、それよ

りも余りやみくもな投資をしてしまって、それが将来の負担になるということは、これは避けな

いといけない、これは非常に大事なことで。その上でも、しっかりとした計画を立ててやってい

ただきたいなと、そのように思います。ただ、私の思いとしては本当に太子町というのは、最後

に副町長もおっしゃったように、ポテンシャルがある、そのポテンシャルをどこまでそれを目指

せるのかというか、そういうことをやっぱり積極的に考えていただきたいと、そのように思って

おります。 

 それで、申し上げたくはないのですが、今回ののびすくの件にしても、もともと中央公民館か

ら始まって、一度太田東幼稚園のほうに移って、そこがまたほかに使うことになったんで今間借

りのとこに移ってるといった状態が大分前の時代から続いてるわけですが、こういったことも、

じゃあもっとどうすればいいのかということはもっと早くに計画して対応すべき問題やったんじ

ゃないかなというふうに思っております。というのは、最初は小さいとこから始まったかもしれ

ないですけれど、今現在はかなりたくさんの親御さんが利用されてる施設に育っているわけです

から、これをもっと発展させていくためにも積極的にそれは取り組んでいただきたいと、そのよ

うに思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（藤澤元之介） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木村和義） その辺につきましては、きのうも申し上げたように実施する事業

の内容、こういったものもどういったものにするか、もう一度見直しをして、当然継承するもの

もありますし、新たにつくるものも出てこようかと思います。それは限られたスペースの中では

ございますが、当然実施する事業そのものは臨機応変に考えていくことが可能だと思いますの

で、それについてまた指導する職員とともに知恵を出し合っていきたいというふうに思っており

ます。 

○議長（藤澤元之介） 出原賢治議員。 

○出原賢治議員 それでは、もう少し細かい話で、今回のＪＡ兵庫西竜田支店のこの物件につい

ての話に入りたいと思います。 

 児童館については現在老朽化があって、しかもあそこが都市公園の区域内であるということ

で、もう手をつけられないといった状況であるということを聞いております。ですから、同じと

ころに再建することも不可能ですので、こちらについては移転というのを本当に考えないといけ

ない状態にあるかもしれません。ただ、のびすくのほうは今現在原の公民館を借りてるというこ

とで間借りしてるということはあるのですが、今現在ののびすくの目的からすれば、それはそれ

でそれなりに運用されている面はあるかというふうに思います。それから、最初のときに生活福

祉部長から説明がありましたように、児童館とのびすくとでは対象とする世代も目的も違うわけ

ですよね。それを今回統合すると。統合するという方針がずっと前からあったということは聞い

ておりますけれども、統合するというその方向性が、その両者がかなり違うもので必ずしも正し

いと言えるかどうかということについてお伺いしたいと思います。例えば、今回は児童館のみを

移すということだって考えられないことはないと思うのですけれど、あそこのＪＡの跡地を利用

するということに関してです、その点についてはいかがでしょうか。 
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○議長（藤澤元之介） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木村和義） 人によっていろいろ考え方がございますので、どれが正しいとい

うのは私もなかなか申し上げにくいですが、我々が今思っているのは間借りでするよりも自前の

施設を持って運用していくほうがいいだろうという判断を持って、のびすくを持っていくことに

したわけでございます。それが違うという御意見もお持ちのいろいろなことは承知しております

が、いずれにしても町としての方針を決める上で、そちらを選択したということでございます。 

○議長（藤澤元之介） 出原賢治議員。 

○出原賢治議員 統合するという方向性まで含めて、町がそのように選択して、今そのように計

画してると、そういうことですよね。 

 実際、これからあの施設をどうやって改修して、その目的にふさわしいものにやっていくかと

いうことに関してはきのうの質疑でも幾つか話があって、今後それに取り組んでいくんだという

ようなお話だったと思うのですけれど、きのう玉田議員もおっしゃってたように、実際に使う方

にとって優しく安全な施設になっていってもらいたいと、これは私も同じ思いでございます。も

ともと専用の施設をつくるという計画はなかったということはきのうの答弁でもございました

が、本来でしたらこういう子育ての支援ということで言えば、子供を持って不安な大勢の若いお

父さん、お母さんがもっと支援を受けられるような、こういう施設というのは非常に大事だと思

うから、もっと拡大していってもいいぐらいじゃないかなと私は思ってるのですよ。ですから、

今回ＪＡのここをつくって拠点としてやっていくということであれば、それなりの投資をして、

それにふさわしい施設にしていかなければならないと、そのように私は思っておりますが、いか

がでしょうかね。 

○議長（藤澤元之介） 副町長。 

○副町長（名倉嗣朗） 昨日も若干お話はさせていただいておりますけれども、今のところは最

大ベストにするべきなのか、先ほども吉田議員に町長も申し上げておりますけれども、福祉会館

なり旧庁舎の跡地というところ、いろんな全国的な例もあります。それぞれ児童館との関係は、

それぞれ休日が違うとか、今やってる行事の部分は多分一緒だと思うのですけれども、ゼロ歳と

18歳の部分も違いますので、幼児の部分と小学校以上の事業を今後どうするかというような課題

もございます。全国的なほかのいい事例を、失敗した事例の全国的なところは教訓として学ん

で、そういうのを排除していきながら、うまくいってるところの事例を学びながらということだ

と思います。１つがいいのか、２つがいいのかもわかりません。私が住んでる町でしたら、子供

支援センターというか、北部と南部と２つございますけれども、でも例えばですけれども、高知

市でしたらもうビルの１室の中に子供支援センター、どんと入ってるのですけれども、それが本

当にいいのかなという、町の中ですからそれがいいのかな。ですから、それぞれ太子町におきま

しては今４つの地区がございますので、その中で本来のこういうような子ども・子育ての本当の

拠点として、最大のベストになる場合はどうであるかというのはやはり皆さんと今後きちんと考

えていかないといけないと思うのですけれども、12月議会のこの土地をお願いする際にも若干申

し上げたと思うのですけれども、ＪＡのほうから打診がありまして、実際どうするのかというこ

とで庁議の中で幹部のほうでもいろいろ相談しましたけれども。あそこは用途は何でも使えるの

で、そしたらあそこに飲食店が来たらどうするのかとかということもありましたので、先ほども

議員のほうからありまして、それなりの安い買い物の物件であるということもあります。ただ、

買ったはいいわ、そのまま放っておくというのも、なかなかこれは財産を取得する際によくない

と思いますし、先ほど部長も申し上げましたけれども、間借りしてるところをきちっと間借りじ

ゃなくて自前というお声もあるということでございます。ですから、今のあそこへ移ったときの
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いろいろ問題点、課題ということで、当初予算では内装等々上げさせていただいておりますけれ

ど、ＡＴＭはそのまま使いたいとＪＡの意向がございましたので、そこの車との動線をとか、駐

車場の問題とかもございますので、そのあたりもきちっと踏まえながら、皆さんの御意見を賜り

ながら進めていきたいと思いますので、何とぞ御理解賜りたいと存じます。 

○議長（藤澤元之介） 出原賢治議員。 

○出原賢治議員 御理解はいたしますけれども、実際そこでやっていくのでしたら、やっぱりそ

れなりのお金をかけて、改修にしろ何にしろやらないといけないのじゃないかと思います。 

 それから、今副町長がおっしゃられたように、例えば児童館の目的ということで考えると、１

カ所でいいのかどうかという問題もありますよね。例えば今石海小学校の近くになりますか、あ

そこの近くの児童が使ってるかもしれないです。それを移動したときに、今現在使ってる児童た

ちがそっちまで行って使うかどうかとかですね。それは児童が主役になってやるんであれば、児

童館というのが１カ所でいいのかどうかという問題もあると思うのです。各地域にもうちょっと

あってもいいかなと、小さい規模でもですね。そういった議論といいますか、どういった子育て

支援の施設をつくっていくかということをやはりあらかじめもうちょっと詰めていただきたいな

と。今回の物件をとって、空き家にしておくわけにいかないからそこにとりあえずといいます

か、入れるというのはいかがなものかなと私は考えます。 

 それで、今回の当初予算で予算書の117ページだと思いますけれども、児童福祉施設整備工事

費というのがあって745万8,000円と細かい数字が上がっておりますけれども、これが昨日話のあ

りました多目的トイレが２基と、それからカーペットと天井の塗装と壁紙、主な内装の費用とい

うことで考えておられるのだと思うのですが、果たしてそれで十分かと言われたら、私はそうは

思いませんので、おっしゃられてるように今後補正予算として出てくるのかなというふうに思い

ます。ただ、それはできればもっと計画的にといいますか、やっていただいたほうがいいのじゃ

ないかというふうに思います、いかがでしょうか。特になければ、このまま続けますけれど、何

かございませんか、よろしいですか。 

○議長（藤澤元之介） 経済建設部長。 

○経済建設部長（八幡充治） 私のほうは建設のほうで、ここをリファインするということで営

繕のほうが担当して、生活福祉部と一緒にプランを考えていってる状況でございます。先ほどか

ら部長が説明してるとおり、旧東幼稚園にしましても、のびすくにしましても、都市計画法上、

用途の変更を行わずに間借り状態で運用してまいりました。そういった中で、今回は都計法上も

きちっと建物も用途変更して、そしてきちっとした児童福祉施設にリファインすると。今、財政

課長が申し上げてる保全管理、保全計画という立場ではなくて、再編という関係で児童館と子育

て支援ののびすくをひっつけて再編すると。再編することによってメリットもあるし、デメリッ

トもあるかもわからないですけれども、そういったことも含めて我々のほうで設計上、どういう

プランができるかというのを今検討しているところであります。だから、それぞれの児童館、の

びすくから意見を聞いて、そしていろんな要望が出ています。そういう中で、我々は新たなメリ

ットが生まれるようなプランにしたいと、来てもらった人には喜んでもらえるようにしたいとい

う施設の要望はあります。当然予算もあるので、その中で最善を尽くしたいと思ってますけれど

も、ただ、今現在ある施設よりもお互いによくなるという前提で我々はあくまでも事業を進めて

いきたいと思っていますので、その辺は御理解をいただきたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（藤澤元之介） 思いはよくわかるのですけれど、出原議員。冒頭にも申し上げましたと

おり、質問については簡潔明瞭にお願いしたいと思います。 
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 出原賢治議員。 

○出原賢治議員 では、経済建設部長にお聞きしますけれども、あそこの建物、町としてもあそ

この区画というのは総合公園の今後発展していく計画になっている場所ということで非常にいい

立地にあるわけですけれども、町としてあそこの建物の活用方法として、子育て支援施設の拠点

というのが最もベストなのか、それ以外にも何か計画されていることを考えておられることがあ

るのか、その点についてはどうでしょうか。 

○議長（藤澤元之介） 経済建設部長。 

○経済建設部長（八幡充治） まず、都市計画法上もしくはまちづくり施策上の拠点としまして

は、やはり総合公園という大きなグランドラインがある、基盤があると、そういう隣接した場所

で小学校、幼稚園、公民館という１つの文教ゾーンがつくられていると、その中の位置づけとし

ては子育て環境としては立地上は非常にいい環境であると、かつ交通体系に関しても前に都市計

画道路が走ってて、それもそんなにこの市街地と比べると交通量は少ないほうであるし、安全に

も両側歩道で配慮されていると、そういう諸条件の自然環境に豊富に恵まれているという環境か

らいうと非常にいい場所であるというふうには思います。子育て環境に関して、例えば中心市街

地の中で、今副町長が言われましたように、複合化していくようなものもあれば、駅前立地で子

育てをやってる市町もあれば、いろんなケース、例えば送迎を主体に考えていくと、網干駅前に

つくったほうがいいかもわからない。そういういろんな視点はあるのですけれども、今限られた

状況設定の中で、まずあそこを利用していくという中で考えていくと、今町で考えると新設とい

うことは抜きにして、あの場所で子育て支援の再建化をするということは私は１つの適地である

というふうには認識をしています。ただ、その施設をどういうふうにリファインしていくか、デ

ザインもどうやってしていくか、使いやすくどうするかというのは次の話として我々は最善を尽

くしたいというふうには思います。 

○議長（藤澤元之介） 出原賢治議員。 

○出原賢治議員 あの建物自体は子育て施設に特化された施設にするという、そういう理解でよ

ろしいでしょうか。 

○議長（藤澤元之介） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木村和義） 現状では、今そのように考えております。 

○議長（藤澤元之介） 出原賢治議員。 

○出原賢治議員 ＡＴＭのことについて最後にお聞きしておきますが、ＡＴＭについてはそこに

置いておきたいということでしたよね。ただ、ＡＴＭの性質上、一般の人が車でやってきて短時

間で人が入れかわるということが考えられるわけで、今言っているのびすくとか乳幼児を連れた

お母さん方が施設を利用する上では、僕は余り一般の人たちがそれだけ頻繁に出入りするような

場所というのがふさわしいのかどうかというのは非常に疑問というか、問題があると思うので

す。だから、そこのところは昨日も車の動線を十分考慮してという答弁がございましたけれど

も、例えばＡＴＭを将来的にはもう別の場所に移すとか、そういうことも考えられないかどう

か。例えば、同じ敷地でも端っこのほうに寄せるとか、あるいはあそこは３棟の倉庫がございま

すけれども、あれは将来どうするのか。あそこも全部更地にして駐車場にしたり、遊び場にした

り、そういった計画を考えておられるのか、その辺についてはいかがでしょうか。 

○議長（藤澤元之介） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木村和義） 旧店舗のところを言われてるのだろうと思います。それは前にも

答弁した今は文化財のものが入っておるわけでございますが、その文化財につきましてはこのた

び体育館が改修されましたので、体育館の地下倉庫へ全部移す予定にしております。そういった
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ところで今後空き家になってきますので、将来的にはその部分を解体ということも出てこようか

なとは思います。ただ、それは今何も決まっておりませんので、私は今明言はできませんが、そ

うすることによりまして駐車場も特に広くなりますし、また車の動線も変わってこようかと思い

ますので、今はとりあえずＡＴＭがありきでの売買条件でございましたので、そこについては農

協の条件を飲んだというところでございます。ですから、のびすくの事業におきまして、当然お

母さん方の出入りに関してはＡＴＭの利用者ともしバッティングするようなことがあったら、で

きるだけ事故のないように運転をしていただくしかないのですが、数分置きにＡＴＭの利用者が

来られるわけではございませんので、その辺は十分安全配慮して運営をしていきたいというふう

に思います。 

○議長（藤澤元之介） 出原賢治議員。 

○出原賢治議員 やはり安全というのは非常に大切なことですから、そこのところは十分に検討

してください。それから、駐車場ということも小さい子連れが車でやってきて施設を利用すると

いうのは、駐車場に余裕があるというのは大事なことですので、そういったこともぜひ御配慮を

お願いいたします。 

 この問題につきましては、また後ほど委員会とかでも議論はもうちょっと細かい話があるかも

しれませんが、またそちらのほうで議論させていただければと思います。 

 ごめんなさい。１点だけ済みません、追加で。 

 保健福祉会館のほうで子育て世代包括支援センターのひだまりでございますけれども、あちら

のほうとの連携というのはどのように考えておられるかということだけ最後にお聞きいたしま

す。 

○議長（藤澤元之介） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木村和義） 今現在、特にこれだという連携というのは余りないのでございま

すが、その辺も当然所管が違うというところがあるのですが、それはまたさわやか健康課と社会

福祉課が連携をとれるようなこともまた検討はしていきたいなというふうに思います。 

○議長（藤澤元之介） 出原賢治議員。 

○出原賢治議員 それでは次に、２番目の行政組織の強化に向けた課題について、こちらに移り

たいと思います。 

 昨日、井村議員がこの場で質問されましたので詳しくは言いませんが、平成30年度と令和元年

度、それぞれ早期退職者が10名、そしてきのうの話では令和元年度は11名ということで、それ以

前と比較しておおむね倍増している状況にあります。それで、全職員の数から考えると５％に及

ぶということで、これは私は由々しい問題ではないかなと考えております。といいますのは、町

の職員の方というのは、これから先も町の行政を支えていくかなめでありまして、一人一人が太

子町のために頑張っていこうと集まってきてくださった方ですから町の財産なわけです。そうい

う人たちが今後能力を発揮して活躍し続けてもらうことが、これから未来の太子町をつくってい

く上で非常に大事なことだと考えております。ですから、そういう人が途中でいろいろな経験を

持っている人も抜けていくということは非常に大きな損失であるわけですので、どこに問題があ

るのか考えたいというふうに思います。 

 第６次の太子町総合計画におきましても、プラン５の快適で持続するまちの施策の中に行政組

織の強化というのが上げられてますが、やはり人というのは非常に大事ですので、こういった現

状を改善するのにどのようにしていくかということで、以下の質問をさせていただきます。 

 ただ、１番はこれは昨日井村議員が現在の状況をどう捉えてるかということはもうお聞きしま

したので、特にもう結構です。 
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 総合計画の中で行政組織の強化についてということで上がっておりますけれども、具体的にど

ういった施策を考えているのか。業務のスリム化とか、そういったことはかなり書いてあるので

すけれども、この太子町の組織を強化する、つまり人を強化するといったことで、その側面から

どんな施策を考えておられるのかお聞かせください。 

 それから、これも昨日の質問と一部かぶるかもしれませんが、現在の人事制度、人材の育成制

度、評価制度がどうなっているのか。職員個人の希望調査の方法とか、適正な判断とか、適正配

置がちゃんとなされているかどうか、それについて御説明願います。 

 ４番は、昨日セクハラ、パワハラについては現在聞いていないということでしたので、もう結

構です。 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） まず、１点目の現在の状況をどのように捉えているかというところに

つきましては、井村議員のときの答弁とさせていただきたいと思います。 

 次、２番の行政組織の強化につきましてですけれども、これにつきましては第６次太子町総合

計画に掲げた行政基盤の確立を行うため、行政サービスの効率化、民間委託による行政のスリム

化、職員の能力の向上について引き続き取り組んでいきたいというふうに考えております。具体

的に申しますと、行政のスリム化としましては、既存の事務事業の廃止及び縮小、民間委託の推

進、補助金等の見直し、職員の能力向上など、町の業務の減量化等に努めていきたいというふう

に考えております。 

 次、３番でございます。人事制度、人材育成制度、評価制度はどうなっているかというところ

でございますが、地方分権による権限移譲、高度化、多様化する住民ニーズ等により、今後の町

行政の役割が増えることが予想されます。本町の人事制度、人材育成につきましては平成13年１

月に策定した人材育成基本方針に基づき、昨今の厳しい財政状況のもと、経営資源である人、も

の、金という資源を有効に活用し、人という資源が限りあるもの、金をうまく生かすことで行政

サービスの質を維持また向上できるよう、今後も人材育成に取り組むこととしております。 

 また、人事評価につきましては、個々の人材育成につながるよう、半期ごとの業務目標を掲

げ、個人スキルの向上や同僚との連携を図りながら業務を遂行し、評価期間終了後における育成

指導面接において評価者である上司とともに振り返りの場を設けております。 

 次に、人事異動については、適材適所の配置を行い、個人の能力と意欲の向上を図り、同時に

組織力を高めることを目的としております。職員個人の希望をとって、資格取得等による適性に

ついては勤務に関する調査を実施し、その結果を活用しながら適正な配置を行っているところで

ございます。 

 次、４点目のパワハラ、セクハラについては、これはよろしいということでよろしいでしょう

か。 

 以上でございます。 

○議長（藤澤元之介） 出原賢治議員。 

○出原賢治議員 総合計画の中にもありますとおり、行政機能の強化ということの中に職員の能

力の向上というのが欠かせないだろうというのは、私もそのように思います。今の御説明で人材

育成の基本方針というのを定めて、その方針にのっとって人材育成、それから適正な配置、評価

等を行っておられるということですので、それはそれでしっかりやっていただきたいと思うので

すが、まず最初に今申されたそういった業務というのは総務部で請け負っておられるのですよ

ね。 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 
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○総務部長（森田好紀） 人事を担当しておりますのは、総務課で行っておるものでございま

す。 

○議長（藤澤元之介） 出原賢治議員。 

○出原賢治議員 総務課の中で、このような人事の担当をされている職員は何人ぐらいでしょう

か。 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） 研修とか給与計算、今総務課の中には職員係という担当のところが担

当しておるわけでございますけれど、その職員の人数ですけれど３名で対応しております。 

○議長（藤澤元之介） 出原賢治議員。 

○出原賢治議員 人というのが組織の中で非常に大事だということは、もう論をまたないわけ

で、前回私はここで全ての行政に関して安全・安心というのが基盤だということを申し上げまし

たが、それと並んで人というのは非常に大事だということです。それで、実際にやめていく人が

いるという場合に関して、やはり大体の場合、仕事が非常にきついか、仕事が余りおもしろくな

いか、人間関係に問題があるか、これのどれかじゃないかなと私は思っております。中にはまれ

に自分の夢を求めたいから違うことをやりたいのだという人ももちろんおられますけれども、そ

ういう人にしても仕事が本来その人に非常に合っていて、生き生きと取り組んでいる状態でした

ら、なかなかそういうことは普通は出てこないのだと思うのですよ。特に仕事がおもしろくない

といいますか、仕事に前向きに取り組めないような状態になってくると、やはりやめていく職員

も出てくるのじゃないかなと、そういうふうな危険信号が出るのじゃないかなと思いましたの

で、仕事をおもしろくするためにどうしたらいいか。それはやはり各個人がやりがいを持って取

り組めるようにというか、人事制度の問題が大きいのじゃないかなというふうに思って質問させ

ていただいています。 

 今３名ということでしたが、しかし実際半期ごとに仕事に関して目標を設定したり、評価をし

たりということは一般の課長とかが行っておられるということですよね。 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） 人事評価の事務自体は総務のほうでやっておりますが、実際にその評

価をするとか、あとその内容についての調整を行うというのはそこの上司、職員でしたら課長

が、調整者には部長がというような位置づけで評価等をしております。 

○議長（藤澤元之介） 出原賢治議員。 

○出原賢治議員 昨日の井村議員の質問でも、最後はコミュニケーションが非常に大事だという

話に結論がなりましたけれども、そういった基礎の目標設定したりとか、行政を評価したりと

か、あるいは転勤といいますか、希望職種はこういうのですよといったようなことを話すという

ことが非常にコミュニケーションにとっては大事だというふうに思っておりますが、それは部下

と上司である課長とかがやっておられる。じゃあ、課長たちはさらに組織的に何かそういうこと

をやっておられるのでしょうか。それはもう１対１で、各課長が対応しているということなの

か、人事をつかさどる総務課として何かそこをまとめたりとか、そういったことはやっておられ

ますでしょうか。 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） まず、役場の中には各役職に伴う責務というものがございます。ま

ず、各職員を取りまとめる中にまず係長という者がおりまして、その係長が係の中をしっかりと

進行管理から職員の思い等も集約しながら実際にはやっております。また、その係長を集約する

中に副課長、課長という者がおります。そこでは各係の進行管理等も実施しながら運営を見てい
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るわけでございますけれど、結局いまさっき言われたように、そこで職員は全てが満足して仕事

ができるというわけではございませんので、その中で不満等があった場合に、本当にそこでそう

いう上の者がしっかり話が聞けていたかどうかというところはすごく重要となりますので、係

内、課内でのミーティングとか、本人がそういう意思表示ができるような仕組みづくりとか、そ

ういうものは必要ではないかなというふうには考えております。 

○議長（藤澤元之介） 出原賢治議員。 

○出原賢治議員 では、今のお話で課の中では課長だけじゃなくて副課長とか係長も入れて組織

的にそこは考えてやっていく仕組みがあるという、そういうことでしょうか。 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） 業務によりまして、１つ例を挙げましたら法的な業務というのは一連

の流れがある程度決まっております。せいぜい今やらなければならない業務はこういうことだと

いうのは、朝礼とか終礼の中で各課のほうは調整しております。ただ、こういう方向性で行くか

どうかというのは係内のやり方で決定している部分がございます。係長以上で課内ミーティング

をされるところもありますし、いろんなやり方をされている部分はあると思います。ただ、全体

的な職員の意向等、今の仕事が本当にやりたいかどうかというような、そういう意向については

異動希望調査とか異動に関する調査などを行いながら職員の意思等を確認しているところでござ

います。 

○議長（藤澤元之介） 出原賢治議員。 

○出原賢治議員 加えて、異動調査についてはたしか今は３年に一度、基本的には実施しておら

れると。それとは別に１年に一度、転職をどうしても希望されたい方はそれをやるフォームがあ

るかと聞いておりますが、まず先にその点について説明していただけますか、異動調査につい

て。 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） まず、勤務に関する異動調査でございますけれど、これにつきまして

は３年に一度調査しているものでございます。本人の健康状態、今まで勤務してきた経歴、また

今の勤務場所で何年ぐらいやられているか、仕事に対して今の仕事量が本当に適切かどうかとか

の調査、また今後異動するのであればどういうところに行きたいかというような希望等を調査さ

せてもらっているものでございます。それと、職場での人間関係等がどうかというようなことも

調査させていただいているところでございます。また、家庭とか職場以外での悩み等を相談した

いことがあったら記入する欄のところがございます。また、毎年一応希望者だけ出していただい

たらいいというものにつきまして、異動希望等の調査書というものがございます。これにつきま

しては、異動を希望する所属名を記入したり、組織にどのような効果を得られるのか、その異動

することによってということでございますけれど、現職場で組織のためにやり遂げた業務内容、

また健康上の問題、人間関係の問題、昇任、降任等の申告したい内容があれば自由に列記できる

ような形で提出ができるような制度を実施しております。 

○議長（藤澤元之介） 出原賢治議員。 

○出原賢治議員 ありがとうございます。 

 そのような形で各職員の適性というか、それを今自己申告するような、そういった場とかシス

テムもあるわけですけれども、そういったものをやはり効果的に活用して、コミュニケーション

がうまくとれてということを、もう一度確認しますが、その課の単位とか部署の単位でやってい

るだけではなくて、町全体の組織としてどう取り組んでおられるかということなのです。つま

り、先ほど３名の職員の方が事務的なこととおっしゃってましたが、もしそうだとすると、各課
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長から上がってきたさまざまなそういった現状についての把握とか判断というのを最終的にどな

たが責任を持ってやっておられるかという、そういうことなのですけれど、そういうことを組織

的にしっかり考えてやっておられますかということを聞きたいのですが。 

○議長（藤澤元之介） 副町長。 

○副町長（名倉嗣朗） 各評価者というか、人事評価につきましては半年に１回ということでそ

れぞれの所属長がしております。その所属長、課長の評価は部長がしまして、部長が評価者で、

私が調整者になっております。部長の評価は私がさせていただきまして、町長が調整するという

ような仕組みになっております。総務課は３人職員係のほうが研修等々を担当させていただいて

おりまして、私が来させていただいた昨年度でございましたら評価者フォロー研修ということ

で、それぞれの所属長が職員と応対する際にどういうふうに目標設定をして、どういうふうに組

織的にやっていったらいいかというようなこともさせていただいておりますし、職員全体に関し

ましては職場のコミュニケーションとコーチングと先日もお答え申し上げましたが、ＯＪＴの手

法というようなことの研修をさせていただいております。昨年度は評価者フォロー研修をしまし

たけれども、今年度は受ける側というか非評価者のほう、ですから日ごろお仕事をされる方々に

ついて、どういうふうに自分が職場の中で目標を設定して仕事に取り組んでいけばいいかなとい

うことの研修等を組織的にさせていただいているところでございます。 

○議長（藤澤元之介） 出原賢治議員。 

○出原賢治議員 そのようにやっていただきたいのですけれど、それをやはり組織的にうまく各

自の能力を引き出して、適正なところに配置して、各自の職員が十全に力を発揮できるように結

びつけていただきたいと、ぜひそのように思っております。というのは、人がやめるということ

に関しては、必ずしも私が今言ってることだけが原因ではないと、それは思います。昔に比べて

転職ということのハードルが昔よりも下がってきたということもあるでしょうし、必ずしもそれ

が１つではないとは思いますけれども、この人事制度といいますか、各自の評価をしっかりやっ

て、各自の適性に合ったところに配置してということが本当にちゃんとできていれば、もっとパ

フォーマンスというか、士気全体が上がってくるのじゃないかと、そのように思いますので、ぜ

ひこの点については真剣に行政組織の強化ということの課題の１つとして取り組んでいっていた

だきたいと、そのように思っております。 

 最後に、セクハラとパワハラについては昨日話が出てきておりましたが、セクハラとかパワハ

ラというのは上の人がちょっと気をつければ防げる問題でありまして、これほど受けた側の人が

やる気を減退させるものはないという意味で非常に愚かしいことだと思いますので、今後もない

ようにしっかりと取り組んでいただきたいとは思うのですが、昨年そういった問題が議会でも問

題になったことがございましたが、今そのセクハラ、パワハラに関して発生しないようにどうい

った対策をとっておられますでしょうか、最後にそのことをお聞かせ願います。 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） まず、ハラスメントの把握及び解決を目的としたセクシャル・ハラス

メント等苦情処理委員会というものを平成13年度に設置して、被害の未然防止、早期解決に努め

ております。また、全職員向けに副町長通知においてハラスメントを防止するため、ハラスメン

トの種類や被害の相談窓口を周知したり、みずからの言動がそのハラスメントに該当していない

かをチェックするようなセルフチェックシートを活用して、自己を振り返るということを心がけ

ているというところでございます。 

○議長（藤澤元之介） 出原賢治議員。 

○出原賢治議員 その点に関しては、ここにおられる方もそうですし、おられない方でも部下の
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おられる方は皆そのハラスメントをする側に立つことだってあると思いますので、町を挙げてし

っかりと取り組んでいただきたいと、そのように思います。 

 では、以上で質問を終わります。 

○議長（藤澤元之介） 以上で出原賢治議員の一般質問は終わりました。 

 暫時休憩をいたします。 

（休憩 午後３時00分） 

（再開 午後３時15分） 

○議長（藤澤元之介） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次、松浦崇志議員、お願いします。 

○松浦崇志議員 １番松浦崇志でございます。通告に従いまして、御質問させていただきます。 

 コロナウイルスの影響により全国的な学校の休校など、過去に例を見ない措置がとられていま

す。子供たちの休校は仕方ないとして、親は休めないから子供だけで留守番をさせざるを得ない

という親の声も聞いています。今後、子供たちへのケアが必要になってくると思いますので、教

育委員会におかれましては何事にも先回りした対応をお願いいたします。 

 また、経済面におきましても連日の株価の暴落など、リーマン・ショック級の影響も懸念され

ております。小規模事業者にとっては今回は対岸の火事ではなく、足元までじわじわやってきて

いるような印象を受けております。太子町におきましても、相当深刻な打撃を受ける事業者が出

てくる可能性も否めません。さまざまな視点において、町民や商工業者に対するフォローをよろ

しくお願いいたします。 

 それでは、１番、町長の施政方針について。 

 施政方針において、本当にまちづくりを自分のこととして捉えているのかと疑いたくなる内容

で、未来に希望が感じられないものであった。内容については、令和２年度に実施する事業が並

べられているだけであり、事業の目的が何であり、その先にどのような効果や結果があり、太子

町としてどのような未来を目指すのか全くわからなかった。そこで、以下に質問する。 

 (1)これまでの振り返りということで、①服部町政の実績と自己評価を求める。 

 ②今後、太子町が目指すべき方向性。選択と集中ということで、まちづくりについて、どんな

ことに特化し、どのようにブランド化をしていくのか、お願いいたします。 

 (2)聖徳太子1400年プロジェクトについて。 

 ①町としてのかかわり方と目的。 

 ②ぼうじぃとは何か。今後の展開について。 

 ③太子信仰、日本遺産申請についての経緯経過。 

 (3)子育て支援の充実について。 

 ①今後、のびすく事業は拡充するのか、縮小するのか。のびすく事業につきましては、先ほど

来詳細については説明いただいてますので、この端的な部分だけで結構です。 

 以上です。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） まず１点目、服部町政の実績と自己評価についてですが、平成28年８月に

太子町長に就任して以来、安心して暮らせるまちづくり、福祉医療施策の拡充など、選挙におい

て掲げた主張の実現を含め、まちづくりにできるところから取り組んでまいりました。その結

果、雨水対策の実施など、安心して暮らせるまちづくりの推進、中学３年生までのこども医療費

の無償化など福祉医療施策の充実、空き家・空き地バンクの創設、幼稚園における３歳児保育の

試行開始など、私としては着実に成果を上げてきたと考えております。 
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 次ですが、今後太子町が目指すべき方向性は、選択と集中ということで、まちづくりについて

どんなことに特化し、どのようにブランド化していくかについてですが、本町が目指すべき方向

性は第６次太子町総合計画でお示ししておりますとおり、“和のまち太子”と考えます。「和を

もって尊しとなす」の精神のもと、住民と議会、行政の連携により地域課題をみずからで解決

し、誰もが安心して暮らすことができるまちづくりを目指します。第６次太子町総合計画の柱に

基づいて選択と集中にて予算を作成しており、特に私は安全・安心の確立が重要と考えていま

す。風水害が頻発、激甚化し、南海トラフ大地震や山崎断層地震の発生も懸念される中、住民の

皆様の身体、生命、財産を守ることは我々地方自治体に課せられた重大な責務であります。本町

におきましても、避難所となる公共施設の耐震化を進め、防災行政無線を整備し、自助、共助、

公助の防災体制を構築してまいりました。令和２年度も防災ハザードマップの整備、雨水幹線の

整備などの諸施策を着実に推し進め、安全・安心のまち、太子町づくりに努めてまいります。 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） 私のほうからは、(2)の１、聖徳太子1400年プロジェクトへの町のか

かわり方と目的、その次、３番でございます太子信仰、日本遺産申請についての経緯経過を答弁

させていただきます。 

 まず、聖徳太子1400年プロジェクトへの町のかかわり方でございますが、住民主体で立ち上が

ったまちづくりのプロジェクトであり、斑鳩寺大谷住職様から呼びかけにお応えし、町において

も当該プロジェクトに参画させていただいております。町におきましては、昨年度より各所属に

対して聖徳太子及び斑鳩寺を核とした地域活性化と歴史文化資源の活用につながる事業への取り

組みを依頼、照会の上、協議調整し、聖徳太子プロジェクト事業を決定、実施しているところで

あり、令和２年度においても11事業を採択、実施することを予定しています。また、ほかの参画

団体実施の聖徳太子1400年プロジェクト事業においても、参画、協力させていただいているとこ

ろです。聖徳太子没後1400年となる2022年が近づいてきています。斑鳩寺を中心とした参画団体

とともに、聖徳太子1400年プロジェクトを通して、地域活性化を図っていきたいと考えておりま

す。 

 次、③でございます。日本遺産申請への経緯経過でございます。 

 当町で進められている聖徳太子1400年プロジェクトと同様、奈良県においても聖徳太子没後

1400年の節目に向け、県内20市町村が集まり、聖徳太子プロジェクト推進協議会を設立しており

ます。令和元年10月、奈良県庁の担当の方が来庁され、圏域を超えた聖徳太子をきずなとした地

域活性化のための奈良県プロジェクトへの参画呼びかけを受け、大阪府太子町、大阪市とともに

参画を決定いたしました。 

 また、日本遺産につきましては、地域に点在する文化財の把握とストーリーによるパッケージ

化、地域全体としての一体的な整備、活用、国内外への積極的かつ戦略的、効果的な発信を目的

とし、文化庁が認定するものであり、日本遺産の新規認定の募集については令和２年度の募集を

もって当面最後ということが決定しています。聖徳太子没後1400年を盛り上げるため、また没後

1400年が経過した後も聖徳太子の教えをきずなとして、ゆかりの町が手をとり合って地域活性化

を進めていくため、令和元年12月末、聖徳太子プロジェクト推進協議会が母体となり日本遺産を

申請することとなり、当町も本申請の参画に賛同し、申請書類の調整等を協働して進め、１月

23日に文化庁に申請したところです。申請の代表自治体につきましては、日本遺産申請を発起し

た奈良県王寺町となっています。令和２年度の日本遺産の認定結果については、今年５月に発表

されることが予定されております。町としても心から認定を祈るとともに、認定に至った暁には

当該認定を生かし、今まで以上に聖徳太子を核とした地域活性化を進めるとともに、広域での聖
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徳太子ゆかりの事業などを進めていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（藤澤元之介） 教育次長。 

○教育次長（栄藤雅雄） 私のほうからはぼうじぃについて御答弁をさせていただきます。 

 聖徳太子ゆかりの文化財であります鵤荘牓示石、この文化財を啓発するために、この牓示石を

モチーフといたしましてデザインでありますとか名前を公募いたしまして、これは太子会式等で

ございますが、町内のイベント等で地域の皆さんに投票をしていただきまして、この名称、ぼう

じぃという名称、またキャラクターのイメージを決定させていただいたところでございます。現

在、このマスコットの着ぐるみを作成中でございまして、今後このぼうじぃが広く愛されますキ

ャラクターとなりますように、また町内外の方に広くこのキャラクターを知っていただこうとい

うことを考えております。来年度にこのキャラクターを数多くのイベントに登場させまして認知

度、知名度を上げていきたいというふうに思っておるところでございます。このキャラクターの

イメージの啓発にはやはり子供が大きな力になると思っておりますので、子供たちへの認知度を

上げるために数多くの子供たちが参加いたします行事にも登場させたいというふうに考えており

ます。また、町が主催いたします以外の行事でも活躍するという機会を増やしたいと考えており

まして、町以外の方、また団体が利用される際のルールづくりをしまして、積極的な活用をお願

いしたいというふうに考えておるところでございます。いずれにしましても、聖徳太子ゆかりの

文化財でありますので、この1400年プロジェクトにあわせまして啓発をしていきたいというふう

に考えているところでございます。 

○議長（藤澤元之介） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木村和義） のびすくについてお答えいたします。 

 事業に対するそれぞれの内容につきましては、これまでの議員で答弁させていただいたとおり

でございます。よって、御質問の拡充するか縮小するかにつきましては、町としましては事業そ

のものを縮小するというような考えは持っておりません。 

 また、今後の方向性につきましては、多様なニーズや子育て環境の変化に対応した子育て支援

の充実が図れるよう、今できることを一生懸命取り組んでいきたいというふうに思っておりま

す。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 それでは、順番に確認はしていくのですが、その前に本日の冒頭でどのように

すれば町がよくなるか議論すべきという町長の発言がありましたので、発言を以後していきたい

と思ってるのですけれども、冒頭の井村議員の謝罪要求の際、発言者である井村議員の顔を見る

こともなく、人として相手の気持ちをおもんぱかることもしない非常に配慮に欠ける振る舞いで

非常に残念だったという思いがまずあります。 

 内容に入っていく前にもう１つですけれど、昨年末から新年を迎えて数週間の間に数々行事が

ある中で、町民の複数の方から私にいろんな御意見やお声がけをいただいております。その中

で、松浦が厳しいと、いじめてくる、できが悪いなどなど、非公式な場ならともかく、町長とい

う立場で出席して、そういう場でこういう発言をされておられるようです。また、１月のある会

合の後の会食の席において、その会でも同様の発言をなさっています。ちなみに私はその会に出

席しておりました。なぜなら、私はその会のメンバーだからです。私がメンバーなのですから、

耳に入らないはずがないのですけれども、その後、その会の代表の方が、松浦君よと、この場で

町長が一町会議員を名指しで批判するなど、普通は考えられないと、ということは君はよう頑張

っとってんやなとお褒めの言葉をいただきましたので町長にお礼を言いたいなと思います。 
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 昨年12月の一般質問でも言いましたけれども、私は町長のことが嫌いで言うてるんじゃないの

です。町長のことを心配して言うてます。太子町のことが心配です。このままだったら大変なこ

とになるので、この町のことを思って発言しています。町長という立場は町がよくなれば称賛さ

れるし、悪くなれば批判されます。当然のことではないでしょうか。私は議事録に残る議場とい

う場において発言しています。それがいかがですか。服部町長は議場において一向にまともな答

弁もせず、また町の向かうビジョンを語ることもできない。それにもかかわらず、外では私も含

めた町会議員数名のことを悪く言う。一体どういった目的でそないなことをされてるのですか。

この件につきましては、通告していませんので答弁は不要です。今から行う一般質問では、はっ

きりと明確な回答を求めます。 

 それでは、前置きが長くなりましたけれども、内容に入っていきたいと思います。 

 これまでの振り返りということで町長のほうから答弁をいただきましたけれども、答弁書を読

めないような振り返りというのはどういうことなのかなと。御自身の実績でありますし、後は町

が向かうビジョン、どのようにブランド化していくかということを求めたわけですから、それが

頭に入ってないというのはいかがなものかなというのを思わざるを得ません。 

 １つずつ細かいことを言うのは置いといて、例えば子育て政策、力強く推進していくというこ

とが太子町を持続可能な町にするのだと私は思ってるのですけれども、全世帯へのこども医療費

の無償化、これは私自身も４歳と２歳の子供がいますのである意味では非常にありがたい政策で

あります。ただ、もしかすると考え方によっては後世に向けての失策になる可能性もはらんでい

る、そういうものではないかなと。そうならないように、みんなで運営していかないといけない

のですけれども、その中身についても通告はしていませんので今回はやりませんけれども、これ

は決して町長を挑発するという意味ではありません。もっともっと踏ん張って、例えばのびすく

や児童館事業の充実も含めて、太子町を子育ての町、こういうことにするために特化していくべ

きやったのではないか、ブランド化をしていくチャンスを逸してしまったのではないか、そのよ

うに考えます。民間企業や個人商店において、安易な値引きはブランド化につながらない。一度

値引きをしたら、値引きをし続けなければならず、その値引きをすること自体がブランドになっ

てしまう。自治体に置きかえると、例えば補助金をばらまき続けるしかない。潤沢な税収がある

ところであれば、それでいいのですが、先ほどの町長の振り返りの部分といたしまして、例えば

税収を上げる、ふるさと納税を上げるなどなど、そういう取り組みについてはいかがですか。何

か考えなり、取り組まれたことがありますか。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） お答えをいたします。 

 まず、答弁は不要と言われましたが、１個事実が私は違うと認識しておりますので、井村氏の

ほうを向きましたよね、１回。ですから、向いて謝ってると思います、ずっと見てませんけれど

ね。 

 それから、あとは答弁書を読めないと、読んでますけれど、その日本語の意味がわかりませ

ん。 

 それから、今答えます、御質問ね。税収とふるさと納税のことでございます。 

 税収について、今ＪＲ西南地区であれば、皆さん御存じのようにあのような区画整備事業がで

きて、税収が増える方向になっております。こういったことについて、町長就任して以来、役場

内部でもほかの地域でできないのだろうかと、そういったところも話し合ってきましたが、現在

の時点においてはできていないと思います。しかし、今般皆様方に御提示しておりますように、

沖代あたりのところについて何とかできないかということも考えていますし、またそれから太子
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北インターのおりたところもアップする方向で進んでいると思っておりますので、やっていない

わけではありません。 

 そして、ふるさと納税につきましても、私も町長になってから役場内部でも、これもかなり言

ってきました。そのことは当時企画政策課長だった森田部長がよく御存じのことであります。ま

た、副町長も就任されて以来、よく言われていたと思います。そのことについて、例えば商品を

増やしたりとか、いろいろ職員が工夫をしてくれました。ですので、何とかできないかという努

力はしてまいりました。私個人としては、親戚にもたくさん言いまくりました。しかし、職員に

も言おうと最初したのですが、余り町長という立場の者がそれをするとということで内部からア

ドバイスをいただいたので、それは諦めました。なので、ふるさと納税について、ぜひとも何と

かできないか。これは議員の皆様方にも、ぜひとも知り合いのところの、近隣に余り迷惑をかけ

てしまうと近隣の市町に御迷惑になりますから、それは全国どこにも迷惑かかるのですけれど

も、議員の皆様方もできる限り御協力をいただければありがたいと思っておりますので、これは

私なりにやってきております。しかし、ふるさと納税の額、皆さんも御存じのとおり、今は守ら

れていても３割以上のところもあったりとか、また太子町が頑張った後に頑張られた市町もあら

れたりとかで、結構全国的にそういう動きの中で、私はその中でも太子町は頑張ったと、これは

本当に思っておりますので、決して力を入れてないということではございませんので、そのとこ

ろは御理解をお願いいたします。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 町長、言うときますね。話を聞くのはチラ見することじゃないのです。人の目

を見て話を聞くということなのです。 

 今、ふるさと納税の話がありましたけれど、私は町長がいろいろそういうふうに親戚にお願い

をしたりとか知り合いに言うと聞きましたけれどね。私も実際２年ぐらい前の消防団の団長をし

てたときに、その消防団の団長の会議でも、ぜひ皆さん、ふるさと納税を太子町にしてもらうよ

うに親戚、知り合いがいたらお願いしますと太子町の人に言うと、ふるさと納税のことを違った

意味で宣伝をしてしまって、その人たちはよその町のふるさと納税をしてしまうという、その可

能性もあるわけですよね。だから、そういうことも考えてやられないと、みずから税金を失うよ

うな策じゃないかなと思います。私はそういうことを言ってるんじゃないんですね。この間、神

戸新聞のほうに２月25日、ふるさと納税のことで書いてましたけれども、兵庫県内において６割

が大幅に増収するのに対して、約10の自治体が余り伸びてないと、そういうなことが書いてあり

ました。そこには太子町のコメントとして「太子町は数多くの自治体の中に埋没した可能性があ

る、特産品など資源が豊富な市町との差を痛感していると嘆く」とあるのです。だから、こうい

う政策的に特産品をつくってこなかったのかということを私は今質問したわけなのですけれど、

今回の施政方針においても太子みそ、サンショウ、特産品の振興策というのが上がってきてます

けれども、どこまで真剣に取り組むのか。先ほど吉田議員の質問の中にありましたので内容につ

いては割愛させていただきますけれども、特産品として売り出すには余りにもお粗末な計画では

ないかなと、売上高１億円を目指す、町内の全食卓シェア№１を目指すとか、例えば具体的な目

標をもっともっと掲げるべきじゃないかなというふうに思いますし。あと、今回神戸新聞に掲載

された太子町のコメントは、今申し上げた分です、これまで太子町が特産品政策に真剣に取り組

んでこなかったことを認めてしまうようなコメントで大変残念に感じました。特産品の所管部署

の経済建設部の取り組みをふるさと納税所管の総務部が否定するという、大変皮肉なものになっ

てます。太子町として向かう方向性を示していないのは、町長の責任は重いと思うのですけれど

も、いかがですか。 
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○議長（藤澤元之介） 副町長。 

○副町長（名倉嗣朗） 議員がおっしゃられる神戸新聞の記事も私も拝聴しまして、どういうこ

とかなとは思ってたとこでございます。 

 これにつきましては、恥をさらすようでございますけれども、共同通信社の中でアンケート調

査がありまして、その中で若干書いたことが、「埋没してる」というのは書いてるのですけれ

ど、そのほかのところはアンケート調査を書いたところだけで、そこを切り取られると。全部ア

ンケートの回答があるのですけれど、おもしろおかしくと言うたら神戸新聞には申しわけないの

ですけれども、そこの部分だけ切り取られて記事になったというのは確認しております。職員も

非常によくやっていただいてまして、当初予算の私の説明の際も、今回のふるさと納税につきま

しては４億円を計上させていただいております。昨年同額ということでございます。アンケート

調査があったときには11月ごろでありましたので、毎月の報告、議員さんも御承知だと思います

けれど、その時点では非常に厳しい状況でございました。ただ、やはり12月31日だけでも何千万

円というような額の入金がございました。ということで、４億円ぐらいはまた確保できるという

ことで、当初予算に同額を計上させていただいております。これは、それぞれの商品開発もござ

いますし、定期便ということで、どうしてもお肉とかでしたら、すぐ12月に申し込んだら１月、

２月に来てしまって困るんで、もっとぐっと遅いときに来るような形で、工夫して６月に受け取

れるとか、８月に受け取れるとか、そういうふうな時間がたって経済建設部のほうでも商品開発

をしていただきながらふるさと納税を所管させていただいております企画政策課のほうとも連携

しながら進めさせていただいておりますので、この記事に関しましても私は若干なぜかなという

のは思ったところですけれども、それは共同通信の中でのアンケート調査が共同通信のそれぞれ

の地域のそれぞれの新聞、ですから神戸新聞とか、多分いろんなほかの、京都新聞では京都のこ

とが書かれてる、神戸だから共同通信、同じ共通配信の中で兵庫県の中でそういうふうに切り取

った形で掲載されたのではないかと推測しているところでございます。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） ふるさと納税のことを今町民に知らせて失う場合もと言われたんで、私は

そういうこともわかっておるので、そういう誤解を受けないように、ただ役場内部で話したとき

も、話したというのは職員と打ち合わせた時もそういうことも言われておりますし、そういうこ

とに配慮して私は話をしておりますので誤解なきように、事実ではございませんので申し上げて

おきます。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 町長が事実でないとか言っても、受け取る側の問題ということは前回からずっ

と言ってます。 

 平成27年９月定例会の一般質問、これは服部町長が町会議員時代のことなのですけれど、本町

はなかなか特色がない、特色を出しにくい町だと思うと、面積的も狭いですし、姫新線が通って

いるわけでもないし、海に面しているわけでもないし、なかなか苦しいと、小さくてもきらりと

光るという町をつくるために、どんなに小さくてもいいから本町の特色を出すべきだと、またア

ンケートで住民の方からいただいた意見をよく考えて、小さいものでもいいから特色を出してい

ただきたいと、そういうふうなことを発言されています。前半の部分については全く同意はでき

ないのですけれども、後半部分についてはとてもいいことを言っておられると思います。住民か

ら聞いた意見を取り入れてという部分ですね。これは賛同いたします。その考えのとおり、町長

になられて、きらりと光る特色について、どんな点にきらりと光るものを見つけ出されました

か。そして、それをどのように住民から意見を聞いて、どのように推進してきたか、考えがおあ
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りやったらお願いします。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） ここで初めてその言葉を、それについて答えてくださいとまた初見でみた

いな、初めて聞かれて、いつもなのですが、できましたら前もっていただきたいというのがあれ

ですけれども。住民の意見を聞いて、それを見つけましたかということについては、それを見つ

けるべく、自治基本条例は、まちづくり条例は議会の皆様に否決されましたけれども、それ以降

もいろんな場を設けて、住民の意見を聞いて、いろんな意見を聞きながら、それに今努めている

ところでございます。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 これはふるさと納税もそうですし、第６次太子町総合計画も含めて全てなので

すけれど、そもそもこの太子町が特色ないというふうに町長自身が思われているということが間

違ってるのだと私は思います。観光資源は確かに少ないのですけれども、ＪＲ網干駅や山陽道へ

のアクセスを含む立地条件とか、コンパクトな町、子育て世代が多いなど、町としてのポテンシ

ャルは極めて高いと考えてます。その恵まれた状況を生かせないなら、町長としては不適任だと

思いますし、町民は不幸だというふうに私は思います。そのことを述べさせていただいて、まだ

内容が盛りだくさんですので進めていきたいと思います。 

 続きまして、聖徳太子1400年プロジェクトについてということで御答弁いただいてますけれど

も、町民主体で動いているプロジェクトにもかかわらず、この事業計画とかを見てると、まるで

太子町がやってるプロジェクトのように感じます。プロジェクト自体に予算をつけるという発想

もなく、間借り状態のものに乗っかったままで、よく平気な顔をされてるなと思うのですけれど

も、そのあたりはいかがですか。 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） 今回、令和２年度に上げさせていただいている事業の中には、各担当

課のほうに聖徳太子没後1400年を盛り上げる上での事業を上げてほしいということで上げさせて

いただいている部分でございます。それがよその事業を奪ったような形で上げているというよう

なものというのは、どのような点を言われているのかというのがちょっとわからないところでご

ざいます。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 部署をまたぐのであれなのですけれど、例えばぼうじぃとか、そのあたりにつ

きましても、何となくこれ町民から感じると、1400年プロジェクトの公式キャラクターなのかな

と思うのですけれど、その辺はいかがですか。 

○議長（藤澤元之介） 教育次長。 

○教育次長（栄藤雅雄） この1400年プロジェクトにあわせてこのキャラクターについて募集を

したわけなのですけれども、この1400年プロジェクトに特化してこれだけのキャラクターという

ことではなく、この牓示石というこの文化財を広く啓発しようというのが主目的でございます。

1400年プロジェクトにあわせてということで、この文化財である牓示石を広く啓発したいと、そ

ういう思いが主でございます。 

 以上です。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 そこに住民主体のという言葉があって、そこに乗っかるといいますか、協働し

ていくということについては異論はないのですけれども、太子町として名前だけ掲げて、特に何

もする気持ちがないかなということをちょっと感じたので今御質問したのですけれど、聖徳太子
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という名前は施政方針の中にもたくさんキーワード出てくるのですけれども、施政方針の文章中

に斑鳩寺というワードが１回も出てきてないと、第６次太子町総合計画ではあれだけ出てきてお

いて、全く出てきてないと。本町において斑鳩寺はとても重要な場所だと思うのですけれども、

総務経済建設常任委員会でも一旦質問はさせていただきましたけれど、改めてこの町のシンボル

である斑鳩寺とは何かを町長にお答えいただきたいです。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） 斑鳩寺のシンボルとは何かって、斑鳩寺は本町において重要な中心的な、

精神的な位置づけを過去から持ってきたお寺であるというふうに思っております。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 じゃあ、町長がつくられたその施政方針の中で斑鳩寺という単語が１個も出て

きてないのに、文化財としては斑鳩寺の文化財を使ってとか、今さっき総務部長の答弁でも斑鳩

寺というキーワードが出てくるのですけれど、何かええときだけ斑鳩寺を使って、何かふだんは

ほったらかしのような、もっと町としては、お金を出せというたらあれなのですけれど、もうち

ょっと何か考えて動けないものかなというのを思うのですけれども、何かあれば。 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） 第６次太子町総合計画の中で聖徳太子という言葉が入ってないという

ところを御指摘いただいているのですけれど、太子町にとりまして斑鳩寺というのは太子町の町

名はこの地の聖徳太子にゆかりを持つことから名づけられており、斑鳩寺は町のシンボルとして

大切なものだということについては認識をしているところでございます。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 いや、施政方針の中に入ってないと言ってるのです。いいですよ。行きます。 

 太子信仰の日本遺産についてなのですけれど、住民主体で立ち上がってるプロジェクトで、こ

れ奈良県は各市町で連携してというようなお話だったんでしょうか、それとも各市町も住民が主

体となってやっておられるのでしょうか。 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） 奈良県の聖徳太子1400年につきましては、各市町と県が音頭をとって

やってるプロジェクトでございます。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 これ日本遺産に認定されたら、太子町はどうするかというか、また何か補正予

算をつけて何かしていくのでしょうか。 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） 今年５月に認定の結果が出ることになりますけれど、その認定された

暁にはどのような事業をして住民に御紹介し、聖徳太子を核とした地域活性化が進められるかど

うかは検討したいというふうに思っております。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 日本遺産に認定されたから何かするじゃなくて、認定されてもされなくても、

そもそも申請をするようなことにならなくても、きちっと町として筋道立ててまちづくりという

ことをやっていかないと、それ何か日本遺産申請したから慌てて、後から後から補正予算組む、

何でも何でも補正予算を組めばいいという問題ではないと思うので、きちっとそういうふうな軸

を持って取り組んでいただきたいと思いますし、５月にもし認定を受ければ大変名誉なことでも

ありますので、最近先ほどのふるさと納税、それからこの間の議会イズムですか、新聞には余り

よくないニュースばかりが太子町は載ってますので、町のＰＲに５月に認定を受ければ、ぜひよ
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ろしくお願いいたします。 

 じゃあ続いて、のびすく事業なのですけれど、細かい部分につきましてはもう答弁をいただい

てますので、そこは割愛していきます。ちょっと違う視点からということで、縮小はしないと、

拡充するとははっきりはおっしゃらなかったのですけれど、縮小はしないということで。のびす

くについて、きのうの玉田議員、それから先ほどの出原議員の質問で町長を含め、何も計画的に

進めていなかったということだけはわかりました。しかしながら、太子町としては縮小ではなく

拡充のような形でという思いは伝わってきました。きのうの玉田議員の答弁で、町長みずからが

町長という立場で出席されたあすかホールでのイベントの場で、利用者さんから自前の施設を用

意してほしいという要望を聞いたと。町長みずから車に乗って、のびすくにふさわしい場所を探

したということをおっしゃってました。また、副町長のベターな選択をしたという答弁を打ち消

してまで、ＪＡ兵庫西竜田支店跡地への移転がベストであるという答弁もありました。施政方針

の中で子育て支援拠点としての機能を強化するということも含めて、服部町長の肝いりの政策で

あるということですけれども、確認ですけれど、それは間違いないのですか。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） 肝いりというか、いろんなやりたいことを上げておりますので、それもぜ

ひ皆様方に御議決をいただいて、用地を購入して進めたい、そういう事業でございます。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 その意気込みを聞きたかったといいますか、それだけ強い意気込みをお持ちの

服部町長ですから、何度も何度も現場へ行って利用者のママさんたちの声を聞いたんだから、そ

の声を反映して何が何でもこの場所でやりたいと、たとえ計画性がないと言われても気持ちはあ

るんだと。その思いには感服いたしますし、私たちもその思いに応えていかなければならないと

思いますけれども、そこでお聞きしたいのですけれど、町長は今ののびすくの現場に何回ぐらい

足を運ばれて、どれぐらいの数の利用者のママさんたちの意見を聞かれたのですか。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） 最近は行っておりません。どちらかというと、ひまわり館のほうを少し前

まで見ておりましたが、最近行っておりません。ほかの用事で行ったこととか、先生に会いに行

ったことがいつでしたか、あったように思いますけれど、お母さん方と話しておりません。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 選挙前で焦ったったのですか。現場にも来ず、利用者の声も聞かず、自前の施

設が欲しいと言われて、要望１つで事業決定するわけですから大変驚きです。 

 町長のこの町政報告会の資料なのですけれども、その中にこう書かれてます。今考えているこ

と、これは12月１日の町政報告会で配られている資料なのですけれど、ＪＡ兵庫西竜田支店跡地

購入、子ども・子育て事業や地域特産品を販売できないかということでここに載せられています

ね。相当やりたいという意気込みを感じるのですけれど、ここに書いてるみたいにまさか子育て

の拠点で特産品の販売をしないですよね。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） まず、選挙で焦ってるとか焦っていないとか、そういう松浦議員の発想は

どうもそういうふうになられるのですけれど、そういうことをこちらにも聞きにこられたみたい

に伺っていますが、そういうことでなくて、以前からそういう御要望がございました。それはあ

そこの場所でなく、ほかの場所でも先生をされてた方、最初は先生、今はそこにおられませんけ

れど、からも聞いたりとか、御要望が非常に強いということは思っておりますので、その認識の

もと、しています。 
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 そして、もう一点目ですが、そこの特産品の販売のことでございますが、当時町内でそういう

ことも含めた議論がございました。なので、先ほどの質問の中で私も皆さん気づかれてたかどう

かわかりませんが、こっちを見たり、そこを言わんでいいのかということを言いました。なの

で、農業のものが売れないかということは考えていました。ただ、それが後で聞くと、最初に決

まっていないというふうなことでございましたので、私も言うとかないと、もし売った場合、ま

たうそついたと言われたら失礼ですので、その可能性は私はあり得ると思っております。 

 それから、先ほどは出ていませんでしたが、倉庫のほうのところには、これも私も言わないか

ら黙ってたのですが、文化財があそこの中に入ってる部分がありますので、そういったこともそ

れをじゃあのけれるかというと、かなりのものが入っておるようですので、そういった部分もあ

りますので。しかし、それを踏まえてでも、あそこが広さ的にも十分できますし、平らなところ

でございますので、子供たちが十分遊べる場所だと思っておりますので、その御要望をぜひ実施

したいというふうに思っております。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 でもね、特産品なんか売ったらあかんでしょう。財産取得で子育て支援施設と

して使用するからということで上がってるのに、特産品売るためやったら話が変わってきます

よ。 

 あとは文化財については、たしか委員会のほうだと思うのですけれど、体育館の１階というか

地下というか、へ移設するというような話の説明を受けてます。それ町長のお耳に入ってないの

ですか。それとも、委員会の答弁はうそやったということですか。 

○議長（藤澤元之介） 教育次長。 

○教育次長（栄藤雅雄） 先ほども福祉部長の答弁もあったのですけれども、体育館の地下に整

理をさせていただきます。間違いないです。倉庫に入ってる文化財については、体育館の地下の

ほうで整理をさせていただきます。移転させていただきます。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 町長、肝いりの政策と言ってて、頭に入っとってないのですか。大丈夫です

か。できますか、これ事業、ほんまに。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） 私は以前の庁内の会議において、その文化財のところはあそこにたくさん

あるので、これをすぐに捨てないのだということを、そのときの場で聞いておりましたので、そ

のように理解をしておりました。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 いや、２月かな、ここで。 

   （「この場で言うたんや、きょう。やじ言いまして済みません。この場で言うとります」

の声あり） 

○議長（藤澤元之介） 静粛にお願いします。 

○松浦崇志議員 真剣味が足りないですね、私が言うのも何ですけれども。ほんで、思うてる以

上の答弁だったので、ちょっと動揺してるのですけれども。 

 ちなみに、皆さん先ほど総合公園へ移転すると、公園があったり立地面でいいのだというよう

な趣旨の発言をそれぞれ部長方からいただいてるのですけれども、利用者のママさんとかに聞き

ますと、私も実際子供が２歳、４歳ですから妻に聞いたりすると、総合運動公園のこの入り口の

部分というか、セブン－イレブンの向かい側の部分の遊具というのは、のびすくを使うゼロ歳か

ら３歳の子供たちが遊ぶような遊具ではないのです。もう少し年代が上の遊具なのです。だか
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ら、そのあたりもわかった上で発言をされているのか、それとも何となくのイメージで公園が近

いからということだけでおっしゃってるのか、その辺はいかがですか。 

○議長（藤澤元之介） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木村和義） 遊具につきましては、今はそういった遊具しかございません。た

だ、総合公園の計画の中に、もう少し対象年齢のちっちゃな遊具も今後整備される予定にはなっ

ておりますので、今すぐというわけではございませんが、そういったものを利用していただけれ

ばいいかなと思います。あと、遊具を使わなくても走ったりというような、屋外での遊びもでき

るというふうなこともありますので、大きな視点で捉まえていただければありがたいと思いま

す。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 これは何か落語ですか。もう笑点を聞いてるようで非常に不愉快なのですけれ

ども、こののびすくのことを進めていきますね。また、違う視点で見ていきます。 

 人員についてというとこです。これ拡充していきたいというのびすく事業の予算書を見ると、

人件費が減ってます。調べていきますと、昨年度はインストラクター２名、これが正規職員さん

に当たるのですか。常駐職員さんということですか。アルバイトが３名であったのですけれど

も、これは町長がベストと断言したこの政策なのですけれども、令和２年度予算ではインストラ

クターが１名、アルバイト３名と単純に人員が１人減ってます、常駐職員がです。これは何でで

すか。 

○議長（藤澤元之介） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木村和義） もともとのびすくのインストラクターの正規職員というのです

か、指導員は１名が数となっております。ただ、今は２名になっておりますのは、途中の年度の

引き継ぎのときに同一年度の引き継ぎがやりづらいというようなことでかぶった分があったので

すが、それが整理されないまま２名体制になっていたものを今回会計年度任用職員の方式に変わ

った中で再度職員のあり方を検討した中で従前の１名に戻したというところでございます。です

から、今回この場所に移転をするから１名減らしたという関連性は特にございません。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 いや、済みません。それはそれで結構なのですけれど、３年前はおっしゃって

るようにインストラクター１名、アルバイト４名なのですね。ということは、やっぱり減ってる

のですよ。この辺あたりを見ても、やはり大丈夫かなと、本当にやっていけますかね。さらに、

これ個人が特定されてしまうんであれなのですけれど、今お勤めのインストラクターさん一応２

名はもう今年度までということは聞いてます。新年度４月からは、このたび採用される方が１人

で回さないといけないと。それで、初めて入ったインストラクターさんが９月に移転の準備をす

るのですよ。できますかね。大丈夫ですか。無計画過ぎませんか。町長が以前も、10月臨時議会

のときに、行政は継続しておりますんで、誰がいるいないというのは置いといてというような発

言をされてますけれども、やっぱり今回もそういうふうに片づけられますか、町長。 

○議長（藤澤元之介） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木村和義） 人員についてはおっしゃるとおりでございますが、当然今残るア

ルバイトの職員はそのまま引き続きおりますので、その辺の事業内容について新たに従事する職

員にも十分教えるなり何なりということは当然担当課長も踏まえて取り組んでいくつもりでござ

います。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 ということは、もうアルバイトの職員さんに任せるということなのですね。私
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が言いたいのは、要は職員にまた負担を与えないかということです、しわ寄せが行きませんか

と、疲れてやめませんかということなのです。町長どうですか。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） まず、人員配置についても、これに限らずほかのところも、ここもそれで

行けるのですかということは聞いた記憶も私はあります、誰に言ったか正確に覚えてませんけれ

ど。いろんな部署の配置について、総務課が中心になってまとめてくれていて、それぞれ何人が

必要かということで計画を立ててきておりまして、そういうことをおっしゃってるのですが、私

は行けるものと思っておりました。そして、言いわけでも何でもないのですが、それぞれのとこ

ろでもしたくさん子供が増えた場合など、ほかのケースも、それぞれその都度対応をしていま

す。また、年度途中でもそれぞれの御事情によっておやめになる方、また会計年度に向けて来ま

すと言ってた方でも御希望されてた後に継続して来られない方も出てきておりますので、その事

情は僕は知りませんが、そういったことを踏まえながら、それぞれ担当部署がよく考えてやって

くれているものと思っております。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 よくわからない答弁なのですけれども、町長、のびすくというのはどんなとこ

ろか趣旨を御存じですか。でも、これ質問するとまた通告にないと言われるんで進めます。 

 のびすく、これは平成28年なんで数年前の資料ですけれども、子育てグループ開設の要綱とい

うことでこのようにあります。子供を健やかに育てるために心豊かな親になろうという趣旨のも

と、親子の触れ合いや新しい出会いを大切に、思いやりを持ってともに育ち合うグループづくり

を目指し、さらに地域や健やかな和が広がることを願いながら、親としてともに学び、積極的に

育児にかかわり、心豊かな親となることを目指して開設するとあります。ですから、のびすくは

子供のためだけのものではなくて、子育てする親、主にはママのものである。ともに親として、

人として成長していく場です。私の知り合いでのびすくに行って、本当によかった、あるいはの

びすくが私を変えてくれたという、そういうのびすくのＯＢさんも複数いらっしゃいます。そん

な方から質問をされたのですけれども、のびすくの現場の先生ではなくて、役場内の担当者は一

体どんな方なのですかと、私たちの思いをわかってくれる人なのですか、そういうふうに言われ

ました。私は確認したのですけれども、男性の部長、男性の課長、独身の若い男性職員というこ

とでした。これで本当に子育てに不安な思いを抱いているママさんたちのための子育て支援の拠

点ということで言えるのでしょうか、いかがでしょうか、町長。 

○議長（藤澤元之介） 副町長。 

○副町長（名倉嗣朗） その人員配置につきましては、女性がやればいいもの、男性がやればい

いものではないと思います。そこは女性がやれば女性の視点の観点ということで、それは必要な

部分もあろうかと思いますけれども、男性の職員、男性の独身職員であっても女性のことをわか

る方もあれば、逆に女性の方でなかなか女性同士、同じ同性同士で理解がいただけない方もいら

っしゃると思いますので、そういう観点だけで物事を見られるということじゃなくて、やはり全

体として適正配置の中で今回会計年度任用職員もいろいろある中で、今まで嘱託の方がする、今

までニーズに関してもどうかというところで配置をさせていただくものがベスト、ベターですか

ね、ではないかと考えます。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 ということは、現状の人員配置においてはベターであると、役場全体の人員配

置がベターな選択だということを副町長が今おっしゃったわけなのですけれども、これまた次の

後の質問に置いときます、それはね。 
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 令和２年10月に移転して、令和３年４月から児童館と合併することも計画しているとのことで

すけれども、あのＪＡ兵庫西竜田支店跡地の面積で児童館とのびすくを一緒にやるということに

まず不安を覚えている利用者さんたちがいるということが、もう現実にあります。のびすくのマ

マも児童館のママ、どっちも不安を抱いてる中で、私自身が子育て世代ですから横のつながりで

情報がたくさん入ってきますと。がっつりイベントにかかわっていきたいのびすく利用のママ

と、緩くかかわっていきたい児童館利用のママ、これは求めるものが全く違います。それを本当

に一緒にできるという判断ですか。さらには、今もう募集、応募といいますか、来年度に向けて

の募集を児童館だったら停止したりとか、のびすくやったら移転することを、のびすくも児童館

も一緒ですけれど、そういう話がもう出てると、利用者さんに対してね。これ大丈夫ですか、不

安ばっかりあおって。どうですか、そろそろ町長答弁してください。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） まず、児童館のほう、利用人数を反対に御存じですか。私が見に行ったと

きはゼロ名だったり、１名だったり、子供さんと親１名とか、行事といいますか、やるときには

十数名とか集まるのですね。そのときによって違うのです。そして、建前上は年齢上のところま

でもあるのですが、現状としては小さい子供さんとお母さんが行かれておりますので、その現状

を。私が見たときなので、いつもいつもどうかは知りませんが、子供も親もいないのに職員だけ

いるとか、１人か２人かな、なのに職員が２人いるとか、誰もいないのに２人いたときもあった

かどうかと思いますが、そういった中で一緒にできないかということと、それから建物が古く

て、私が町長になって中で聞かされたことは、もう古くてこの建物を本当に潰さなきゃいけない

んだと。私は雨漏りしてるところの現場を見に行きましたので、雨漏りでブルーシートをかけて

あるところを見ました。そういった中で、ぜひとも２つを１つにしてできないかなということを

私も考えましたし、内部もそういうことで今進んでいるということで、調整をしながらぜひとも

実施をさせていただきたいと思っております。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 それでも進めようとする町長の意図がわからないのですけれども、これ議案に

上がってるから仕方ないのですけれど、保健福祉会館、ひだまりですか。例えば、もう極端に言

うたら、そこへのびすくと児童館全部を移してしまって、介護事業自体をＪＡのほうでやると

か、それぐらいのことを考えてもいいのじゃないかなと、最近、この数日間の答弁を聞いてると

思ってきました。あした、それから生活福祉文教常任委員会でも、恐らく一般質問でされてない

方々がたくさんこれで疑問というか、疑念というか、無計画性が露呈したわけですから、きっと

たくさん質問あると思うんで、そのあたりを全て明確な回答をしていただけるように。委員会の

ときは通告制はないですから、町長、きちっとお答えしてくださいね、よう調べといてください

よ。ほんで、この議会というのは町民だけが見るものではありません。町職員も見ています。議

事録を読んでいますから、余り適当なことを町長言われたら愛想を尽かされますよ。 

 それでは、次に行きます、もう時間がほぼないのですけれども。 

 大きな２番です。平成30年度より職員の早期退職者数が倍増しているが、服部町長の就任と何

か因果関係があるのか。 

 令和２年２月13日の総務経済建設常任委員会にて報告のあった職員の離職について、それ以降

についても退職を希望する数が増えていると聞いた。委員会において提出されたデータから、服

部町長が就任されて以降、急激に退職者数が増えており、異常事態が発生していると読み取れる

が、太子町として理由や原因を調査しているのか。太子町役場内部では、何か大変なことが起こ

っているのではないか。一体、どんな状況になっているのか。このような早期退職者数２桁の状
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況が続けば、この先、太子町はどうなってしまうのか、大変危惧する。以下に問う。 

 １、服部町長は町会議員時代に「役場職員の接遇態度を再教育すべきだ。同時に職員のメンタ

ルヘルスに上司は配慮すべきだ」というタイトルで、平成27年３月定例会で一般質問をしている

が、職員のメンタルヘルスにどのように配慮をされているのか。 

 ２番、離職者について。 

 ①今年度の職員の離職者数（予定者も含む）、３月５日現在。 

 (3)休職者について。 

 １、今年度の職員の休職者数、５年前、10年前との比較。 

 (4)番、管理職の退職について。 

 ①令和２年３月３日時点の正規職員は男女それぞれ何人で、女性職員の比率は何％か。女性管

理職の人数は何人か。それは、正規職員のうち何％か。同じく、男性職員の人数は何名か。それ

は正規職員のうちの何％か。 

 ②平成26年度との比較で、男女の管理職の数、割合にどのような変化があるか。 

 ③今年度退職者のうち、管理職が占める割合は。 

 ④今年度退職した、あるいはする予定の者で、全体に占める女性管理職の割合は。男性管理職

の割合は。 

 (5)この異常事態を調査したのか。結論は。行政職のデータを希望する。幼稚園、保育所など

専門職は、データから除外してくださいということでお願いします。 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） まず、１番目の御質問でございますけれど、職員の接遇については、

原則毎年新規採用職員に向けて年度当初に接遇研修を実施し、また播磨自治研修所の接遇研修に

も派遣し、公務員としての接遇の心構えや技術の向上に努めております。そのほかの職員におい

ても、播磨自治研修所等における窓口対応研修や接遇指導者養成研修などに派遣するとともに、

外部講師を招いて接遇に対する意識改革や相手の求めている期待や満足について考え、気づきを

得るためのユニバーサルサービススキルアップ研修を実施するなど、その意識及び技術の向上に

努めているところでございます。また、メンタルヘルスについては、所属内を管理監督する立場

にある職員が常日ごろから職員の様子を観察することの重要性を再確認するため、播磨自治研修

所におけるメンタルヘルス（ラインケア）研修などに派遣するとともに、自身の能力、価値観を

振り返り、納得した働き方を見つけることで仕事に対するモチベーションの向上を図り、またメ

ンタルを前向きにするメンタルタフネス術を学ぶモチベーションとメンタルタフネス研修を実施

するなど、日ごろの心がけや声かけやコミュニケーションとあわせて、さまざまな面から職員の

心身の健康管理に配慮しているところでございます。今後においても、充実した行政サービスを

提供できるよう、安全衛生管理体制や研修の拡充を検討し、職員の福利厚生の充実に努めてまい

ります。 

 次に、(2)離職者についてでございます。 

 先日の井村議員ときょうの出原議員の御質問の際にもお話しさせていただいてますとおり、退

職者が１名増になりまして令和元年度における離職予定者は11名となっております。 

 次に、３番目でございます。 

 休職者についてということで、５年前、10年前との比較でございます。休職については、負傷

または疾病のため療養する必要があることによる病気休暇を経てもなお、引き続き心身の故障の

ため、長期の休養を要する場合に発令される地方公務員法上の分限処分であり、今年度において

は１名、５年前の平成26年度も１名、10年前の平成21年度も１名が休職となっております。 
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 ４番の管理職の退職についてでございますが、まず１点目、令和２年度３月３日現在の正規職

員数は192名で、男性106名、女性86名で、女性の割合は44.79％となっております。 

 次に、管理職の内訳として、男性管理職の人数は35名で、正規職員数の18.2％、女性管理職の

人数は16名で、正規職員の8.3％となっております。 

 次に、移らせていただきます。次に、管理職の人数及び割合でございますが、平成26年度と比

較し、男性管理職の人数は２名、比率でマイナス5.4％の減でございます。女性管理職の人数は

プラス７名、比率はプラス77.8％となっており、女性の仕事での活躍を推進するよう義務づけた

女性活躍推進法が平成28年４月に施行されたことを受け、女性管理職の積極的な登用を行ってお

ります。なお、女性の管理職登用に当たっては、ワーク・ライフ・バランスや実務上の課題を共

有し、女性リーダーとしての資質を高めるとともに、幹部登用に向けて意欲が向上するよう必要

な研修にも参加をしております。 

 次、５番でございます。この異常事態を調査したのかというところでございますが、井村議員

の際にもお答えいたしましたが、この数年の早期退職者増の状況を残念に思っております。退職

理由は、結婚や新たなことへの挑戦によるもの、あるいは家族の介護、体調不良等によりますの

で、どうしてもやむを得ないことと考えております。かなうものであれば、定年までぜひお勤め

いただき、おのおのの能力を発揮していただくとともに、長年培ってこられた経験を後輩に引き

継いでいただきたいところでございますが、おやめになる理由はそれぞれであります。長くお勤

めいただけるような職場づくりを引き続き検討してまいりたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 管理職のお答えになってない部分があります。③かな、退職者に占める管理職

の割合、④です。 

   （「③、④、これ両方ともやん」の声あり） 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） 大変申しわけありませんでした。 

 早期退職した者で全体に占める女性管理職の割合につきましては27.27％、男性管理職の割合

は9.09％となっております。 

   （「③は」の声あり） 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） 済みません。③も抜かしておりました。 

 今年度早期退職者における管理職が占める割合でございますが、36.36％となっております。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 まず、１番なのですけれど、服部町長が町会議員時代におっしゃってることに

ついて、それに目をつけられておられるんだから、町長となって今どのように配慮されてるかと

いうことを私は質問しています。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） まず、私も当時の議事録ですか、職員の話すときの言い方、それから帰っ

ていく職員を見たときに疲れている職員を見たから配慮してくださいということで、僕はあのと

きに追求するとかそういうことでなくて、そういうことをお願いしたいということで言いまし

た。そして、入って気づきましたが、いろいろと職員もやってくれています。特に課長さんは自

分の課のことをよく目を向けてやってくれていっています。そういった状況をいろいろ聞きなが

らしておりますので、何も配慮していないというものではなく、精いっぱいそれぞれのことをや
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ってくれていっていますので、私はそれでやってくれてるというふうに認識をいたしました。 

 それから、職員の研修、入ってから、私が町長になってから、これをやったらどうと言ったの

は自衛隊に行っての研修と、それから以前からどうも話があったみたいですが、名前が間違って

たらごめんなさい、ピュアランド山の里と言ったと思いますが、そこへ行って職員が接遇の研修

したりなど、そういったいろんなことを配慮してやっています。私がじゃあ、具体的にあれもし

なさい、これもしなさいというふうにまでは言うてない現状でございますが、やってくれてると

思っています。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 明確な答弁になってないので、もう一度お願いします。メンタルヘルスにどの

ように配慮されているか、町長自身が部下の方に。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） 職場内の産業医が診たり、その個々の書類は僕は見たことないのでわかり

ませんけれども、そういったことで、たしか相談に乗ってほしい人がいた場合は相談に乗っても

らうということで進んでいるので、要はアンケートに答えるものがあります。調子が悪いといい

ますか、そういうことに対して実際にやっています。また、日ごろの声かけやコミュニケーショ

ンとあわせまして、さまざまな面から職員の健康管理には日ごろから配慮しております。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 言うても伝わらんと思うので、多分その辺のメンタルヘルスについてという

か、それを配慮されてないから、恐らく職員さんがたくさんやめていってるのやと思うのですけ

れども。 

 続けていきますと、休職の中で病気の中にも疾病、疾患とか心の病というのがあると思うので

すけれども、休職者のある部署が、そうなると人員が減になりまして、ほかの職員の負担が増と

なるということで、その結果、組織が疲弊し、また新たな休職者を生むという負のスパイラルが

起こる可能性があると思うのですけれども、人員は適切に補充していますか。人事権を持つ町長

として、副町長や人事担当課に具体的にどのような指示をされていますか。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） 役場において、このようなことが発生したときにどういうふうにしてるの

か聞きました。従来から欠けた場合、すぐに雇えない、本当ならば雇いたいわけですけれども、

やめたからすぐに来月から正職をということができないのが現状でございます。ですから、その

都度各課長から、部長、次長が同席のときもありますが、御相談を受けたときに、例えば今でい

うと嘱託職員を雇いたいとか、アルバイト職員で対応したいとか、そういうことについてそのよ

うにしてくださいというふうに申し上げております。 

 それで、１個だけ、言いわけだと捉えるかもしれませんが、あえて言っておきますが、先ほど

の埋蔵文化財の件ですが、私はこの議会に向けても役場内で調整している会議にも忙し過ぎて、

私がいないときは残りの者で調整してくれておるのですが、そのときにこの答弁のことも調整し

てくれておりますが、その間に揖龍衛生ですとか、農業共済とか、いろんなことで、あるいはそ

の他でも出たりということもありまして、そのときに調整がされていたものについて、申しわけ

ございませんが十分把握していなかったのかもしれませんので、それは言いわけです。 

 もとに戻しますが、先ほどのそのように担当の課長たち、それは総務課が言ってくるときもあ

るのですけれども、配慮をしております。しかしながら、万全になかなか人の配置ですから行か

ない部分があることも事実です。ですから、どうしてものときには入れてるし、やむなくやるん

だというふうに課長が言った場合、そのようにしてるケースもあります。そのケースケースでご
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ざいます。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 もう町長の言いわけは聞きたくありません。忙しいのはわかるのですよ。揖龍

衛生も２日前に揖龍衛生の会合があったと思うのですけれど、議会がね。先ほど埋蔵文化財の件

についても、この議場で午前中ですか、中で話があったわけですから聞いてないということじゃ

ないですか、この議場で。議会軽視というか、この定例会自体ももう軽視されてるわけですか、

もうそれは答弁要らないですけれど。 

 例えば、病気休暇とか休職者がいない前提で定員管理計画ですか、つくられてると思うのです

けれども、人員が減った場合とか、必ず補充をしていかないと本当にひずみが出てくるというこ

とを申し上げて、職員を見てますと非常に負担が行ってるなということは感じます。町長みずか

ら今忙しいのやとおっしゃいますけれど、職員も頑張っていますし、職員も忙しいはずですよ。

自分だけが忙しいみたいな言い方はおやめいただきたいですね。実際、平成30年度に職員の事務

誤りに係るインシデント、介護保険料の誤徴収と児童手当の重複支給などが発生しています。こ

うした件も人事上に問題があると言わざるを得ません。経験値などのバランスを考慮した適材適

所の配置ができていないこと、また欠員補充等を行わなかったことも起因していると思いません

か、町長いかがですか。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） まず、受け取り方だとまた松浦議員は言われるかもしれませんが、私だけ

が忙しいと言ったつもりは全くありません。職員も忙しく、それはけさある職員とも話したとき

も、本当に職員が忙しくなってるなという認識を示しております、話しましたので、そういう意

図はございませんので誤解なきようにお願いします。 

 それから、事務の間違いがあって、それが配置のミスではないかということを、今おっしゃっ

たのは高年介護課の件でよろしいですか。私は引き継いでるので、前の人がどうのこうのとか言

うつもりはございませんが、そこのことについての配置、あれはコンピューターの処理、ですか

ら余りこういう場では言いたくないのでどうしましょうか。暫時休憩可能ですか。大丈夫です

か。してもらったほうが言いやすいのですけれど、いかがですか。 

○議長（藤澤元之介） 暫時休憩いたします。 

（休憩 午後４時35分） 

（再開 午後４時36分） 

○議長（藤澤元之介） 再開いたします。 

 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 今の町長の発言は議事録に残すべきと思いますが。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） 行政は継続していろいろとしておりますので、私が町長のときに起こった

事件でございますので、それでは私が入ってすぐに、じゃあ途中でやろうかかえていないという

ことであれば、私のいろんなこともあるかもしれませんが、以前の方のことをどうこう言いたく

ございませんので、その配置について私が不適切であったということであれば、私はおわびを申

し上げたいと思います。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 今の説明であれば、不適切でもしあったとしたらということですけれど、服部

町長が就任されて町長である以上は、役場内で起こった事件といいますか、事故については服部

町長の責任ではないのですか、人の責任でしょうか。 
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○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） いえ、人のせいということで言ってるのではありません。コンピューター

の操作の手順を誤ったために起こりました。私が十分職員を指導できていなかった点、おわびを

いたします。私が悪かったと思っております。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 トップですから、常にその前の町長さんの人事だからとかということではなく

て、今現在問題が起こったら、服部町長、全てあなたの責任ですよ。これはいろんな問題が役場

内、多分職員ほんまに精神的にいっぱいいっぱいになってる子もたくさんいると思うのですけれ

ど、昨年、町長、これ言おうかどうしょうか迷うたのですけれど、職員でみずから命を絶たれた

方がいらっしゃいますよね。このまま続いたら、同じ状態が続けば、第２、第３のケースが出て

くる危険性があると思うのですけれど、いかがですか。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） そのようなことがないように、今庁内一丸となって取り組んでいるところ

でございます。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 済みません。職員の退職理由の説明について、総務経済建設常任委員会でもそ

うですし、先ほどの議場内での発言もそうですけれど、介護や新しいことにチャレンジするとい

うようなことを理由として額面どおりに受け取ってる状態が異常だと思います。まるで他人事で

はないか。その自殺の件について、太子町としては何か調査されたのですか。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） あのとき、私が報告を受けておりますのは、もちろんそのときに私はどの

ようにすぐ対応すべきか課長とかとお話をしましたが、御本人様の御家族の意向ということがご

ざいましたので、そのことも言わないでくれということもございましたので、そのようにさせて

きていただいております。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 遺族の意向ということですけれど、それで調査をしないという判断を誰がなさ

ったのですか、町長。 

○議長（藤澤元之介） 副町長。 

○副町長（名倉嗣朗） 先ほども町長が申し上げたとおり、御遺族の御意向がございましたの

で、全体の庁議の中で調査というか、それぞれどういう理由かと、遺書が残ってるのか、そうい

うところまで突っ込んだ形で調査はしておりません。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 原因究明をしなかったこと、そして名簿から突然知らない間に名前が消され、

まるで職員として存在しなかったかのように扱われていること、御遺族の気持ちかもしれません

けれども、職員がどのような思いでその事実を受けとめてると思ってるのですか。だから、私は

先ほど第２、第３のケースが出てくるのじゃないか。このまま行くと、太子町は大変なことにな

るのじゃないか、そのように申し上げています。いかがですか、町長。町長。 

○議長（藤澤元之介） 副町長。 

○副町長（名倉嗣朗） 議員おっしゃるように、自決の理由はいろいろあろうかと思います。第

２、第３の方が出ないように当然のことでございますし、それは議員がその自決の理由が本当に

ここの太子町の職場環境が非常に悪化して悪くて自決されているということをお知りであるので

したら、それはそうかもしれませんけれども、そういうふうにならないように今後とも引き続き
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努めてまいりたいと思っております。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 今の副町長の答弁であれば、もうまさに調査せずとも太子町、その職場内に原

因があったということが明らかだということを今おっしゃったわけですよね。 

○議長（藤澤元之介） 副町長。 

○副町長（名倉嗣朗） 私はそういうふうには申し上げておりません。松浦議員がそういうふう

にお調べであって、そういう理由であることも存じ上げませんけれど、私自身はここの職場に問

題があって自殺しているとは考えておりません。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 じゃあ、町長にお答えいただきたいのですけれども、その原因究明をせずに、

そのように結論づけた、それで結構ですか。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） 結論づけたというのは、もうちょっとはっきり。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 太子町に責任はなかったと、職場環境に問題はなかった、人事異動に問題はな

かったということを、太子町としては何も調べずに、御自身たちの判断で職場内には問題がない

ということを判断されたということでよろしいですか。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） お答えをいたします。 

 その職員のそれまでのいたときの状況とか、いろんなことなどがあります。あって、それを今

いいとか悪いとかじゃなくて、こうでした、こういう状況でした、ああいう状態でした、休憩と

ってもらったら私はもっとしゃべりますけれど。こういうことも周りの者にしましたとか、そう

いったことをここでは言うのは妥当ではないと思いますし、御本人の御家族様がもうそういうこ

とになったことについて言わないでいただきたいと、職場の人たちにも言わないでいただきたい

という御意向でございましたので、そして私が行くべきか当時悩みました、おうちとかに。課長

がやりとりを当時、たしか奥様だったと思いますが、奥様としたと報告を受けましたが、されて

おりましたので、そういった状況におきまして、では何が根本的にこうだったのか、ああだった

のかとか、じゃあ本町としてどうだったと結論づけたのかとか、そういうことと言うよりも御家

族の御意向を最大限、最も重要視させていただいて、そのようにさせていただきましたので、松

浦議員が職場の職員がそういうことにならないようにということで、職員がそうなったら大変だ

ということで言われているというのはよく理解させていただきました。そして、それはそういう

ことがあってはならないことなので、そういうことがないように取り組んでまいってきていると

ころです。しかし、いろんなことがあるので、これを言うとまた言いわけと聞いたと思ったと言

われるかもしれませんが、100％じゃあどうできるかということはなかなか私も言い切れませ

ん。しかし、特に直属の上司である課長は、この方のこと以外も日々本当に気を使って、配慮し

て接しておられると、そのようにしております。私は直接話さんほうがいいというふうに聞いた

ことがありますから、私はそばにいながら、それはそちらが僕が声かけてくれたらと言われるか

もしれませんが、私は課長と相談しながら職員の様子は見守りながら、複数それぞれのいろいろ

悩みを抱えている職員、いろんな事情の職員がおりますので、そのような対応を私はさせていた

だいています。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 先ほども申し上げましたように、この庁内で起こったそういう事件といいます
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か、出来事は全てやはり町長の責任といいますか、町長が指揮をとって、何も公表してくれとい

うことを言ってるわけじゃなくて、内部の中で原因究明をしたのかという今は質問だったので、

それすらしていないということは第２、第３の同じようなケースを生む可能性がありますよとい

うことを申し上げましたし、職員自身がそんな職場環境の中でそういう上司ばかりしかいないよ

うな環境で、まともにまともな精神状況で働けるでしょうか。 

○議長（藤澤元之介） 副町長。 

○副町長（名倉嗣朗） 再度お言葉を返すようでございますけれども、町長が申し上げたように

御遺族の御希望がございましたので、それを最大限配慮させていただきました。私が前に勤めて

いたところで申し上げますと、本当に職場に不満がございましたら、その職場で自決をします。

飛びおりた人間を何人も私も見てきました。その意味からすると、彼がそういういろんな悩みを

日ごろから抱えてたかわかりませんけれども、それが全て太子町の職場にあるのか、御家族なの

か、それとも周りの環境なのか、本当にわかりません、正直。そういう意味からして、この職場

で本当に亡くなったのであれば、それは私は原因究明をきちっとしなきゃいけないものだと認識

しておりますので、その点では御理解いただければありがたいと存じます。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 ようわかりました。太子町の幹部は自浄作用がないというか、危機管理のそう

いう姿勢がないということがよくわかりました。 

 次、もう時間がないので行きますけれど、女性の管理職がやめてるということで、要はこれ増

えたのですか、減ったのですか、平成26年度と比較して。 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） 女性管理職の数としては増えております。プラス７名でございます。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 増えてるのでしょう。服部町長がそら町会議員時代に女性の管理職を増やした

いということで、町長になられてその意向はあったと思うのですけれど、結果的に増やした女性

の管理職というのはやめていってます。さまざまな事情があると思いますけれども、あと一年、

２年、定年まで全うしてほしかったというのが私たちの気持ちでもあります。どこかのタイミン

グで管理職になる試験をみずから受けたのですから、管理職になったからといって仕事を投げ出

すというのはおかしいと思います。ただ、それを超えてでもまた年金まであと数年間、職を失っ

てでもその職を辞する心中、察するに余りある心境です。町長、皆誰でも向き不向きがありま

す。特に女性は家庭のことをしながら仕事を抱えています。事務仕事が好きで、そのことなら

100％パフォーマンスを発揮できる人でも、議会対応や会合など、苦手な分野をやらされると苦

痛以外の何物でもないという状況もあります。そのあたりを理解されて、適材適所、向き不向き

を考えて、町長の好き嫌いで配置するのではなく、職場異動って太子町にとって最善と思われる

人事をすることを提案いたします、いかがですか。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） 松浦議員のおっしゃってる言い方は、何か決めつけた言い方をされてるよ

うに私には受け取れます。それぞれの職員が、これは管理職だけではなく、ほかの若い職員も、

ここでもしうまくいかなかった、本人を生かすにはどこがいいのだろうか、例えば対住民との対

応がうまくいかないと言えば、どこができる限り少ないとこがあるのだろうか、本人の適性を生

かせる場所はどこだろうか、そういうことを考えながらやってます。そして、管理職において

も、私は男女共同だということを考えておりますので、女性も増えてしかるべきだと思っており

ますし、私としては、行く場所は決まってますよね、その中でここだったらいいのではないかと
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いうことも踏まえて考えておりますので好き嫌いでやったりしておりません。御理解のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 私は女性の管理職を増やすことがだめだとは言ってません。その方その方のや

りたいこと、能力、そのあたりがあるということで、そのことも踏まえた上で適材適所配置すべ

きだということを提案いたしております。町長になられて、当初、僕は人事権あるけれど、あな

たどの部署が希望ですかと一人一人に聞いていったということも聞いてます。実際その後、人事

異動もあったようですけれども、そのような行為自体に違和感を覚えますし、職員はそんな町長

に萎縮して町民のほうを見ずに町長の顔色を見て仕事をするのじゃないかと、本当に疑問を抱か

ざるを得ません。きわめつきは昨年、その方の権利だからそれはいいと思うのですけれど、採用

と同時に育休をとることがわかっていて、採用する際にそれを認めた上で採用したというような

うわさも聞きました。しかも、近隣市町の方ではなくて、阪神地区かどこか知りませんけれど、

少し遠いところの方だと聞いてます。その後、何か引っ越しをしてくるやどうやこうやというよ

うなこともあるみたいですけれど、制度上は許されても、町民感情としては到底受け入れられま

せん。また、職員としても人員を補充してほしいというときに、育休前提の採用というのはいか

がなものかと。今後よくお考えいただきたいと思います。 

 本日の結びとしまして、このタイトル、平成30年度より職員の早期退職者数は倍増している

が、服部町長の就任と何か因果関係があるのかということにつきましては、さまざまな状況を鑑

みた際に、服部町長の好き嫌いで行った人事、人事権を振りかざした町政運営ということが非常

に多いということから、私自身は因果関係があると結びつけざるを得ません。町長、あしたの朝

礼でも、松浦に何であんな一般質問をさせたんやというて大声出さんといてくださいね、いつ誰

にパワハラ言われるかわかりませんので。時間があれなんで答弁は結構ですけれど。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） 私は外部から役場の中に入りました。そして、わからないこともいろいろ

ございました。今、松浦議員は例えば人事権を振りかざして、私に人事権があるからと聞いたと

言われる、そういう言い方はしてません。それぞれ向きがある、どういう気持ちがあるか、私は

町長室に課長級たちが、当時は副町長がおりませんでしたので入ってきてくれることがとてもう

れしかったです、いろいろ話ができますから。それは課長級に限らず、ほかの職員でも、若い人

はほとんど来ませんでしたけれど、何か決裁のことで来た係長がいましたけれど、そういった中

でいろいろと職員と話をした中で出たこともあると思います。 

 それで、育休のことは町民感情として許せないということを言われましたが、この方の採用の

ときも私たちもいろいろと、私たちが面接で点数をつけて、それぞれ公平公平に評価して採用の

方を決めておるわけでございますが、公平というか、あわせてそれぞれね。それでその合格圏の

方でありますし、その方が入られた後、子供ができてお休みになるということももちろん権利が

ありますが、これをどのようにするのがいいのか、当時、これは総務課がいろいろと調べてくれ

ました。そして、私たちはお雇いするのが妥当だというふうに結論づけて、そのようにさせてい

ただいておりますので、その辺は御理解をいただきたいと思います。私はそのように思っており

ますので、その方のこともありますので、そういうことはおっしゃらずに、また精いっぱい働い

ていただけると思っておりますのでよろしくお願いします。 

○議長（藤澤元之介） 副町長。 

○副町長（名倉嗣朗） その方というか、特定されてしまいますけれども、若干補足だけ誤解の

ないようにお願いしたいと思います。 
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 面接等々が終わって、お子様が生まれるということで採用即育休というふうな、これも本当に

採用していいのか悪いのか、太子町としての判断を最終的に太子町としてはさせていただいてる

のですけれども、県のほうにもこういう場合、国とか、いろんな例があると思いまして照会させ

ていただきました。逆に採用しないことが違法になりますよと県のほうから助言をいただいた結

果、そしたらそういうことになる、１名がもともと減になるのですけれども採用させていただい

たということでございますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（藤澤元之介） 松浦崇志議員。 

○松浦崇志議員 これだけだから職員の数が減ってる中で、その職員さんたちは１人でも増えて

くれるという期待を込めて思ってたと思うのですけれども、途中でもお話ししましたけれど、こ

の議会というのは職員も見てますからね。だから、その辺をどういう、ふだん聞けないことが、

もしかしたら僕のこの一般質問の中にあったのかもしれないし、町長のお考えというのがわかっ

たのかもしれませんので、今後信頼関係をどう築いていかれるかわからないですけれど、何とか

頑張ってください。 

 国会のほうでは、タイは頭から腐るということが話題になってますけれども、それがどうかは

わかりませんけれど、仮にタイの頭が腐っても、体という組織には特に人が大事です。私は人づ

くりがまちづくりだと思っています。どうか、人を大切にしてください。議会も当局もみんなで

力を合わせて、太子町のためにともに喜んで進んで働きたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。ありがとうございました。 

○議長（藤澤元之介） 以上で松浦崇志議員の一般質問は終わりました。 

 間もなく定刻の５時が来ますが、会議規則第９条第２項の規定によって会議時間を延長しま

す。 

   （「議長、トイレ休憩いいですか」の声あり） 

 今、トイレ休憩というお話が出ましたけれども、このまま続行してもよろしいでしょうか。 

   （「異議なし」の声あり） 

 次、上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 ７番自由民主党上山隆弘、通告に従いまして一般質問を行わさせていただきま

す。 

 先月お引き立てを受け、自民党に復党をいたしました。自民党が民主党の政権にとられておる

野党の時代、谷垣禎一総裁は地方こそ原点であると訴え、そして自民党は今与党として務めてお

ります。また、公明党とも協力はいたしておるような状況でございます。やはり地方こそ原点と

いう中で、国も工夫をして、地域が自立していくように進めようとしておる中で、本日までの大

きな反省も踏まえ、今までの経験を生かし、さらにこの町のために今抱えておる自分自身の課題

の解決も含めて務めていくことを改めてここでお誓い申し上げ、第１回太子町議会定例会の一般

質問に入らせていただきます。 

 まず、たくさんの方の質問の中でかぶっておる質問もたくさんありましたので、かぶる答えに

ついてはそのように答弁をいただきましたら結構ですので、できるだけ簡素にお答えいただきた

いと思っておりますので、参集の皆様も御協力と御理解をいただきまして、もうしばらくの間よ

ろしくお願いを申し上げます。 

 １つ目の質問でございます。施政方針について、町長に問う。 

 令和２年第１回太子町議会町長施政方針について問う。 

 全体として、冒頭のほうで自分ごとという言葉を使われておられます。課題について無関心な

方々に対して、どう理解を進めるかということも重要なところがあるというふうに考えますが、
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町長のお考えはいかがか。 

 ２番、町民と議会、行政の役割分担について、具体には町長はどういうことを言っているの

か。 

 (2)協働のまちづくりの推進について。 

 ①提案型協働事業補助金について、実施には賛成だが、予算規模が小さいのではないか。 

 (3)地域資源の活用について。 

 ①学校給食の地産地消についての取り組みについて、具体な説明を求める。また、郷土料理と

あるが、それはどのようなものを言っているのか。 

 (4)子育て支援の充実について。 

 ①子育て支援拠点として、兵庫西農協竜田支店跡地にのびすくを移転するとあるが、以前から

の検討、決定までの経緯、今後のあり方の計画について説明を求める。 

 (5)社会教育の充実について。 

 ①文化財について、未活用の文化財の掘り起こしとあるが、それについてどういうことか、具

体な説明を求める。 

 (6)地域福祉の充実について。 

 ①自治会、老人クラブが担う役割について、どう考えているのか。また、ボランティアやＮＰ

Ｏ、民間福祉関係団体との連携はどのように図るのか。 

 (7)都市機能の整備促進について。 

 ①神姫バスなどと記してあるが、ほかにどこが対象として考えてあるのか。また、運行経費の

一部補助を行うのであれば、事情はよく理解はしておりますが、町として現状の路線運航でよい

のか。 

 (8)行政基盤の確立について。 

 ①行政の効率化とはどのようなことを言っているのか。また、質の高い住民サービスとはどう

いったもので、選択と集中について具体な取り組み方針の説明を求めます。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） まず、１点目ですが、自分ごとということですが、住民の皆様はそれぞれ

お仕事や生活をお持ちでありますが、その中でより多くの方々にまちづくりに参画、協働してい

ただきたいと考えています。そのきっかけとして、まちづくりや町政に関心を持っていただくよ

う、「広報たいし」やホームページ、ＳＮＳなどを使って情報発信の充実を進めてまいります。

また、太子あすかふるさとまつりや各種講演会、防災訓練などの町行事への参加を呼びかけ、地

域の現状や課題を知ってもらうとともに、住民同士の交流も深めていただき、地域の課題を自分

たちで解決しようという機運の醸成を図ってまいります。 

 次ですが、役割分担というとこですけれど、町民の皆様と町議会の皆様、そして行政の役割分

担についてですが、行政は法令や予算に基づき行政サービスを自主的かつ総合的に実施する役割

を、また議会は条例や予算の議決などを通じて町の意思を決定するとともに、行政の事務処理を

監視する役割を担っています。そして、町民は行政サービスの受益者であるとともに、選挙など

を通じて町の運営にかかわるとともに、地域社会の一員としてまちづくりに参加する役割を担っ

ています。そして、それぞれの主体が個別に役割を果たすのではなく、相互の意見交換や議論、

そして参画し、協働し合うことにより有機的に連携し、“和のまち太子”の実現という共通の目

的を達することができると考えています。町民、議会、行政、それぞれ機能が異なりますし、そ

れぞれの主体が持つ強みも異なります。それぞれの強みを生かし合うことが“和のまち太子”の

実現につながるものと考えております。 
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○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） 私のほうから、(2)番、提案型協働事業補助金の実施について答弁さ

せていただきます。 

 提案型協働事業の実施について御賛同いただいておりますこと、ありがとうございます。その

予算規模ですが、補助金額10万円を２団体までとしております。これは住民の皆様の生活に密着

した事業について、住民、行政が協働して取り組もうという趣旨からであります。金額を多額に

すると大規模な事業やリーディングプロジェクト的な事業も実施になるでしょうが、まずは地域

の身近な課題解決に資する事業をということで補助金額を10万円に設定いたしました。多くの団

体から提案をいただき、申請のあった事業内容を踏まえ、今後補助金額については検討してまい

りたいと考えております。 

 次に、(6)番、自治会、老人クラブが担う役割、またボランティア、ＮＰＯ、民間福祉関係団

体との連携についてでございますけれど、自治会は集落等を単位とし、年齢等に関係なく全ての

住民が加入できる任意組織です。地域にとって一番身近な組織であり、地域課題の解決や各種行

事の開催による地域のきずなの強化、また自主防災組織等による安全・安心の確保など、大変大

きな役割を果たされています。また、老人クラブも地域ごとに高齢者が集う組織として、高齢者

の生きがいづくり、健康増進、地域貢献活動の実施など、大きな役割を果たされています。少

子・高齢化の進む中、地域の活力を維持するためにも貴重な存在であると認識しております。ま

た、ボランティア、ＮＰＯ、民間福祉関係団体との連携につきましてですが、意見交換により地

域課題を共有する、また課題の解決に当たっても協働により活動を展開するなどの連携を図って

まいります。 

 次に、(7)でございます。 

 神姫バスなどのなどとはということと、現状の路線運行のことでございます。民営乗り合いバ

スへの運行経費の一部補助金につきましては、神姫バス及びウエスト神姫への補助を予定してい

るところです。本運行経費の補助につきましては、国、県、近隣自治体とともに定められた負担

割合により実施しているものです。また、バス事業者と運行経路やダイヤ改正等の協議を都度行

っており、令和２年２月には、横断歩道に隣接し危険とされていた鵤のバス停留所につきまし

て、地元、地権者、バス事業者との協議において連絡調整等で協力し、バス停留所の移転に結び

つけることができております。公共交通の維持につきましては、既存のバス路線やタクシーの供

給量を維持するため、事業者とともに住民の利用促進に努めるとともに、住民、事業者、関係機

関等との理解、協議を深めながら利便性向上を進め、町に合った形のよりよい公共交通を構築し

ていきたいと考えております。 

 続きまして、８番でございます。 

 ８番につきましては、行政の効率化、質の高い住民サービスとは、選択と集中とはということ

で御質問をいただいております。少子・高齢化が急速に進行する中、人口減少、労働力の絶対的

な不足が見込まれているとともに住民ニーズも多様化しています。このような中、行政サービス

において、さらに質、量ともに高いクオリティーを実現する必要があると考えます。限られた財

源の中で新たな行政課題や社会経済情勢の変化に的確に対応するため、事務事業について不断の

見直しを進め、効率的な事務展開を図ります。また、住民サービスの向上の観点から、窓口業務

等の改善、事務執行の迅速化を図るとともに、ＩＴの進展に対応した行政の情報化を進めます。

将来を見据えた業務の効率化とサービスの向上を図るための手段として、ＡＩやＲＰＡの活用が

注目されております。当町においてもＲＰＡの導入について、今年度各課に定型的な作業に絞っ

たＲＰＡの実証実験が可能な業務を募り、業務整理を実施しているところです。対象業務の絞り
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込みと引き続き費用対効果を含めた検証を行っております。今後も国の動向を注視しながら、業

務の自動化を図り、業務を単純作業から付加価値の高い業務へ移行させること、あわせて労働生

産性を高めつつ、住民サービスの向上を目指していきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（藤澤元之介） 教育長。 

○教育長（沖汐守彦） 私のほうからは、学校給食の地産地消につきまして御説明いたします。 

 令和元年度の給食センターにおける仕入れ食材につきましては、昨日の中薮議員の御質問でも

説明しましたので省略をさせていただけたらと思います。 

 郷土料理につきましては、太子町あるいは兵庫県にまつわる郷土料理という意味ではなくて、

広く国内あるいは海外の郷土料理を献立に取り入れまして、その国あるいは地域の食文化に触れ

る機会といたしております。具体的には、全国の学校給食週間というのがございまして、例年１

月24日から30日にかけましてありました。今回の給食としましては、日本の代表される料理とし

て豆腐と大根のみそ汁あるいはサバのショウガ煮、白菜とホウレンソウのゴマ合えなど、工夫し

て提供しております。世界の料理としましては、フランス、スペイン、イタリア、メキシコ等の

代表的な料理を給食に取り入れております。また、節分には豆料理あるいはひな祭りにはひなあ

られやちらしずし等の献立を工夫して取り入れております。そういう日本の伝統的な行事にまつ

わる献立等も工夫しながら、食文化の伝承を図っておるところであります。今後とも安心・安全

な学校給食の充実に努めますとともに、学校における食育の充実に努めてまいりたいと考えてお

ります。 

 以上であります。 

○議長（藤澤元之介） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木村和義） 私のほうは(4)ののびすくについてでございます。 

 この件につきましては、玉田議員、出原議員、松浦議員に御答弁させていただいたとおりでご

ざいます。 

○議長（藤澤元之介） 教育次長。 

○教育次長（栄藤雅雄） 文化財の未活用、文化財の掘り起こしということでございます。 

 これも昨日中島議員の質問とかぶるところがありますので簡単に御説明させていただきます

が、斑鳩寺所在以外、また斑鳩寺が所有している以外の文化財の掘り起こしということで、企画

展の時期、また現地見学会等々をあわせまして文化財の掘り起こしを行っていきたい。きょうの

答弁でも申し上げましたぼうじぃ、牓示石の啓発というのも、こういった今まで活用しておらな

かった掘り起こしというような要素があるというふうに考えておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 数がたくさんありますので、簡単なものから１つずつ質問していきたいと思い

ますが、まず提案型協働事業補助金については、当初より私も賛成をしておるというのは、地域

の方々が自主的に行動を起こすことに地域のためになることに行政が理解を示して歩み寄るとい

うのはまさに協働であり、その姿勢は住民に対しても活動を促していける要素になると。ただ、

これが２団体10万円という枠組みというのが果たしてよいのか。じゃあ、１年終われば、継続を

して団体がまた同じ団体として登録をすれば、その団体にお金が来るのか。新たな取り組みに対

してはどのように補助をしていくのかということを考えると、10万円、２団体という枠組みを見

直しながらの振興のほうがいいのではないかというふうに考えるところがございますが、実施計

画を見ても令和４年度までは同じ20万円の枠組みでの検討となっております。そのあたりの考え
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方についてはどうでしょうか。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） お答えをします。 

 上山議員が言われるとおりだと私も思って、全部でなくて、増やしていくということについて

です。私は予算をつくるときに、実は20万円、５団体ぐらいできないかということは言いまし

た。しかし、現状をいろいろと担当課が調べてくれる中で、昨年手を挙げてくれた団体数、そし

てそのときの交渉あるいは実績として10万円も使っておられないところもありますし、気持ちと

してはそういう広げていきたいということは本当に思っておりますし、私もある市長さんとそれ

をもっと物すごい額でされているところが日本国内にありまして、ぜひともお会いしたいという

ふうにぜひともまた行かせてくださいと言いましたが、忙しくて行けてないのですが、おっしゃ

ることは私も広げて、住民の皆様に参画と協働を広げたいと思っておりますが、今般におきまし

ては現状を考えて、このように提案をさせていただきました。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 10万円を使い切ってないところがあるということは、審査の段階からちゃんと

審査ができてないところもあるんじゃないかと思いますよ。本当にわずかな金額かもしれません

が、こういったことの積み重ねでやはり行政に対しての協力のよい関係がつくられていくものと

思いますので、今後も検討を進めていただきたい項目として、課題として取り組んでいただきた

いと思います。 

 ３の１の学校給食の地産地消についての取り組みですが、福祉の委員会でも給食センターの担

当者は質問をすると、以前の給食センターから新しく給食センターへかわることによっても、特

に何も変わるところはないといった内容の答弁をいただいております。また、実施計画を見て

も、教育内容の充実の部分で、太子町産の食材提供業者の拡大という部分は、これから３年予算

が全くついていない状況になっております。新しい給食センターができることで、やはりその地

域の方々との連携あるいは確かに食材の、中薮議員でしたか、質問の中から出ておりましたの

で、一定のものを確保していくというのは確かに難しいところがあるとは思いますが、住民の

方々の中にはやはり地域の子供たちのためにやったら使ってもらったら十分ありがたいし、その

ハードルがあるんであれば、うまく対応しながら、例えば給食センターに住民さんがつくったも

のを持っていけば受け入れられるような体制をつくるなどをすることも検討しながら、新しい給

食センターが始まっていくことにあわせて農業政策と一緒になって考えるような政策が必要では

ないかと思いますが、町長はそのあたり、地産地消に対しての考えはどうお考えですか。 

○議長（藤澤元之介） 教育長。 

○教育長（沖汐守彦） 学校給食において食材の仕入れということで、一定のやっぱり品質とい

うのが一番でしょう。それから、安定した供給量、これも当然求められます。そういう一定の評

価ができたものにつきましては、本年度も精米の仕入れ業者として阿曽レンゲの里営農組合、あ

るいは肉の仕入れ業者として太子町内の龍田にございますたまミートさんの登録を令和元年度、

新たに追加をして開拓をしております。この姿勢は今後とも地域のそういういろいろなお米だと

か野菜と一定の評価ができたものにつきましては仕入れ業者として登録をいただき、やっぱりそ

ういう形で拡充はしていきたいと思っております。ただ、安心・安全あるいは安定した給食の提

供という視点からも、食品の品質だとか安定供給ということがベースにあろうと思いますので、

努力はしますけれども、一定の評価、そういうところでの物差しは一定のレベルを持っておきた

いとは考えております。 

 以上であります。 
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○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 委員会でも聞いておりますので、教育委員会側の考えとしてはよく理解いたし

ます。町長部局として、この地産地消について農業政策とあわせて取り組むような考えはありま

すか、ありませんか。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） 地産地消を本当に進めていくべきだと思っております。しかし、給食セン

ターの細かなことにつきましては、先ほど教育長が答えましたが、教育委員会がやってくれてお

りまして、基本的な考え方については言われるとおり地産地消をできる限り進めていきたいと考

えておりますが、しかしこの議会でも教育長も言ってましたが、例えば幾らジャガイモを地元の

を得たいといっても、じゃあ本当に小さい芋、皮をむいて調理しないといけないとか、いろんな

ことがあります。私自身はそういう細かなことは全部把握できてるわけではございません。教育

委員会で地産地消を今教育長が述べましたように、できる限り、精いっぱい進めていくという姿

勢でおられるし、私もそうするべきだと思っております。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 いろいろと検討をいただきながら、地域にはそういった力を発揮されたい方も

あるんだというところをよく調べていただきたいなというふうにも思います。また、私は再三言

っておりましたが、給食センターについては米飯ラインをなくすということで業者に委託してし

まう。ということは、米の仕入れる形が若干異なる形になるわけですから、そのあたりも太子町

のお米をうまく使えるような仕組みづくりについては継続的にお努めいただきたいというふうに

考えます。 

 のびすくについてですが、たくさんの質問がありましたので、私が気になっておるところだけ

を確認したいのですが、そもそも子育て支援事業を始めたという状況の中で、ある程度計画がな

いといけない。しかしながら、今回話を聞いておる中では、特に松浦議員の中では、その施設と

してのあり方については課題がある、でもそもそも始まったのは子育ての支援事業としては親を

対象にした相談を受ける中で安心・安全で地域から、違う地域から来ても知り合いがない方でも

子育てに不安を持っているお父さん、お母さんが、特にお母さんでしょうけれども、安心して子

育てに取り組んでいけるんだという意味の支援事業であったと。それがいろんな形で支援をして

いく中で形が今のような状態になったということは、なってること自体にも責任があるわけで

す。かといって、途中でやめないという、事業は取り組むんだと、子育て支援事業には力を入れ

るんだという姿勢であるのであれば、過去の町長も悪いんだと思います。しっかりとこの太子町

が子育て支援事業にどのように取り組んでいくのかということを考えなくては、特に町長もおっ

しゃったひまわり館なんかは、私は家も近所でしたからしょっちゅう子供のころに行ってまし

た。でも、あのころと社会環境はもう変わってきています。逆に太子町のような場面で考える

と、もしかすると児童館のような施設はもう要らないのかもしれない。逆にのびすくのような施

設のほうが必要なのかもしれない。そういう考え方をしっかりと、太子町の現状に合わせた中で

検討があったのか、なかったのかということが大事だというふうに私は考えるのですが、部長、

そのあたりは過去からの、今の、きのうきょうとで説明を聞いてる上ではしっかりとした議論が

なされてないように感じますが、いかがですか。 

○議長（藤澤元之介） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木村和義） 時間的な余裕というのは、これまで答弁してきたとおりの経過が

あります。いきなりこの兵庫西農協竜田支店跡地の話がありましたので、そこについてその間に

十分議論されたかというところについては御指摘のとおりかもしれません。ただ、児童館とのび
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すくの利用方法が逆転されているのではないかなというふうなお話もありましたが、実際に利用

されているような人数等も確認したところ、実際には児童館のほうがのびすくよか２倍以上の年

間利用者もいるというような現状もございますので、それについては状況を見ながらというとこ

ろで、また検討していくところでございます。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 いま一度、子育てを太子町はどう取り組んでいくのかということを全体的に主

体を持って考えていかなくてはいけない時期に入っておるのかなとも思いますし、それが町とし

ての自立につながるところでもございますので、児童館でも利用している方というのは、やはり

遠い人はなかなか使いにくいですから、本当に２カ所でいいのか、２カ所必要なのか。確かにス

ペースとして、ああいうスペースは利用される方は結構親子でも行っておられる姿も確かに見受

けております。やってきたものをやめるということは難しいでしょうが、公共の施設の判断と同

じように、しっかりと必要なものを残し、カットするものはカットしていくという決断をしてい

かなくてはいけないと思っております。そういった意味では、庁内での議論にもう少しレベルの

高いものを求めていきたいというふうに思っておりますので、この内容についてはまた予算委員

会なり委員会で触れることもあろうと思いますので、次に行きたいと思いますが。 

 未活用の文化財というものの、解釈ですが、斑鳩寺に関係する以外の太子町内にある文化財と

いうことの捉え方でよろしいですか。 

○議長（藤澤元之介） 教育次長。 

○教育次長（栄藤雅雄） そのとおりでございます。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 掘り起こしということは、新たなものをもっともっと表に出していくというよ

うな解釈なのでしょうか。それとも、新たにみんなが気づいてないものを知ってもらうのだとい

うような取り組みでよろしいのでしょうか。ぼうじぃがその一例だということをおっしゃいまし

たが、昔町でつくってる歴史の本というか、太子町のいろんな資料の本もありましたけれども、

ああいったものに残ってたようなものが、もっともっと一般の方々に知られるような形でＰＲを

していく進め方をするということでしょうか。 

○議長（藤澤元之介） 教育次長。 

○教育次長（栄藤雅雄） 既に指定がされておる文化財もございますし、指定されておらないと

いう文化財もございますので、そういった文化財のことを指しておるわけでございます。一般に

知られておらない文化財を啓発していくということでございます。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 私も気がついてない文化財があるかと思いますので、そういった意味では新た

な皆さんが興味を持つ、あるいは見に行きたいと思えるようなものがうまくＰＲされるよう願っ

ておりますので、ぜひ検討を進めていただきたいと思います。 

 (6)の自治会と老人クラブが担う役割についてということで、わかりやすいというか、一般的

な説明をしていただきましたが、自治会の任意団体としての存在自体が今は社会環境的にはこれ

からどうなっていくのだろうというような状況も言われています。老人クラブは法的に根拠があ

りますが、老人クラブの方々にしても入る方、入らない方がある状況の中でも、問題にあった課

題というのは、町長を含め、部長、担当の部署あるいはかかわるところというのはみんな御存じ

のことではないかなと思うのですが、そのあたりの課題や問題については把握しておられます

か。 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 
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○総務部長（森田好紀） 自治会につきましては、なかなかその活動が多忙であり、町からの依

頼等が多くて大変なんだというお話はお伺いしております。町としましても自治会さんの会合等

が余りにも多いようにならないように工夫をしながら、また今回の行政無線の導入につきまして

もそうですけれど、自治会さんに常に放送をお願いしていた内容も町から一斉に放送できるよう

な形にするなど、自治会さんの負担にならないような、これから自治会として存続していただ

く、皆さんでずっと運営していただけるような取り組みができたらいいなというふうに考えてお

ります。 

 以上です。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 自治会の負担にならないようにという解釈はわかりますが、住民としても役割

と分担の中で町の動き、公共の動きに協力していく役割というのはあるはずです。自治会が今ま

で担ってきた役割をほかの団体が担えるのかという状況というのは難しいかと思います。まだ地

域のボランティア、ＮＰＯと言いますが、太子町ぐらいの規模で新たに大きなしっかりとした活

動を続けていけるようなボランティアであったり、ＮＰＯの団体、必要な部分を補っていくよう

な大きな団体であったり、活発な団体というのは、なかなか埋まりにくいような町の大きさでは

ないかなというふうにも考えますし、住民と、また役場と、また地域全体とが距離が近過ぎて、

その人間関係の中からそういった団体もなかなか生まれにくいのかなと。じゃあ、もともとある

既存の団体である老人クラブが担ってやる部分、自治会が担ってやる部分、いま一度見直して、

組織的な見直しも含め、これからの関係性を考えなくてはいけない。自治会も任意団体でだめな

らば、町として法人化を進めるような方法もあると思いますが、考えはいかがですか。 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） 先ほどお話いただきましたように、自治会というのは町にとりまして

も本当に身近な団体でございます。自主防災組織、防犯グループ、ごみ収集なども自治会の皆さ

んに御協力をいただいて、地域のコミュニティ推進でも最も重要な組織であると考えておりま

す。そのような中で、今老人クラブにつきましても会員の方々が減っているということも聞いて

おります。そういう中で、町が本来自治会を運営される中で、どういう形で運営していくのかと

いうところについては、こちらだけで判断できる部分ではございませんので、連合自治会等を通

しまして、また御意見等をいただけたらというふうに考えております。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 考えは理解いたしました。そういった意味でも、町長の立場がまた大事になっ

てくるのかなと思いますが、そのあたりは後でまた触れることにさせていただきまして、これか

らの時代のことを考えますと、そういった任意の団体であったり、協力していける、町を一緒に

担っておる団体、地域の担い手という部分に対して、うまく考えを進めていかなきゃいけないと

思いますが、経済建設部長にお聞きしたいと思いますが、そういった意味でまちづくり協議会等

を立ち上げられた経験をお持ちでいらっしゃいますが、この太子町全般を見る中で、そういった

動きについて何か思いや考えはございませんか。 

○議長（藤澤元之介） 経済建設部長。 

○経済建設部長（八幡充治） 住民主体のまちづくりというふうによく叫ばれますが、やはり斑

鳩で長い時間がかかって立ち上げました斑鳩まちづくり協議会に関しては景観形成を目的として

立ち上げたわけでございますが、それが逆に地域のつながり、いわゆる自治会間のつながりがで

きて、地域として横断的な取り組みが問題解決を図れて、行政との距離感も非常に縮まっていっ

たと。そして、行政課題であったり、地域課題のお互いの話し合いがスムーズにいって、私は非
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常によい関係性があると思います。これをできるだけつないでいきたいという思いから、龍田地

区でも一応させていただいたり、それから今現在市街化調整区域の土地利用をどういうふうに進

めていくのかということを考えていく協議会を、今設立準備をやってるところが２カ所程度ござ

います。そういったとこの支援を進めながら、地域の課題は地域で考えて、それで行政と一緒に

物を考えていくというような姿勢で問題解決を、行政依存型ではなくて一緒にやっていくという

姿勢でやっていきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 そういった課題を投げてあげて、問題点を一緒になって解決をしていく、また

は取り組んでいくというようなところに、また強いきずなが生まれることもあろうかと思います

ので、そういった経験も大切にしながら地域との関係を行政としても検討を進めていただきたい

と思います。 

 ７番の１の神姫バスですが、これは役割的に仕方がないのかなと思う部分は理解はしておりま

す。しかしながら、バスの運行を考えますと、太子町を全体的に走っておるような状況ではない

と。この状態がいいと思っておるのか、それとも改善をしていかなくっちゃいけないと思ってい

るのか、どのように考えているのか見解をお聞かせください。 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） まず、太子町の方々はマイカーの普及でやっぱり車に乗られる機会と

いうのがすごく多いと思います。このバス路線につきましては、太子町だけで行ってるものでは

なく、たつの、姫路方面まで行くものでございます。住民がもしそれを本来利用されれば、姫路

との連絡、病院等に行かれる場合の連絡交通網としても有効なものでございます。そういう公共

交通を大切にして、住民に交通機関を利用していただいて住民の足になるということは残してい

くものかなというふうに考えております。これにつきましては、町でできるだけバス、公共交通

の利用等について進めていけたらというふうに考えております。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 住民の足という意味で検討がなされる中では過去には中島議員も質問されまし

たが、高齢者の運転者に向けた、やはり車が欠かせない地域であるということははっきりしてる

とこだと思うのですが、サポカー補助というものの検討については、どのような検討がなされま

したか。 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） 高齢者の踏み間違い等による安全装置の支援でございますけれど、今

実際に県のほうの補助がございます。それにつきましては、75歳以上の方、またそれ以外に国の

ほうの補助制度等が65歳以上の方という形で補助がなされているところであります。その中で、

あえてその補助の上に町が上乗せをして補助をしていくかどうかというところは内部でも検討さ

せていただきまして、状況としては今の国、県が補助をしていることに町としても啓発をしてい

くという形でやっていきたいというふうに考えたところでございます。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 私はいまだにお恥ずかしながら早期返納をしておるような状況で免許は持って

おりませんが、たまに父親の車に乗せていただくこともありますが、やはり70を超えてくると怖

いですね。やっぱりそういう部分で国も県も促進をしているのであれば、その促進をもっとＰＲ

するお金がないという状況であれば、うまく危険を感じて事故を起こしてしまう前にそういった

ものを利用しようとするときに気がつけるような取り組みを進めていただきたいというふうに思
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います。 

 ８番の行政基盤の確立ですが、確かにいいことをおっしゃられました。でも、それを実現して

いくにはなかなか難しいと思うのですが、それに伴って町長に質問いたしました１番、２番とを

含めて考えたいなというふうに思うのですが。町長は、副町長以下の職員と町長という立場の違

いについて、何が一番違うと理解されておられますか。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） また、こうやって突然出てくるのですが。 

 まず、私は全体の方向性について考えるべき立場にあると思っております。副町長以下は副町

長が事務方のトップとして事務的なことを間違いのなきようにしてくれていると思っておりま

す。もう一個、何。 

   （上山隆弘議員「それだけでいいです、違いが何か分かれば」の声あり） 

 そうそう、それを言うた。わかりました。 

 それから、私が責任者であると思っております。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 今回、町長は当選をしてから予算を組むというのでは任期の中では最後の１年

の中で予算を決定していかれたわけですけれども、吉田議員の質問の中でちょっとがっかりした

というか驚いたところは、施政方針が職員の英知の結集だというような形でつくられたという答

弁があったのですが、務められて、この１期の中で思いを持って取り組まれたことを、取り組め

なかったことがあるとは思うのです、やはり。町長とは町会議員時代同期でお話をする場面もあ

りましたし、質問もいろいろとされてきたわけです。入ったら違うかったというような状況で、

いろいろと思うように進まないこともあったとは思うのですが、この施政方針、思いは入ってな

いのですね。 

○議長（藤澤元之介） 副町長。 

○副町長（名倉嗣朗） 町長が申し上げましたのは、第６次太子町総合計画が職員の英知を結集

させていただいてつくったもの、それに基づきましてこのたびの町長の施政方針であると御答弁

させていただいたと思っております。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 では、施政方針について、もう少し思いとして伝わる部分あるいは次に選挙に

出る出ないは決めておられないとおっしゃってましたが、この予算はこういう予算なんだという

ことまで説明していただけないですか。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） この予算は、例えば何々予算だとか、そういう観点でこれは考えておりま

せんので、従来からのいろいろやってきている本町の事務事業、それでやるべきものをやりなが

ら新規に取り入れさせていただくものについて取り入れさせていただきました。ただ、私の思い

としては安心・安全の部分のことを、これまでも考えてきましたが、これからも考えていきたい

と思ってます。それから、若い町でございますので、若い町、子育てのことを考えたまちづくり

にしたいと思っていますが、しかしこれはじゃあ何々予算という、そういうふうに言うべく考え

たのではございませんので、やるべきことを１つ１つ着実に組ませていただいた上で、今までも

これからもやります。課題については、それぞれ解決をしていく姿勢で今言いました。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 わかりました。町長は職員と一緒になって協力をし合って、行政としてこの町

がかなえないといけないところをすり合わせながら協調してつくられた。今回の予算組みになっ
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たと。次に、もし出られるんであれば、引き継いでいくべき重要な太子町の課題については、こ

の４年間、あと半年ほど残っておりますが、それをどのように見出しておられますか。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） まず、何かどんどんまた変わってきてると思うのですが。 

 私がもし次の選挙に出るということになれば、そのときにその施策については発表といいます

か、考えを述べさせていただきたいと考えています。今般のこのことについては、私が選挙に出

るとか出ないとか、出るために有利にどうこうしようとか、そうでなくて、町がやるべきことを

きちっと着実にやっていくと。でも、それぞれ私であろうと、ほかの方であろうと、選挙にもし

町長選挙なり、ほかの選挙に出るのであれば、自分が通ればこういうことをやりたいということ

を訴えるわけでございます。私は今度出るんでしたら、どういうことをと言われているので。 

   （上山隆弘議員「違います」の声あり） 

 違うのですか。済みません。ごめんなさい。 

 残り６カ月について何をやろうとしたか。残り６カ月は、この予算を精いっぱい職員とともに

頑張るということでございます。例えば雨水１．４号幹線、それから給食センターとか、それか

ら学校とか、いろんな課題がありますので、それがうまくいくように職員とともに力を合わせて

やっていきたいと思っております。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 ここで最初の質問に戻りますが、町長、町長と副町長以下というのは下という

意味じゃなくて、それ以外の職員ということですけれども、違いというのは何が違うのかと。全

体的な方向を確認するという、今町長がおっしゃった部分もそうでしょうし、責任という部分で

も確かにそれはあるでしょうが、責任は分配しておるところもあるのかな、組織的には分配して

いるところもあるのかなと思いますけれども、絶対的に違うのは町長は住民から選ばれている人

であるということです。ある意味、この町で１人しかいない存在であり、町民の意思の形である

と。町長もたくさん選挙をしてこられてると思います。選挙をすればするほど、政治家は磨かれ

ていくところがあるのかなというふうには思いますが、私自身も８回選挙をしております。町長

はきのうきょうの姿を見ておると、やじもやめてくれと、動揺すると、だけれど選挙をこれだけ

こなしてきてますと、叱られることにはなれてると思うのですよね。もう私もどこに行っても叱

られます、当然のことですけれども。しかし、叱る叱らないというよりも、思いを持ってここに

集まって、また議員もみんな住民から選ばれている方が、いろんな住民からの声を聞いて、町長

に対して思いをぶつけ指摘をし、つまりは町のためによくなるように進めようとしてるわけなの

ですよね。ですから、質問としては別に町長の揚げ足をとったり、先ほども松浦議員が言ってま

したけれども、心配をしているとかという言葉もありましたけれども、やはりよくしようと思っ

て言ってるわけですから、町長の発言の揚げ足をとったり、いじめてやろうとか、あるいはもう

服部を町長席に出ささんようにしようとか、そういう考えで取り組んでいるわけではございませ

ん。そこは議員と町長、公人であるわけですから、また職員としても仲よく進めていくというこ

とを今おっしゃったわけですから、そのあたり、前提としてそのように被害妄想的に思っておら

れるところはないですか。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） 被害妄想的に思ってるところがあるかもしれませんよ。それは副町長を決

めていただけないとか、私が聞いたんでは誰出しても否決してやると耳に入った、本当かどうか

は知りませんよ。いろいろ出しても出してもあれですから、その質問にどう答えていいかわから

ないですけれど、ぐちゃぐちゃ言うかも、そういうことやったんですけど、それが被害妄想でな
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いのでしたら、それでいいですが。私もこの立場上、決まってないことをなかなか言えないとい

うことがありますし、職員と一緒に仕事をしてるので相談していないことをこうしますと勝手に

言うのを私はいけないと思ってるし。選挙なんかやったら別ですよ。例えば町長選挙に今度仮に

出るとして、こういうふうにやりたいという自分の思いを訴えて、それを皆さんに、有権者によ

しとされたわけでございますが、今一緒に職員と仕事をしてるわけでございますので、その職員

と私が言ったことがもし突拍子もないことであれば、後で職員に迷惑をかける、こうこうやりま

すと仮に言ってしまったとしても、後で迷惑をかけることになりますので、内部でよく話した

り、事情を知ったり、また法的なこともよく調べてからということで、そちらから見たら歯がゆ

いと思われるかもしれませんし、私自身も歯がゆい思いもしながらやってるときもありますの

で、その辺は御理解いただければありがたいと思います。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 職員に迷惑をかけても、町長が町長として責任をとればいいのです。自分の言

葉であったり、自分がやる取り組みについて自信を持ってやはり取り組んでいただきたいと思っ

ている住民は多いと思いますし、そういった職員も多いのではないのですか。これはこの改選の

最初の質問でもさせていただきましたけれども、もっと自分自身をしっかりと自信を持って動き

をとっていただきたいと。その姿というのは約１年改選からたってきておりますが、町長には見

えない、その被害妄想で思っているところがあるかもしれないという、そういう答弁はもうやめ

ましょうよ、公人ですしね。住民はみんな、あるいは町長はこの200人余りの職員の一番前に立

っているわけですし、一番責任を担っているわけですからつらい思いもされるわけです。人にあ

ることないこと言われるわけですよ。それは、もうなれないといけないと思います。そういった

意味では、向き合い方について問題があるとまでは言いませんが、もう少しこれから変えていっ

て進んでいただけるほうが、また今後、今回の議会から向き合い方としてもう少し歩み寄る姿勢

があったほうがいいのじゃないかなということを思うわけです。そういった意味では、住民の代

表でもあるわけです。対外的に、先ほど松浦議員もおっしゃってましたけれども、外に対して物

を発言するときに、やっぱり政治家は人の悪口は言わないほうがいいですよ。住民のために動く

議員と一緒になって、コミュニケーションのとり方、あるいは職員とのコミュニケーションのと

り方について、今後もう少し前を向いていただきたいなと思いますし、私が聞いた質問にまた何

か出てきたのですけれどみたいな、そういうのも別に答えられないことを聞いてるとは思ってい

ないのです、関連する考え方として。そんなに能力が低いわけですか。聞いたら答えられるよう

な質問しか聞いてないと思うのですよ。ですから、コミュニケーションのあり方を少し大事にし

ながら努めていただきたいと、何かありましたらお答えいただいていいですけれど、もうなけれ

ば次に移ります。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） いや、私が勝手に、例えばやりたいことがあるとしますよね。でも、これ

をやりますと言ったら、役場の職員はそのことについて、例えば何でもいいのです。これがいい

例かどうかは知りません、わかりませんが、今思いついたことで言いますけれど、何か道路のこ

れこれをこうしますと言ったら、職員はずっとみんな回っていってあることをすることになって

しまう。私は前もってそういうことを職員と話した上でやりたいと思っているので、私がぱっと

言うだけでなくて、いろんな事情があるのですよね、いろんなことには。ですから、勝手に私が

言ったら職員に迷惑がかかったら困るという趣旨で申し上げておりますので、私が思いがないわ

けでもないし、私がじゃあ職員と違う思いを持ってることも実際ありますけれども、何を答えて

いいかわからないのであれですが、私はですから職員とともに仕事をさせていただいております
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ので、それは御理解いただきたいと思います。そして、職員を尊重しなきゃならないと思ってお

りますので、また過去の経緯とか、よろしく御理解お願いします。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 勝手に言うことも、勝手に言うことは言わなかったらいいんだと思うのです

よ。職員と一緒になって取り組んだことだけをここの場では説明をいただきましたら、ここでま

た新たな自分の思いを、ここで言うのもあれですけれども、職員と一緒になってもみ上げてきた

ものを、協力してつくり上げてきたものを説明いただければいいわけですので、そういった思い

が、勝手に言うような発言が後から出てくるというのは、それはそちらでやっていただきたいと

思います、一丸となって、それをここに出していただきたいなというふうに思いますので、今後

コミュニケーションのあり方についても少し頭に置いておいていただけるようにして。 

 続いて、２番に移りたいと思います。 

 町長の政治姿勢を問うということで、人事管理の考え方についてということで、大きく２個項

目があるわけですが、(1)のほうは何人かの説明で大体わかりましたので、もう少し聞かせても

らうところがありますけれども、かぶるところはカットしていただいて結構ですので。(2)のほ

うは町長にお答えをいただきたいなというふうに思います。 

 町長の政治姿勢について、人事管理の考え方について。 

 地方公務員法第23条の２第１項によると、「職員の執務については、その任命権者は、定期的

に人事評価を行わなければならない」とされ、また同法第23条の３では「任命権者は、前条第１

項の人事評価の結果に応じた措置を講じなければならない」と定めている。これは人事管理の基

本原則であり、その結果によって信賞必罰の身分扱いが行われ、職員の士気を高め、公務能率を

増進する上で最も大切なことである。 

 ①本町においては、職員の人事評価をどのように実施し、この結果、職員の人員配置に活用

し、職務に必要な能力、資質について総合的に判断し、人材活用を図っているか、その実態はど

うか。 

 ②既に民間企業では、人事評価の厳格化や給与水準や給与制度、退職金、特別勤務手当等の見

直し、一層の適正化を図りながら人材確保に努めている。将来の行政事務処理に欠かせない絶対

的条件と考えるがどうか。 

 ③人、金、もの、情報等の資源を有効に組み合わせて、民主的に、かつ科学的、合理的に、し

かも公平でなければならない。人間が組織をつくり、人を管理することは、そこにある千差万別

の能力を引き出し、これを利用しようとするものである。町長は、常に組織の活性化を図るた

め、配置していることと思われるが、これまでの人事管理についての指摘事項に対し、どう対処

するのか、その決意のほどを伺いたい。 

 ④副町長を含め、管理職との意思の疎通はとれているのか。また、心がけていることはあるの

か。 

 (2)町長の本会議での発言について。 

 ①不信任決議等が提出される中、真摯に受けとめ、議会と連携していくとあるが、具体にどう

連携していく考えか。 

 ②給食センターにかかわる人事についての再確認、森田議員からの質問に対する答弁につい

て、町長としては問題となる答弁があるが、それらについて確認と考えの説明を求める。給食セ

ンターについては、前後の文面を読むと、町長の解釈としては給食センターの人間は動かしてな

いけれども、私が聞きたかったのは給食センターを建てていくことにかかわる人員の人事につい

ての異動がなされているというふうに私はそれを確認しておったわけですが、町長は人は動いて
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おらないという答弁があったので、そこについての分の再確認です。 

 それから、森田議員に対する質問からの答弁についてということですが、こういった場で意見

を交わすわけですが、本会議の場で個人的にお茶を飲みに町長室に来てくださったらというよう

な言葉が出ることがどうなのかなというふうな、もちろんあのときは森田議員がすごくロマンの

ある話をされて話が大きく広がってましたので、ここでするよりは、それだったら町長室に来て

話をしてくれたらいいよというような思いが入ったものであるということも理解はしております

が、本会議でその言葉というのは不適切ではないのかなと思いましたので、一応確認をさせてい

ただきます。お願いいたします。 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） まず、私のほうから人事管理の考え方につきまして、１から４までを

答弁させていただきます。 

 本町の人事評価制度は、人材育成の目的以外にも任用、給与、能力開発などにも活用すること

としており、評価結果から得られるデータを職員の能力開発や資質などの検証を行うための材料

として活用しております。 

 次、２番でございます。人事評価制度における評価結果を昇給及び勤勉手当などの処遇に反映

することで、職員の意欲の向上につながると考えております。なお、当町の給与水準については

従前から国家公務員の給与水準に準拠していることや、同種の団体などとの均衡も考慮すること

としております。同様に、退職金についても国家公務員の給与水準を参照しており、民間企業の

ように人材確保のために給与水準の引き上げを行うことは難しいと考えます。人材育成、人材確

保については給与水準の引き上げという形ではなく、その他の方策を今後検討していきたいと考

えております。 

 次に、３番でございます。組織運営の資源は人、金、ものであることは認識しており、平成

13年に策定した太子町人材育成基本方針に基づき、適正に処理をしていくこととしております。

また、人員異動は適材適所の配置を行い、個人の能力と意欲の向上を図り、同時に組織力を高め

ることを目的としておりますが、配属先で十分な能力の発揮ができないケースもあり、組織力の

強化、活性化の観点から再度の異動を行うことも必要と考えております。 

 次に、４番でございます。毎月初めに三役会議を行い、続いて三役と部次長で行う庁議、そし

て三役と部単位の部課長に参集いただき、事務報告会議を開催しております。そこでそれぞれの

課の重要課題や継続課題について報告と検討を行い、よりよい方向性について建設的な意見を交

わしております。また、平素から各所属の縦横断的な情報や意見の交換を忌憚なく行っておりま

す。自由闊達な意見交換により、相互理解と共通認識が図られ、意思疎通が図られていると理解

しております。これからも全職員一丸となって職務に専念をしてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） 不信任議決が出された後の具体的にどのようにしていくかという点でござ

いますが、私としては議員の皆様方に丁寧に説明を申し上げ、そして謙虚に耳を傾けなければい

けないと考えております。そして、具体的な政策提言があれば、財源の問題も踏まえつつ、研究

してまいりたいと思っております。まちづくりを進めていく上で、先ほど上山議員も言われまし

たように、議員の皆様方は太子町をよくしたいという思いを共有する同志でございます。謙虚に

耳を傾け、意見交換をし、ともに“和のまち太子”の実現に向けて進んでいきたいと考えており

ます。 

 それから、給食センター人事の件ですが、先ほど上山議員も解釈の違いという部分に触れられ
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たと思いますが、上山議員からのお尋ねがあった際、私は給食センター内での人事異動のことと

理解いたしました。私は平成31年４月の人事異動における給食センター内の職員は誰も異動して

いないため、かわっていないと申し上げたものでございます。また、森田議員からの質問に対す

る答弁というのは、議員の皆様に町長室に来ていただいて、そこで闊達な議論をさせていただき

たいと申し上げたことだと思います。私としましては、議場での議論ももちろん大切ですが、そ

れ以外の場でも議論をさせていただければ、相互に理解を深めることができると考えました。お

互いに理解を深め、意見を交換し合うという趣旨で申し上げたものであります。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 人事の考え方については、もう組織ですから、当然今までもやってきたことで

しょうし、これからも進めていく中で人材を育成していかなくてはいけないのは、恐らく部長と

いう立場だけじゃなくても、ほかの管理職の方、それぞれの階級で思って、考えておられること

があると思います。その中で、それがうまく機能しないという状況が問題であって、今後どのよ

うな対策を考えていくのかということの答えというのはいまだ聞けていないのかなと思います

が、退職者が多くなったという実態も最近のことですから、増える傾向にあるのも、それも太子

が都市化してるせいもあるかもしれませんけれども、ただその反面、どうすれば解決するとお考

えなのかなという答えは聞いておりませんが、特に町長、そこはどう思っておられますか。 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） まず、入社してから３年以内に会社をやめるという早期退職と言いま

すけれど、厚生労働省の発表によりますと早期退職の推移を見てみますと３割ほどの新入社員が

３年以内に早期退職をされているという状況がございます。このような状況が太子町にも多少は

あるのかなというふうには思いますけれど、太子町の中でそのようなことが起こらない、職員に

やりがいを持って仕事をしていただくということにつきましては、まず１番に考えられるのは職

場内でのコミュニケーションはきっちりとれ、職場内で職員のやる気というものが保持できると

いうようなところがすごく重要なことかなと思います。それにつきましては、管理職を含め監督

職、その中でお互いに意見交換をきっちりするということがすごく重要かなというふうに考えて

おります。 

 以上です。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 厚労省の３割のデータというのは全国的なものの状態で、ブラックと言われる

ようなものも含まれたりして、なかなかそれがこの太子町の役所に宛てがって考えるのはどうか

なと思いますけれども、当然そこに勤める者としてはみんな頑張って、仲間として継続的に将来

町のために一緒に尽くしていく。公務員として皆さん勤められて、仕事をされる中で何が喜びで

すか、部長。 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） まず、職員として一番うれしいのは、やっぱり住民の方に喜んでいた

だけるということだと感じております。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 町長は、職員の喜びが住民に喜んでもらうことだというふうに、同じように考

えますか。あっ、聞いてなかったですね。 

   （町長服部千秋「いえいえ、聞いてます」の声あり） 

 職員がどういう形になれば、職員の喜びって何だろうなということは考えられたことがありま

すか。 
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○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） 私は役場内の訓示のときも、内部に言うときは皆さん方は、もちろん住民

の幸せのことも話しましたし、そのときによって全く同じ話はもちろんないわけですが、今は振

り返って思いますと、皆さん方の御家族の幸せも考えて働いてもらいたいという趣旨は言ってま

す。ですから、ここにお仕事をしてくださってるわけですから、もちろん町民の皆様のために働

くことが私も、私たち公務員の喜びだと思っています。それを踏まえた上で、職員は御自身の生

活、家族のこともありますので、そのことが少しでも満たされることを考えながらやっていただ

きたいと思っています。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 部長、住民に喜んでもらえるという実感を感じたことがありますか。 

○議長（藤澤元之介） 総務部長。 

○総務部長（森田好紀） 私は住民から喜ばれたというとこよりも、どちらかというと住民の方

から私自身が信頼されてるかというところも重要やと思います。それに私自身が目標を持って自

己啓発に努められる職員になれてるのかどうかということも含めて考えますと、そういうところ

が本当に住民の方からどう評価されてるかというところは、自分でも考えていかないといけない

部分として持っているところでございます。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 副町長以下、ほかの部長の方々で、ほかのことが喜びだというふうに意見があ

る方がいらっしゃいましたら御意見いただけませんか。 

○議長（藤澤元之介） 副町長。 

○副町長（名倉嗣朗） 当然、井村議員に際に若干話させていただきましたけれども、全体の奉

仕者として公務員を選んだ限りは、私は住民のほうを向いて仕事をするのは当然だと思うのです

けれども、やはり自分自身を振り返ってみますと、私自身副町長講話でそれぞれ階層別のお話を

させていただいているところでございます。やはり任せていただく、それなりに自分で決裁権限

じゃないですけれども、この事業について任せてもらえる、あとはねぎらってもらえる、そうい

うところがあったら、ああ、やっててよかったなというのは非常に感じるところでございます

し、公務員生活30年を振り返りますと、今現在この太子町におかれてる部分、本当に少数精鋭で

皆さんよくやっていただいていると思ってますし、それぞれ喜びというのは人の思うことでござ

いますので、部長級の方の喜び、課長級の方の喜び、部課長級の喜び、係長としての喜び、入っ

て間なしの人のちょっとした支え、先輩からの助けが喜びになる場合もありますし、住民にちょ

っと声をかけられる、認識していただく、それぞれの喜びというのがある中で、そういうのをき

ちっと皆さんと一緒に進めてまいりたいと考えるところでございます。 

○議長（藤澤元之介） 教育長。 

○教育長（沖汐守彦） 私は教育というのは、子供を変えることだと思っています。だから、子

供たち一人一人が持っている能力を最大限に引き伸ばすことが教職員の役割であり、私ども教育

委員会としてそういう形ができたときに喜びを実感するものだろうと。それは第三者が、その教

員に対しての客観的な評価だろうと思っております。 

 以上であります。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 どこで仕事をしても、つらいこともあれば、嫌なこともありますし、何か想像

もしないようなことが起こることもあろうかと思います。私自身も過去に立候補させていただき

ましたが、それまでも一般企業に仕え、またその後の経験でさまざまな職場での経験もさせてい
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ただきました。やっぱり人間関係として難しい場合もあるけれども、やはりそこにいる自分を認

めてもらいたいなという思いというのは、どの人間にもあると思います。そういった意味で、町

長は先ほど松浦議員からの質問もありましたけれども、町の職員をしっかりと、さっきの被害妄

想はないですかと私は問いましたが、決めつけで物を見るようなことをされてませんか。人は向

き合い方によって変わるものでもあるのだということは私は認識しておりますが、町長はそのあ

たりどうお考えでしょうか。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） そのようなことはないと思っております。私は職員に、皆さんがどういう

情報でおっしゃってるのかわかりませんが、お疲れさんとか、夜に声をかけてますので、ただそ

れがじゃあ全員にきちっとかけたかとか、もうそういうことを言われ始めるとどうもあれなので

すね。ですから、私も至らないところはもちろんあると思いますよ。でも、精いっぱい努力させ

ていただいているつもりでおりますし、これからも精進しながら皆とともに力を合わせてやって

いきたいと思っております。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 私が秘書をしておったときですけれども、明石におりましたけれど、明石の市

長も最近ニュースに出るようなこともありましたけれど、親しくなる中で話をする中で副町長と

もついついどなってしまったこともあるのだというお話も、あのときは少し反省してるんだけれ

どなというようなことも、私は副町長自身からお聞きすることもありましたが、町長はそういっ

た、副町長がどなられてる場面とかも目にされたことがありますか。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） どなるどならないという表現が、あると言うてもろうたらええと隣で言わ

れてますけれど、注意、叱咤激励しているのかもしれませんし、副町長も情熱的な方であります

し、御自身は行政の経験が非常に豊富な方なので、そしてその思いから役場の職員を見ていて、

私はその場に、隣にずっといませんから、副町長は職員とは副町長室で話をしてますので、私が

その場を見ているわけではございませんが、副町長は副町長なりに職員を指導して、指導してく

ださいと私も頼んでますし、指導してくれているものだと思っております。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 それは職場にやっぱり間違った場面があったり、してはいけないことがあった

場合というのは厳しく指導はしないといけないところがあると思いますし、そういった意味では

町長自身も声を荒げて叱るというような場面もお持ちですか。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） 私は、以前パワハラじゃないかと言われた件につきまして、あのときは大

きな声を出したのは事実です。ただ、そのいきさつ、クーラーつける言うた、つけないとか、い

ろいろあるのですけれど、それは今まできちっと話をさせてもらってませんが、それを言ったら

ややこしいので言わずにおきますが、私はほとんど声を荒げられてることはまずないです。そう

いうことにも気をつけながら、特に最近も話してますし、例えば秘書にでもありがとうとか、資

料をもらったらしてますので、100％今までじゃあこの３年半ぐらいですか、なかったとは言い

ませんが、まずほとんどないです。 

○議長（藤澤元之介） 副町長。 

○副町長（名倉嗣朗） 町長、御答弁ありがとうございます。 

 私自身の副町長講話ということでさせていただいて、各職員等には資料を配らせていただいて

るとこなのですけれども、部下育成上のコミュニケーションということで、叱り方ということで
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叱る目的、これは当然社会のルール、基準から逸脱したらだめですよとか、きちっと業務上発生

したミスとか、取り組み不足で、これはやはり部下に対して自覚させるのが必要じゃないかな

と。叱り方のポイントというのをお話しさせていただいてる。叱らない、中途半端になるという

のが一番私は対応として弊害になってると考えてるところでございます。避けるべき叱り方とい

うところで、部下を傷つけたり、自己肯定感をそぐことになったり、やる気をそぐようなことは

なかなか言ってはだめなんで、他の人と比較するとか、人格を否定するとか、責め立てたり、あ

と人前で叱るのと、私自身時々ございますけれども感情的に叱るということはだめだなと思って

おります。ただ、やる気を出す叱り方というのもございますので、部下本人をきちっと部屋に呼

んで叱るとか、私自身もさっき熱い思いがあると言っていただきましたけれども、上司としての

思いをきちっと伝えなきゃいけないと思ってますし、今のことだけを叱る、過去のことはこっち

に置いといて、今のことだけを叱る、と肯定的な言葉を使うと、あと解決策、自分なりに他の代

替案、そういうのを考えたりということで、叱ることもよくありますので、職員的には副町長は

と思われるとこもあるかもしれませんけれども、今後とも職員と一緒に頑張っていきたいと思っ

てますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 叱り方というのは人それぞれで、その人らしさをあらわすこともあるでしょう

が、先ほどの質問を少し戻して考えると、部長は住民に喜んでもらえるというのが職員の喜びだ

ということを１つ取り上げてみますと、町長はその住民から選んでもらってる人ですから、町長

が住民から選んでもらってる以上、職員は制度的にも町長に対して大きく反発をするということ

はできないわけですよね。町長自身が住民から選んでもらった中でのトップとして、町長の言う

言葉というのは絶大な力があるわけですし、大きな意味も責任もある。ですから、その評価はま

だ町長は選挙というしんどい場面において住民さんからされるわけですけれども、つながってる

部分も“和のまち太子”と言われるのでしたら、その辺にもう少し思いを町長としてはせていた

だきながら町政運営に取り組んでいただける部分があればいいのかなというふうに思うことか

ら、この給食センターに係る人事について、かわっていないんだというふうにおっしゃいました

けれども、やっぱり過去から話を起こしていって勤めた人間が、部長でもそうですけれども、結

果、最後まで勤めたい思いもあったりする場面があるのかなと、私は客観的にですから実際はわ

からないですけれども、私の個人的な思いです。そういう場面があったり、せっかく住民さんへ

の対応に努めながら動いていたのに、最後までやりたかったなという人たちもあったんじゃない

かなというふうに思うところがあるのですが、そういった意味では責任を全うさせることも町長

としては判断として大事な部分があったのかなというふうには思いますし、そのあたりの人事を

動かしたことについて私は質問をしておったわけですが、給食センターの中の人事のことではな

かったのですけれども、その部長を異動させたり、次長、課長がかわった。次長、課長がかわっ

てるときだったら教育局長だってかわってくるときでしたから、一遍に情報としてはすごくわか

らないことが増えてしまうような状況にもなろうかと思いますし、組織が。そういったものは町

長はどうお考えだったのですかね。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） 給食センターの事業は給食センターが中心になってきております。ですか

ら、そこが情報を握るというか、中心でございますので。それでは、そのときに次長がかわった

からといって、実際には次長も一生懸命経済建設部長とともに当たってくださっておりました。

それは事実でございます。しかし、そのときに給食センターの所長を無視してやってることは全

くございませんので、給食センターがそのことを理解してる。これはほかの部署についても一緒
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です。例えば、体育館なら体育館で同じでございますので、その部署がそれを掌握する部署とし

て中心に情報もしっかり把握しながら仕事をさせていただいております。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 センター長についても、過去から取り組んでる方はかわってきたりしてるわけ

ですよね。当然センター長だけじゃなくて、町の事業としてきょうも最初の質問で、吉田議員の

質問でしたか、今回の目玉みたいなの何ですかという、給食センターのことを上げておったよう

に、町全体として取り組んでるわけですから、センター長だけの問題ではないと思うのですよ

ね。やはりそんな大きな事業ですから、部長の方々も、担当の方々も、課長も、教育長も、やは

り意識を持って人に認めてもらえる、それこそ認めてもらえるように、住民に喜んでもらえるよ

うに仕事をしたいと思うんじゃないのですか。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） どうお答えすれば理解していただけるのかわからないのですが、皆はその

意識を持って給食センターについて成功させるように取り組んでいます。もちろん現場の給食セ

ンターもしかり、またそれの上の機関である今ここにおられる教育長とか教育次長もそうなの

で、またそれを技術的な面からサポートしている経済建設部長とか、まちづくり課の職員もそう

でございますので、皆で成功させるように一生懸命を努力をしているところでございます。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 いやいや、それはそうでしょう、それが組織ですからね。町長がおっしゃって

ることはわかりますし、ただその担当課としてはやはりよく知ってる者がかわったりすること

で、もう町長の任期はあと半年ほど残っておりますが、今さらもう町長をやめろとか、そんなこ

とはもう言うつもりもないですし、町長として町のために一生懸命努めていただくことが何より

も大事なことだというふうには、住民から選ばれた方と、まずはそれを大事にしておるわけです

から、ただ過去においてもそこに反省点はないのかなと。私がもし町長であれば、やはり担当者

として最後まで責任を持ってさせてあげたいなという思いも生まれてくるところがあるのです

が、町長としてはなかったのですかね。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） いろんな事柄の中でいろんな人事にしろ、仕事の内容にしろ、進んでおり

ますので、１つのことだけで、複数のエレメントの中、複数の事柄の中で判断をしていっており

ますので、ここを立てればここが立たない、こうすればこうとか、そういうな中で一番ベストな

選択を考えながら進めておりますので、その辺については御理解をいただきたいと思います。そ

の時々においてそれぞれの職員が精いっぱいやってくれているし、またかわったとしてもかわっ

たところでやってくれているものと思っております。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 言ってる意味はわかりますけれど、私が聞いてるのは最後まで仕事を、最後の

事業として全うさせてあげるのだというような考え方は１ミリも持たれなかったのですかという

ことを聞いておるんで、それは持たなかったら持たなかったで結構なのですが。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） 例えば、生活福祉部であれば生活福祉部長がかわられて、生活福祉に詳し

い木村さんを生活福祉のことをやっていただいて、本当にうまくいってると、これはお世辞じゃ

なくて本当に思ってますよ。ですから、それがなかったのかあったのかというて、残ってる人も

いるわけでございますので、それぞれのところで職員が一生懸命やってくれていると思っていま

す。木村氏は今のところで本当によくやってくれてると感謝してます。 
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○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 逆に、その年度にかわって教育次長になられる方もあるわけですけれども、そ

ういった部分、どうなんでしょう。私が聞いてるのは、職員としての思いを酌んであげたり、読

み取る部分として努めること、幅として、町長が。よくやってくれてますよというのは、よくわ

かります、よくやってはると思いますし。そういう考え方を人事のときにいたら、いろんな要素

があるから大変なんだということも当然、それはもう責任ある立場でわかりますけれども、組織

の運営をしていくときに、そういう部分を考えたか考えなかったかということだけをお聞きした

いのですよ。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） 御理解いただけるかどうかわかりませんが、じゃあ栄藤さんは栄藤さんで

本当に教育次長のことをよくやってくれてると、これも本当に思っております。ですから、私は

これはよかったと思っておりますし、そのように判断して、本人さんによかったかどうかは確認

したことはないですけれど、私はよかったと思っております。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 わかりませんけれども、ベストだと、私はちょっとわからないところがありま

すけれど。じゃあ、今取り組む事業に新たに部長であったり、責任を持つ管理職の方がそういっ

た立場に立たされたときに、いざ町長がこれから進めていこうとする事業も途中でかえられるか

もしれないという不安を持たないのですか。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） それぞれの管理職はそれぞれのところで、うちだけが、副町長と話したこ

とも、副町長がおっしゃってた言葉がありますが、県も１年でかわることもよくあるとかという

ことも聞きましたけれども、それどう答えていいか難しいのですよ。例えばここの方がおやめに

なったとしたら、誰かがそこの課長にならなきゃいけないとか、誰かが部長にならなきゃならな

いとか、そうするとお願いすると、ここにまたお願いしなければならないとか。トータルでいろ

んなことがありますので、そこのところまで言われると100％の答えはないと思うし、じゃあ

100％の人事異動はないと役場の中のあるポジションの人も言われたことがありますけれど、相

談した中で。精いっぱい力を尽くしていただけるところでお願いしてるのであり、職員がかわら

されたからといって新しいところでやるやらないとかでというよりも、みずからは公務員である

という自覚のもと、その職責を精いっぱい果たしてくれているものと私は考えております。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 じゃあ、本人とは直接そういうコミュニケーションを通してあったのかなかっ

たのか、意向としてそういうことは確認されましたか、町長は、その人事の異動について。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） 人事のことについては、職員からも、私は最初わからなかったのですけれ

ど、役場の中に入ったときは。それはもう結局聞かんでええんやと、聞かんともういきなり発表

すべきもんやし、過去からそうやってきたから、そう町長せなんだらということは複数の職員か

らアドバイスというか、意見というか、いただいたことはあります。なので、そのときの総務部

長とか総務課長とかは、じゃあ発表とか、庁議をやっていますが、それより前にその書類を見て

いますから、それを見られる立場にはあります。また、今般においても、このようにやめている

職員の数が多いので、どのようにしたらいいのか、まずは副町長、教育長に御相談し、そしてさ

らに、こういうことを言っていいのかあれですが、言っていいと思うので言いますが、部長さん

にさらに相談をしていただくということで今も進めているわけですが。それぞれの部署でも思い
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があって、そういう意見が上がってこないわけではないわけですね。例えば技術系であれば、そ

れぞれの特徴がありますよね。この職員はこういうところに行ったほうがいい、この職員はこう

いうところに行ったほうがいいと、そういった意見も聞きながらやっておりますので、なぜかと

いうと、私がそれを全部わかりませんよね、Ａ君はこの仕事のスペシャリストであるとか、どこ

そこまでとかということを全部わかってるわけではありませんので、意見をいただきながらして

おりますので、その辺は御理解をいただきたいと思います。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 トータル的に何が言いたいかと言いますと、先ほど松浦議員のおっしゃってた

ような部分もかぶってくるかもしれませんけれども、ベストだと町長自身が思ってて、周りがそ

う思ってない場面がもしあったのだとしたら、当然町長の好きなように、町長の思いのように人

事を動かしているというふうに解釈されても仕方がないことだというふうには思いますし、やは

り職員のやる気を促すためにはどういったことが喜びなのか、どうしてあげることがいいのかと

いうことは、やっぱりチームで動いているわけですから、そこに思いを町長として考えがあった

のかなかったのかという、今の答弁からではそういう聞きたいところの答えはもらえなかったの

かなと思うのですけれども。でも、人事としてベストを尽くしたというのが町長の答弁ですね。 

○議長（藤澤元之介） 副町長。 

○副町長（名倉嗣朗） 結果的に今年はこういうことになっておりますけれども、当然ずっとお

話しさせていただいてるとおり、それぞれの階層で役割を果たして、ワンチームとして事業推進

を進めてまいりたいとは思っております。やはり人事異動に際しましては、基本的な考え方、今

年はこういう事業があるからこういうとこに人を特化する、県で言いましたらタスク的な配置を

する、なかなかこの町ではそういうようなタスク的なことができませんので異動させる。あとも

うちょっとで自分がこれを全うできるのに何でかえられるんやというのはよく私の前にいたとこ

ろでもございます。最後にいいとこだけ持っていかれる方も結構いらっしゃるのはいらっしゃる

のですけれども、ただ異動した先でもきちっとやっていかないといけないというために、全体の

奉仕者として公務員という道を選んだ限りは次の場所でもきちっとやっていく。そのときに一言

でも、君にこれをしてほしいから異動させたんやというのが、そういう方がいれば、まずはそう

いうモチベーションも上がってくるのではないかなとは考えますけれども、それは職場それぞれ

で、それが町長からでなくても、やはり部長、課長なりでもきちっと説明をしていただくことが

あれば、そこは大丈夫なのかと思いますし、半期に一度、先ほど申し上げました被評価者になる

方々の研修もさせていただいて、自分の目標、そこでどういう仕事をしていって、この半期間に

どういう成果を出していこう、次の半期間できなかったこと、できたことを踏まえてまた次の半

期をどうしていこうということで、やはり職員のモチベーションをともに上げて事業推進を進め

てまいりたいと思っておりますので、よろしく御理解のほどお願いいたします。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 もちろんです。県は大きい組織ですし、太子町は200名ぐらいの小さな組織

で、やっぱり町の職員というのは昔から考えますと、広く浅く幅広く皆さんいろんな場所を回っ

て、そういった職場として求められて公務員としての姿もあって、住民との距離も近い窓口対応

もあり、なかなかいろんな場面で適材適所的なことを見抜くためには、そういった周りにいる人

間たちの評価、もう安易にあいつは仕事できるできひん、あいつはああいうの苦手やなというの

は多分わかっておることだろうと思うのですよね。その中でお互いに人間関係の中で培われてい

った部分の中で皆さん部長になられる方はなっておられる、あいつやったらできるな、あいつは

なかなかやり手やと、そういったある程度の職員みんなが認める中で環境が回っておったかとは
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思いますが、余りにも町長の思いが強いがゆえに、町長の思いを余りぶつけ過ぎると、また太子

町内の中身を、副町長がだめだと言ってるわけじゃなくて、県から来られての中のパワーでもっ

て、お二人ともそういう立場ですから、そこにパワハラじゃないですけれど、パワーを持った立

場の方々がやってしまうと、なかなか職員としては言いにくいところ、やりにくいところがもし

かしたら、松浦議員の指摘の部分とあわせて、この管理職や職員が辞職をしていくという部分の

要因になってはおらないかなと。もし、なっておったらいけないなというふうに思いますし、よ

くコミュニケーションをとにかくとれるように進めていただけたら町長ありがたいなというふう

に考えます。聞いてました。いかがですか。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） お答えいたします。よく聞いております。 

 日ごろのコミュニケーションというのは大事だと思いますし、いろんな決裁のことなどの説明

をしてもらっています。特に部長さん、次長さんからしていただいております。課長さんとかも

来られることもありますが、ただ人事のことについて、それをコミュニケーションをとって進め

てるかというと非常に難しい面がありますので、上山議員も、またほかの議員の思いはわかりま

したが、それは実際にやってみると、また言いわけやと言われるかもしれませんけれど、本当に

大変で日々悩んでいて、しております。そして、急に職員がやめるという情報が入ったりとか、

そしたらまた考えを直したりとか、いろんなことの中で考えていっておりますので、またこの職

員のこういう特徴があるとかいろいろありますので、言っておられる気持ちはよく理解します

が、言われたとおりしろと言われても、言われたとおりなかなかできないと思います。しかし、

お気持ちを十分受けとめながら、これからも副町長、教育長、また部長、次長と相談しながら進

めていきたいと思っております。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 今回の本会議を通しましても言いわけだと思いますけれどとか、言いわけにな

ったらごめんなさいねというような答弁も結構あったとは思うのですけれども、言いわけだとい

うことを理解されているのであれば、言いわけをしないように取り組んでいただけたほうがあり

がたいなというふうに思います。 

 それはまだ全体的な事業として。ただ、人には言えないことがあるんだと、町長は町長なりに

しかわからない孤独な苦労もあるのは理解をします。政治をされてる方は皆そういうところがあ

ると思いますし、人に言えない話もあったりもするとは思います。けれど、住民から選ばれた１

人しかいない立場であって、その仕事の姿も、あるいは公務員からも尊敬される姿にあってほし

いなというふうに思いますし、それがこの町に１人しかいない立場であると。我々議会は１人で

は町長と同じ力を持っていません。議会全体が１つにならないと、町長１人の力と同じ力にはな

らないような状況でございます。もう少し自分の立場というものを理解いただいて、もしそのあ

たりの行動をかえていけない、あるいはきょう松浦議員からの指摘の中にあったような部分とい

うのを、人から言われる分には公人は仕方がないのですよ、言われて何ぼじゃないですか。それ

を受けとめて、自分自身の姿勢を見直すような姿勢がとられないという状況であれば、町長選挙

は出るか出ないか考えておられんのかもしれませんけれども、出ることはやめられたほうがいい

のじゃないかなと私は思ってしまいます。いかがでしょうか。 

○議長（藤澤元之介） 町長。 

○町長（服部千秋） ここの場は町政の進展のためにいろいろ議論をすべき場だとまず思ってま

す。それで、私が言いわけになるかもしれませんがと言ったのは、御説明をしたら言いわけした

と言われるから、私は説明をしてわかってもらおうと思って説明してるのです。なので、その枕
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言葉を置かずにしゃべればいいのかもしれませんが、それをしゃべったら言いわけしたと言われ

るし、じゃあどのようにしたら私の行動が、だめではないとおっしゃってるのか、私のこういう

ところがこう、ああいうところがこうということに今議論が集中するというか、なされておりま

すので、私としてはこの町の具体的な施策のことについて、ここでこれはどうなってるのかと

か、これはどういうことでこういうふうにされたのかとかを言っていただきたいとぜひ思ってお

ります。なので、私はこの議場に来てどう答えたら、そういうふうに言われないのか、本当に以

前から困ってます。なので、前向きのためにしているのだとか、前向きのためにしてるとおっし

ゃってるのですから、前向きのためにいろいろと町政についての建設的な御意見、またもちろん

この場でもですけれど、この場では細かいことを話せないこととか、実現できそうなこと、でき

ないこと、あるいはまた私たちが検討してきたけれども、こういうことでできないんだとか、い

ろんなことがありますので、政治は実現していかなきゃいけないと思っておりますので、実現に

向けて現実的な御議論をいただければありがたいと思っておりますので、御理解のところをお願

いしたいと思います。 

○議長（藤澤元之介） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 ありがとうございますということは言わないようにしなくちゃいけないと言っ

てましたけれども、町長は説明が丁寧過ぎるのですね、言わなくていいことまで言ってるのです

よ。そういうことじゃなくて、自分が決めて、町長なのですから、判こをついたものは決まって

るのだったら、堂々と出してくれたらいいのですよ。それが、こちら側もみんなこれに対してこ

うしなあかんということを絶対譲らへんというような考えじゃないと思いますよ。町が取り組む

姿勢として、町のためによくなることであれば、自信を持って進められたらいいと思うのですよ

ね。それを、いや、あのときはこうでね、こうでねと、先ほどの言いました議論があって、途中

で言うタイミングとかも、言わなくちゃいけないと思われてるんでしょうけれども、自信を持っ

て、決めたことにはこうなんだという結論、答えが欲しいなというふうには思いますよね。議員

と議会との連携も、ですから、それを進めていこうということであれば、そうですね、町長室に

行ってこそこそと話をするというのは、私は問題だなと思ったのですよ。でも、意見を言う中

で、当然すり合わせじゃないですけれど、思いは本当はこういうことがあるのだと、ここでは言

いにくいんだということがあるのであれば、それはそういうふうな発言をされてるのですから、

ただ僕がこの間行ったときでも、だめだったら断っていただいたらよかったのですけれども、行

ってから断られると、私もどうしたものかなというふうに思いますし。だから、そういうところ

というのが信用、信頼をなくす部分にもなろうかと思いますし、人間好き嫌いがありますので。

当然なかなか誰ともうまくつき合いをしていくというのは難しいかもしれませんけれど、町長は

町長という政治を選んだ以上は、そこはしなくちゃいけない立場だというふうに思います。嫌わ

れてるところとか、苦手な場面こそ、率先して足を運んで対応をしていかないといけないという

ふうに思いますので、悩み事があるんだったら相談ぐらいには乗ります。何とか残りの期間で自

分自身を見詰め直していただいて、町長出馬の決断、腹を決めていただきたいなというふうに思

います。 

 質問があちこち飛ぶような格好になりましたが、また予算にも取り組みながら具体的な政策に

ついては意見を述べさせていただきたいと思います。長時間になってしまいました。申しわけご

ざいません。ありがとうございました。 

○議長（藤澤元之介） 以上で上山隆弘議員の一般質問は終わりました。 

 これで一般質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 
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 次の本会議は３月５日午前10時から再開します。 

 なお、３月５日の本会議は改めて開催通知はいたしませんので、御了承願います。 

 本日はこれで散会します。 

 お疲れさまでした。 

（散会 午後６時40分） 

 

 


